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　──明治五年に創立された、私立英えい凛りん学園。

　東北の一都市にある偏差値七十九の超名門高校であり、一学年およそ二百人のうち約半数が東大に現役で合格する。オックスフォード大やケンブリッジ大を進路に選ぶ者も珍しくない。卒業生には大企業の社長、政治家、名医などが綺き羅ら星ぼしのごとく名を連ねる。

　当然入学試験は難解極きわまりないが、百年を超える学園の歴史上、初の満点をとった少年がいた。




　その名を、甘あま粕かす一いつ徹てつ。




　全国から集まった秀才たちが、難問に四し苦く八はつ苦くするのを横目に、

「フン……こんなものか」

　とつまらなそうに言い、あっさり全問をといてしまった。

　入学後も、一徹は学がく業ぎようでも運動でも常人離れした能力を示し、その姿に多くの女生徒が心を奪われた。




　この物語は神しん童どうと呼ばれた一徹の、数奇な運命を描いたものである。







　甘あま粕かす一いつ徹てつは、白い息を吐きながら校庭に駆け込んだ。

　非常に端正な顔立ちの少年である。身長は一八〇センチほどあり、長い手足を使った力強いフォームは、十五キロを走ってきた今も全く乱れない。

　約二百メートル前方には、ゴールテープを持った二人の女生徒が先頭走者を待っている。

　マラソン大会の実行委員だ。堂々トップの一徹を惚ほうけたように見つめてくる。ここまでの道中でも、一徹とすれちがった通行人の女性は皆ウットリしていた。

　ゴールの周りには教師たちも見える。名門校だけのことはあり、参考書や受験指し南なん書しよの著者も沢山いる。

　放送部員の実況が、十一月の青空に響きわたった。

『さぁ我われらが英えい凛りん学園伝統の、全学年男女混合マラソン大会もいよいよ大詰め！　先頭は二年生の甘粕一徹君！　陸上部やサッカー部などの運動部を置き去りに、なんと帰宅部である彼がトップです！』

　意外に思っているようだが、一徹にとっては当然の結果だ。

　この日のため練習を積み重ねてきたのだから……あと僅わずかで訪おとずれる、歓かん喜きの瞬間の為ために。

『おーっと！　甘粕君に続いて、二人のランナーが校庭へ入ってきました！　一人は陸上部の早はや見み君、そしてもう一人は女子のようですが──』

　ゴールテープまであと少しという時、一徹は後ろを振り向いた。

　後続二人との差は百メートル近くある。このままいけば一徹の優勝は間違いない。

（このままいけば、な）

　甘粕一徹は。

　わざと地面につま先を引っかけて、転んだ。

　あたりは一瞬静まり返るが、実況が戸と惑まどい気味に、

『あ、甘粕一徹君が転びました。ですが膝ひざを軽く打っただけのようなので、すぐに立ち上がれば充分一位に……』




「びええええええぇぇええええ!!」




　一徹は、大泣きした。

　仰あお向むけになり、死にかけの蟬せみのように全身を激しく痙けい攣れんさせる。

　端正な顔をグチャグチャに崩し、鼻水を垂らしながら、

「いだぃぃぃぃいよぉおおお」

　あたりは、シーンと静まり返っている。先ほど一いつ徹てつに惚ほうけていたゴールテープを持つ女子も、生ゴミを見るような目を向けてくる。

（だが、それでいい）

　一徹には社会的評価をドブに捨てても、欲しいものがあるのだ。それは──

「イッっっっく──────ん!!　ママが、ママが今いくわよ────!!」

　二位争いをしていた女子が、陸上部の男子を置き去りにして駆けてきた。

　先端をリボンで結んだ、長くやわらかな髪がなびく。

　憂うれいに染まった美び貌ぼうは優しげで嫋たおやか。だが胸の大きさは凶悪なほどで、ジャージのファスナーが破れそうなほどだ。襟えりには一年生を示す赤いラインが入っている。




　一徹の後輩であり、母親の綾あや音ねである。




　綾音は一徹の傍かたわらに膝ひざをついた。

「はぁはぁ」と悩ましく呼吸を整えたあと、幼児に語りかけるような猫撫なで声で、

「あ～膝ひざすりむいちゃったの？　イタイイタイね～」

　ここからゴールまで五メートルもない。綾音はあと少し進めば優勝できるだろう。

　だが綾音はそんな事お構いなしで、手て当あてをすべく一徹のジャージのズボンを膝まで捲まくりあげる。

　そのとき、放送部員がぴしゃりと言った。

『甘あま粕かす綾音さん！　選手間かんの手助けは禁止ですよっ』

「私は選手である前に、この子の母親です!!」

　母の気き魄はくに、放送部員は沈黙した。

　そして綾音は、髪を耳の上に色っぽく搔かき上げたあと……一徹の膝に唇を近づけ、

「ちゅ、れろ……」

　丁寧に、嘗なめ始めた。

『ちょ、ちょ────!?　何してるんですか!?』

「もう、さっきからなんですか、息子の怪け我がを嘗めて何が悪いのですか！」

　口論に一徹が「ふぇぇ」とグズると、綾音は慌てて笑顔を作り、

「あぁ大声出してごめんね、怖くないからね～」

　この間に、陸上部員の男子が一位でゴールインしたが誰も気にとめない。

　二年生の息子と、一年生の母が繰り広げる光景に、皆が絶句する中……

「ママ、イッくん！」

　校門から小柄な──一四〇センチほどの少女が駆けてきた。膝上のワンピースにＰコートを羽は織おり、赤いランドセルを背負っている。首からは小さな巾きん着ちやく袋を下げていた。

　彼女の名は雛ひな。




　近くの小学校に通う六年生で、一いつ徹てつより五歳下の姉だ。




　雛は眉まゆをひそめて綾あや音ねと一徹を見下ろし、腰に両手を当てる。

　小鳥のように澄んだ声で叫んだ。

「一体なにしてるの、ママ！」

　雛の一喝で、綾音は我われに返った。

　黒目がちの瞳をきょろきょろさせる。視線を一いつ身しんに集めていることに気づき、身を縮めて赤面する。

「そうね雛ちゃん。こんな公衆の面前で膝ひざペロペロだなんて、ちょっと非常識だったかしら」

「違うわママ！　私が言いたいのは『甘やかすだけが愛じゃない』って事！」

　雛は一徹を見下ろし、ちいさな手でゴールを指さした。

「イッくん、行きなさい」

　母が両手をひろげ、息子をかばう。

「そんな無理よ。イッくんは膝をすりむいて……もう少しで血が出るところだったのよ！」












　出てはいなかったらしい。

　雛ひなは綾あや音ねの体をそっとよけ、一いつ徹てつと視線の高さを合わせた。

「いいイッくん？　人生には何度も辛つらい事があるの。そのたびに立ち止まっていたら進歩はないわ」

　小六の姉は一徹の両肩をつかみ、瞳に涙を浮かべ、

「だからお姉ちゃん、心を鬼にして言うね──ゴールしなさい！」

「雛ひな姉ねえ……！」

　一徹は歯を食いしばり、息を荒げ、いかにも全力を振り絞っているかのように立ちあがった。

　頭脳明めい晰せきな彼にはわかっているのだ。

　ゴールをすれば──ものすごく甘えられると。

　一歩一歩ゴールへ進む。実行委員の女子が無表情でゴールテープを構えなおした。

　綾音は両手を組んで天を仰ぎ、今は亡き夫（一徹の父）に祈る。

「天国のあなた……ご覧になっていたら、どうかイッくんに力を」

　そして雛は一徹の前で後ろ歩きし、初めて歩いた赤子を応援するように両手をたたく。

「イッくん、がんばれっ、イッくん、がんばれっ」

　ゴールにさしかかった雛を、実行委員がゴールテープを掲かかげてかわす。

　そして一徹は姉に抱きつきゴールした。押し倒すかたちになってしまったが、ランドセルがクッションになったため痛くはないだろう。

　雛が一徹をぎゅーっと抱いてきた。Ｐコートの向こうから伝わってくる胸の感触は、小学生とは思えないほど大きい。

　そして小さな手で一徹の頭を撫なで撫なでしてくれる。

「よしよし。よくがんばったね。さすが私の弟だよ」

　後ろから綾音も抱きついてくる。彼女は三位でゴールだが、そんな事は気にもならないようだ。

「イッくんすごいわ！　見てください皆さん、これが私の自慢の息子です!!」

　言われなくても皆は、ドン引きしながら見つめていた。

　だがそんな事、一徹にはまるで気にならない。母と姉の柔らかさと体温に包まれ、幸せの絶頂であった。

（これだ……!!　これが俺の求めていたものだ！）

　普通に一位でゴールすれば、誉ほめられるだけで終わっただろう。

　だから一徹はあえて転んだ。

　一位を逃した上で、怪け我がをする。それらの苦難を乗り越えてゴールすれば……もっと甘えられることを、英えい凛りん学園史上最高といわれる頭脳で計算していたのだ。

「ねえねえ雛ひな姉ねえ、ママ、ぼく記念写真とりたいな」

「まぁ！」

　一つ年下の母が、感かん涙るいにむせぶ。

「イッくん位くらいの年なら、ママと写真を撮るのを恥ずかしがるのに……なんていい子なの!!」

「うん!!　僕、とってもいい子!!」

　これが高二の六月までは神しん童どうと呼ばれた少年の、同年十一月の姿であった。




●




　生徒全員がゴールした後、体育館で表彰式が行われた。

　ステージ上には凸とつ型の台が設置されている。

　台の中央に立つのは、優勝した男子の陸上部員。左側には二位の一いつ徹てつ。右側に三位の綾あや音ねだ。それぞれの首に金、銀、銅のメダルがかけられていた。

　綾音は式そっちのけで、一徹にビデオカメラを向けてくる。

「イッくんこっち向いて、ハイ、ニコッとして」

「ニコッ」

「まぁ！　なんて素敵な笑顔、あなたは私の天使よ！」

　奇怪な親子に挟まれる陸上部員は、実じつに不機嫌そうだ。二位と三位にばかり、皆の注目が集まっているからだろうか。

　一徹の耳元に口を近づけてきて、ドスのきいた声で、

「てめー、後で体育館裏に来いや……」

「……」

　一徹はなにも答えず、綾音に笑顔を向けている。

　一方、ステージの下でクラスごとに並ぶ生徒からは、こんな声が聞こえてくる。

『甘カス、一位確実だったのに、家族に甘えるためワザと転んだようだぞ』

『さすが甘カス』

　一徹は一部の生徒から『年下の家族に甘えるカス』……甘カスと侮ぶ蔑べつを込めて呼ばれている。

　そんな輩やからを、一徹は内心で嘲ちよう笑しようした。

（フン、こういうヘイトを受けるのも計算通り。貴様等らは俺の掌てのひらの上で踊らされているだけなのだ）

『ヘイトを敢あえて受け、甘える為ための口実にする』──それが甘あま粕かす一徹の、バブみの流りゆう儀ぎだ。

　そんな計算をおくびにも出さず、一徹は両手の甲を目に当て、ヒックヒックとしゃくりあげた。

「み、みんな酷ひどいよぉ……僕がわざと転んだなんて……」

「イッくん、わかってるわ！　皆が貴方あなたを罵ば倒とうしても、ママだけはわかってるわよ！」

　唯一わかっていない母が、慰なぐさめてくれる。

　つづいて綾あや音ねは二位の段に移ってきて、一いつ徹てつを軽々抱き上げる。綾音はマラソン大会でも見せたように、とてつもない身体能力を持っているのだ。

　一徹が首筋にすがりつくと、柔らかな頰ほおをすりあわせてきて、

「よしよし、辛つらかったわねえ」

「ママ……」

　体育館が、しーんと静まり返る。

　そして実行委員は、半なかばヤケクソのように告げた。

「三人とも、おめでとうございます。ステージ上から降りてください……みなさん、最後に盛大な拍手を」

　拍手の中、一位の陸上部員、続いて一徹が綾音に抱っこされて降りていく。

　そのまま一徹は己おのれのクラス、２－２の列まで運ばれた。

「じゃあイッくん、ママ行くけど、元気でね」

「ん!!」

　元気いっぱいに応こたえると、綾音は彼女のクラス１－１の列に駆けていった。

　このあとは教室に戻り、休み時間を挟んでホームルーム、そして帰宅という流れだ。

（さて……）

　一徹の表情が、一いつ変ぺんした。

　クラスの列が体育館を出るとき、一人離れて体育館裏へ向かう。

　そこには、先客がいた。

　表彰式で『後で体育館裏に来いや』と言ってきた、一位の陸上部員だ。その眼光は怒りに満ちている。

　対する一徹のまなざしは、深い湖のように静か……さっきまでオギャオギャしていた少年と同一人物とは思えない。

　悠ゆう然ぜんと腕組みして、

「こんな所に呼び出して、俺に何の用だ？」

「『何の用』って……決まってんだろ！」

　ずかずかと近づき、胸ぐらを思い切り摑つかんでくる。

「てめぇゴール前でワザと転んだだろ！　家族に甘えるために！」

「……」

「そんなんで勝っても嬉うれしくねぇんだよ！　俺は──」

　そして陸上部員は、今回のマラソン大会にどれほど懸かけていたかを滔とう滔とうと語った。

　彼は三年生。慢まん性せい的な膝ひざの怪け我がに悩まされており、インターハイに一度も出場することができなかった。

　そして高校最後の走りの舞台に、今日のマラソン大会を選んだという。

　たとえ負けても、膝が砕けてもいい。全力を出しきり、思い出に残るレースをしたかったのだが……

「てめーは、そのレースを汚けがらわしい下心でブチ壊したんだ」

「なるほど、申し訳ないことをしたと思う」

「……そうかい」

　一いつ徹てつは息を大きく吸い、裂れつ帛ぱくの気合いとともに言い放った。




「だが──知るかァァァァァアアアア」




「えぇ!?」

「人生で大いなる目的を持つ者は、多少の犠ぎ牲せいなど気にしない」

「お、大いなる目的だと……？　なんだそれは」

　引き気味の陸上部員に、一徹は続ける。

「ひたすらに──ただひたすらに、ママと雛ひな姉ねえに甘えまくることだ!!」

「それが人生の目的!?　イ、イカれてんじゃねえのか!?」

「イカれていて結構。俺が目指す究極の甘えは、狂気を孕はらんでこそ辿たどり着ける」

　一徹の瞳には、揺るがぬ決意が燃えている。

　陸上部員は冷や汗を垂らしながら、後ずさりし、

「き、聞いたことがあるぞ。甘あま粕かす一徹。開校以来、初の満点で入試をパスし、運動神経もトップクラス。だが──年下の義ぎ母ぼ、義ぎ姉しと同居した日を境に、超絶ダメ人間になったという……！」

　震える手で指さしてきて、

「なぜだ甘粕！　お前程の才能があれば何でも出来るだろう！　なぜそれをドブに捨てる真ま似ねをする！」

「ドブに捨ててしか、辿たどり着けないものがあるからだ」

　一徹は天下統一を目指す武将のように、目を細めて青空を見上げた。

「貴様がマラソン大会に懸かけた想い。それと同様に俺自身の才能も、そして誇りも……」




「俺がバブみ、オギャるための供く物もつよ!!」




「『バブみ』『オギャる』!?　なんだそれ!?」

「いいか、一度しか説明しないからよく聞け──『バブみ』とは『年下の女性に対して母性を抱いだくこと』だ」

　一いつ徹てつは一つ年下の母、それに五歳年下の姉に限りない母性を感じている。

「そして『オギャる』とは『年下の女性に甘えること』だ──いいか、一度しか説明しないからな」

「できれば二度と聞きたくねぇよ!?」

　悲鳴まじりの声を出す陸上部員。

　一徹は肩をすくめ、相手の無知をあざ笑う。

「そんな事を言っていいのか？　バブみの始し祖そは、貴様も知るであろう偉大な人物だぞ」

「なに……」

　話術に引き込まれ、ごくりと唾を飲む陸上部員。

「その男の名は──シャア・アズナ○ルだ」

「シャアって、あのガ○ダムの……」

「うむ。シャアは三歳年下のパイロット、ララァ・ス○に母性……つまりバブみを覚えていた」

　映画『ガ○ダム　逆襲のシャア』のクライマックスで、シャアは『ララァ・ス○は私の母になってくれたかもしれない女性だ』と言っている。

「あのシャアが持っていた性癖だ。それが俺に勇気を与えてくれる──バブみという荒野をゆき、超可愛かわいい年下の母と姉にオギャる勇気をな」

「それ、勇気か!?」

　ただの堕だ落らくといえなくもない。

　一徹の峻しゆん烈れつなるバブみへの決意に、気け圧おされる陸上部員。今や攻こう守しゆは完全に逆転していた。

「さて貴様には、俺が更にオギャる為ための供く物もつになってもらうぞ。絞り尽くしてやる……ッ!!」

「ひぃっ……」

　一徹は殺人鬼の如ごとくにじりより、相手を壁際に追いつめた。

「俺に一位を譲られて、悔しかったんだろう？」

「あ、ああ……」

　そしてバブみの荒野を行く少年は、叫んだ。

「ならば俺の──足の骨を折れ!!」

「はぁあ!?」

「そうすればママや雛ひな姉ねえに、肩を貸されるなどしてオギャれるではないか……!!」

　一徹は両手を広げ、陶とう酔すいしきった笑みを浮かべる。

「貴様のおかげで、俺は更なるオギャりを味わえそうだ……！」

「ひ……ひぃいいいいいいい！」

　陸上部員は足をもつれさせ、何度も転びながら逃げていった。

　その背中を一いつ徹てつは見み下くだしきった瞳で見つめ、

「こんな所に呼び出したから期待したのに、凡ぼん夫ぷがッ！」

　そう吐き捨てたが、すぐに意識をきりかえる。

（まあいい。孫そん子し曰いわく『兵に常じよう勢せい無く、水に常じよう形けい無し』だ）

　孫子は古代中国の兵法家。この言葉は『戦術は状況に応じ、水のように柔軟に変化させていく』という意味だ。

　当初の想定のオギャりに固こ執しつするのはよくない。骨を折られなかったのは悔しいが、やりようはあるのだ。

　一徹は息を大きく吸い、腹の底から叫んだ。

「びええええええ─────ん、マ───マぁぁぁあ────！」

　その声が消えぬうちに、猛ダッシュで綾あや音ねがやってきた。

「どうしたのイッくん。どうしてこんな寂さみしい場所にいるの!?」

「僕、先輩に呼び出しを喰くらって、脅おどされたよ──!!」

「そんな、マラソン大会で二位になったからって。『出る杭くいは打たれる』とはこの事ね！」

　オギャるため、自ら打たれに出ている杭ではあるが。

　そして綾音が抱きしめてくれた。一徹の顔が豊かな胸で包まれ、微かすかに汗の混じった甘い香りが肺を満たす。

　これだけでも脳のう髄ずいが溶けそうだが、綾音は更に頭を撫なで撫なでしてくれた。

「よーしよしよし、ママがついてましゅよ。いーこいーこ」

　尋じん常じようならざる幸福の中、一徹は思う。

（俺は──バブみの修羅）

　才能も名声も擲なげうっても、義ぎ母ぼと義ぎ姉しにオギャることだけが人生ただ一つの目的。




　この時の彼は、そう固く信じていたのだ。




●




　一徹は母に存分に甘えたあと、おんぶされて校舎へ向かった。

　二年生である一徹の教室は三階。

　一年生の綾音は二階なのだが、わざわざ三階の２－２の入り口まで送ってくれる。

　一徹はしばらく母との別れにグズってから、ようやく一人で教室内に入った。

　そこでは帰りのホームルームを待つクラスメイトが談笑していた。マラソン大会を終えた解放感からか、皆テンションが高い。

　一いつ徹てつは準優勝した、いわばヒーローだ。しかし誰も声をかけてこない。

　一徹は無表情で、窓際の一番後ろの席に座った。

　教卓の傍そばで和わ気き藹あい々あいとしている、男子三人組を見る。山やま岸ぎしに山やま下したに山やま田だ……全員『山』がついている事から、山やまトリオと呼ばれている。

　一徹のかつての友人たちだ。

　放課後や休日によく遊んだ。一年生の時は全国放送の『全日本高校クイズ選手権』に四人で出場し、優勝したこともある。その立たて役やく者しやとなった一徹には、放送後にモデルやタレント事務所からオファーが殺到したものだ。

（山岸、山下、山田。皆いい奴やつだった）

　だが一徹は、綾あや音ねや雛ひなが家族になった後『友達がいなくて寂さみしい』という口実でオギャるため、全ての友達づきあいを止やめた。

　せめてもの誠意として、山トリオにはその理由を懇こん切せつ丁寧に説明した。あの時の彼らの呆ぼう然ぜんとした顔が忘れられない。

『孤独を感じない』と言えば、噓うそになる。

　バブみ道を歩あゆまねば、山トリオとの楽しい日常もあったはずだ。

（……考えるな）

　己おのれはバブみの修羅。そう誓ったではないか。余計な物を削そぎ落としてしか、辿たどり着けないオギャりがある。

（不器用な男だな、俺は……）

　自じ嘲ちよう気味に、ひとり苦笑していると──ドアが開き、担任が入ってきた。

　如月きさらぎさつき先生。今年の春に大学を卒業したばかりの、新任国語教師だ。髪をハーフアップにし、清潔感のあるスーツを着ている。

　皆があわてて自分の椅子に座ると、如月先生は教卓に両手をついて、

「マラソン大会お疲れさまでした。皆さんが無事に完走できて先生は嬉うれしいです」

　教え方が上う手まいうえに優しい、良い先生だ。

　暴力教師ならオギャる口実になったのだが、そこまで望むのは贅ぜい沢たくというものだろう。

　ホームルームのあとは、班ごとに掃除を行った。

　これから帰宅だ。一徹は颯さつ爽そうとコートを羽は織おり、鞄かばんを持って教室を出た。

　背筋はピンと伸び、秀しゆう麗れいな顔も引き締まっている。そのまま写真に撮れば英えい凛りん学園のパンフレットにも使えそうな程である。

　……そんな姿は、昇降口を出た瞬間までだった。

　校門に綾音がいるのを見つけたからだ。

　制服の上にチェスターコートを羽は織おっている。マラソン大会の時は履いていなかった、黒ストッキングが色っぽい。鞄かばんを手に楚そ楚そとたたずむ姿に、男子生徒の多くが目を奪われている。

　一いつ徹てつを見るや、手を挙あげてジャンプする。長くやわらかな髪が天使の羽のように揺れた。

「イッくん！　ママよ～、ママはここよ～」

「ママー!!」

　一徹は両手を前に出す、いわゆる幼児走りで母親のもとへ。もちろん擦すりむいた膝ひざを僅わずかに庇かばい『まだ痛いアピール』を忘れない。

　綾あや音ねは黒ストで包まれた美び脚きやくを屈かがめ、眉まゆをひそめて一徹の膝を見る。

「まだ痛いのね。ママが自転車通学だったら、二人乗りで帰れたのに……」

　それは素晴らしい申し出だ。家には古いママチャリが一台ある。

　一徹はニコニコして、

「ぼく荷台に乗るんだね。おしり痛くならないかなあ」

「何を言っているの？　自転車に子供を乗せるなら、後ろにイスがついたタイプに決まっているでしょう」

「子供乗せ自転車!?」

　一徹は驚きよう愕がくしたあと……両こぶしを強く握にぎり、歯は嚙がみする。

（なぜ俺は『バブみの修羅』として生きると決めたのに、普通のママチャリをイメージしたのだ……）

　当然、子供乗せ自転車を想像すべきではないのか。

（こんな事で、バブみを極きわめられるものか）

　己おのれの未熟さを悔やみ、慰なぐさめてもらうため母の細腕にしがみつく。

「あらあらどうしたの？　甘えん坊さんねえ」

　一徹はバブみに対して極めて意識が高い。ゆえに多くの反省材料が生まれ、それを悔しがることでオギャれるのだ。好こう循じゆん環かんと言えるだろう。

　綾音に頭をなでられていると、小鳥のように愛らしい声が聞こえてきた。

「ママ、イッくん、一緒に帰ろ～」

　五歳年下の義ぎ姉し、雛ひなだ。

　弾む足取りで、小学生離れした胸を揺らしながら近づいてくる。見ているだけで、元気とバブみが湧いてくる姿だ。

　一徹の左手を雛がとってきた。体温が高く小さな手……幸せいっぱいの笑顔で見上げてくる。

「あらあら、子供たちが仲良しで、ママうれしいわ」

　続いて綾音が、一徹の右手を握ってきた。

　下校途中の男子生徒が、羨うらやましそうに見つめてくるが……

　これはハーレム的な意味ではなく『両親が子供の手を両サイドから握にぎる』ニュアンスだ。

　二人に手を引かれながら、帰路につく。

　英えい凛りん学園から少し歩くと商店街がある。

　天井はアーチ型のアーケードで覆おおわれており、歩行者専用道路の両側に、飲食店、衣料品店など様々な店が並ぶ。

　全国的に商店街は苦戦しているといわれるが、ここはいつも活気がある。今日も多くの人でにぎわっていた。

　綾あや音ねと雛ひなが、一いつ徹てつと繫つないだ方の手を勢いよく上げた。

「「そーれ！　イッくんジャンプ！」」

「うわ────い!!　うひゃひゃひゃ────い!!」

　一徹は屈くつ託たくなく笑い、飛び跳ねた。

　その姿を見ていた商店街の人々は、そっと目をそらした。どうやら幼児退たい行こうしたと思われているらしい。

（失礼な。俺が幼児になるのは、ママと雛ひな姉ねえの前だけだというのに）

　内心憤いきどおりつつ、一徹は笑顔で飛び跳ね続ける。

　だが突然、義ぎ母ぼが手を動かすのをやめた。

「あっイっくんごめんなさい！　膝ひざケガしてるのに、ジャンプなんかさせて」

「僕へっちゃらだよ！　綾音ママの息子であり、雛姉の弟だもん！」

　綾音は雛と、誇らしげに微笑ほほえみあった。

　続いて、人差し指を一本たてて言い聞かせてくる。

「でも本当に気をつけてね。転んで傷口からバイ菌が入り、そのあと通り魔に刺されて死ぬこともあるんだから」

「転ぶの関係ないね……」

　一徹は苦笑したが、心配してくれるのは身み震ぶるいするほど嬉うれしい。

　綾音は自分の想像におびえたのか、己おのれの体を抱きしめた。撓たわわな胸が蠱こ惑わく的に潰れる。

「『イッくんが通り魔に襲われる』だなんて……考えるだけで怖くなっちゃった」

　雛が、小さな手を元気よく挙げて、

「もしそうなったら、お姉ちゃんが身を挺ていして、たとえ死んでもイッくんを守るからね」

「もちろんママも、死んでも守るわよ」

「そしたら僕、後追い自殺するよ」

「一家全ぜん滅めつね!?」

　バブみのない世界になど、未練は全くない。

　そんな普段どおりの帰宅をしているうちに、自宅にたどり着いた。

　甘あま粕かす家は、商店街のそばにある二階建てだ。やや広い庭があり、五十坪ほどの敷地をブロック塀べいで囲んでいる。

　一いつ徹てつは玄関の前に立ち、ポケットから家の鍵を取り出した。

　それにはガラス製のイルカのキーホルダーがついている。亡き父が社員旅行に行った際、ガラス工芸体験で作ってきたものだ。少し不ぶ格かつ好こうだが、一徹にとって形見がわりの大切な品であった。

　玄関をあけて中へ入ると「さ、脱ぎ脱ぎしようね～」と雛ひながコートを脱がせてくれた。

　雛は続いてランドセルをおろし、Ｐコートを脱ぐ。膝ひざ上うえワンピース姿になるとそのスタイルが際だった。

　肩も、腕も足も細い。お尻も小ぶりだ。なのに母性の象徴である胸だけが年齢不相応に発達している。その面倒見のいい性格と相まって、まるで誰かをオギャらせるために生まれてきたような少女だ。

（俺がバブみの修羅なら、雛ひな姉ねえはバブみの申し子と言えるかもしれんな……）

　益やく体たいもないことを考えるバブみの修羅に、申し子が、

「さあイッくん、手洗い、うがいをしなきゃ！　ちゃんとガラガラペッしてね」

　洗面所へ行って言われた通りにすると、雛が万ばん歳ざいしながら飛び跳ねて、

「イッくんよくできたね！　お姉ちゃんポイントあげる」

　お姉ちゃんポイントは、溜ためると雛がダダ甘な奉仕をしてくれるポイントだ。

　ポイント使用の一例をあげると、こうなっている。




10ポイント……耳みみ搔かき

20ポイント……頭ナデナデ

50ポイント……膝枕まくら

２０００ポイント……頰ほおにキス

５０００００ポイント……老後の介護




「今回、イッくんに与えるポイントは……」

　雛は「どるるるるるる」と口でドラムロールした。一回転してワンピースの裾すそをなびかせ、一徹を指さす。

「六億!!」

「やったぁ──!!」

　雛はポイントのあげ方もダダ甘なのだ。すでに一徹は五兆以上お姉ちゃんポイントを保有している。

「じゃあ雛姉、20ポイント使うから頭なでて」

　雛が背伸びして、一徹の頭に小さな手を伸ばしてくる。身長差が四十センチ程あるので、ソックスに包まれた爪つま先さきがプルプルしているのが愛らしい。

「僕、屈かがもうか？」

「な、なに言ってるのイッくん！　私お姉ちゃんだから、そんなのいらないもん!!」

　五歳年下に甘えると、時折こういう苦労をかけてしまうことがある。『なら年下に甘えるな』と指摘されたら『俺はバブみの修羅だ』と反論するしかないが。

　雛ひなによる頭ナデナデを堪たん能のうした後、二人で洗面所から廊下に出る。

　すると仏間の明かりがついているのに気づいた。

　雛とともにのぞきこむと、綾あや音ねが仏壇に向かって座り、両手を合わせていた。

「あなた……今日のマラソン大会、イッくん立派でしたよ。見せてあげたかった」

　閉じた双そう眸ぼうから、真珠のような涙が滴り落ちた。

（ママ……）

　夫を失った綾音の心の傷は、まだ癒いえていないのだろう。

　一いつ徹てつは痛々しい気持ちで見つめ、

（俺が笑顔の絶たえない家庭にするんだ。精一杯に甘えて……）

　動機は崇すう高こうだが、腐った決意を固める。

　綾音は二人の気配に気づき、慌てて涙を拭ぬぐいながら、

「マ、ママ、すぐに着替えてくるわね」

　髪を揺らして自室の方へと駆けていく。

　一徹と雛もしばし仏壇に手を合わせていると、綾音が戻ってきた。

　上着は縦たて縞じまのセーター。伸縮製のある毛糸生地が巨乳部分で伸び、くっきりとその形を強調している。履くのはタイトスカートと黒ストだ。

　三人で仏間を出て、向かいのドアに入る。

　そこは広いリビング・ダイニング・キッチンだ。

　ソファとテレビ、本棚。

　四人掛けのテーブルの向こうにキッチンがある。綾音はエプロンをつけたあと、長くやわらかい髪をバレッタで止めた。白いうなじが色っぽい。

　綾音は同じくエプロンをつけた雛とともに、手早く味み噌そ汁しる、天ぷら、焼き魚、おひたし等などをつくっていく。

　手持ちぶさたにしていた一徹に、綾音がお玉の先端を向けてきて、

「じゃあテーブルにお皿とお箸はし並べてくれるかな？　できるひと」

「はーい!!」

　一徹はピーンと右手を挙あげ、手伝いにとりかかった。

　食卓に全ての料理が並び、皆で『いただきます』を言う。

「さあイッくん。好き嫌いせず、いっぱい食べて大きくなるのよっ」

　もっとも大きくなる余地を残した義ぎ姉しが、一いつ徹てつに告げてくる。

　すると綾あや音ねがいたずらっぽく笑って、

「じゃあ雛ひなちゃんも、好き嫌いせずピーマン食べなきゃね」

「あれ？　天ぷらの具になってる。いつのまに!?」

　雛はピーマンが苦手なのだ。

　だが弟が見ているため引くに引けなくなったのか、ピーマンの天ぷらを口に含む。

　顔をしかめて咀そ嚼しやくしたあと、味み噌そ汁しるで流し込んだ。

　そして涙目で、

「ほ、ほらイッくん、お姉ちゃんみたいに何でも食べなきゃダメなのよ？」

（なんて優しいお姉ちゃんなんだろう……！）

　一徹は感動した。ただ彼には嫌いな食べ物が全くないので、手本を示されなくても大丈夫なのだが。

　それから少し経たった時、綾音が一徹の焼き魚を見て感かん嘆たんの声をあげた。

　そこには身がほとんど残っていない。

「まあ！　焼き魚綺き麗れいに食べられたわね！　偉いわイッくん！」

「えへへ～」

「こんなに綺麗に食べられて、お魚さんも喜んでるわ……全身を焼かれて身をむしり食われて、すっごい喜んでるわよ!!」

「魚、よく喜べるね!?」

　滅めつ私しの思想を持つ魚だ。

　そんな、いつものような団らんをしていると……一徹のポケットからスマホの着信音がした。

　取り出して画面を見て、一徹は眼光を鋭くした。深いため息とともに立ち上がり、スマホを通話モードにする。

　耳に当て、流りゆう暢ちようなドイツ語で言った。

「もしもし……また貴方あなたですか」

『うむ。どうしても諦あきらめきれなくてね』

　嗄しやがれた老人の声。ヨーロッパでも最高峰といわれるドイツの大学の名誉教授だ。

『甘あま粕かす君。君の頭脳は世界の宝。君が昨年発表した論文を発展させれば、世界の常識を一いつ変ぺんさせられるかもしれない』

　声に力を込めて、

『君には最高の待たい遇ぐうを用意する。ぜひ飛び級で我わが大学へ入り、研究を進めることを考えてくれないか』

「俺には、生しよう涯がいをかけてやりたい事があるのです」

　一いつ徹てつはカーテンを開け、窓から夜空を見上げた。

　この満天の星のように……無限のバブみが、オギャりがある。

　それを極きわめ尽くすことこそ、一徹の存在意義レゾンデートルなのだ。

　教授は声に当惑をにじませ、

『生しよう涯がいをかけてやりたいとは、オ、ｏｇｙａｒｉオギヤりとやらかね』

「その通りです教授──貴方あなたにはわからないでしょうね。研究の鬼である貴方には」

『いや多分、君以外の誰にもわからんぞ!?』

　研究の鬼かどうかは、とくに関係ない。

「俺はですね教授。『君なら世界を変える研究ができる』と言われるより『テーブルにお皿とお箸はし並べてくれるかな？　できるひと』と言われた方が嬉うれしいんですよ」

『志こころざしが低いにも程がないかね!?』

　志に高いも低いもない。それをわかってくれないなら、議論するだけ無駄だ。

「さようならアウフヴイーダーゼーン──」

　一徹は通話を切る。

　いつのまにか側そばにいた綾あや音ねが、不思議そうに首をかしげている。うなじにかかる後おくれ毛げが色っぽい。

「イッくん、ひょっとして今のドイツ語？　なんて言ってるかわからなかったけど、相手は誰だったの？」

「ただのオレオレ詐さ欺ぎだよ」

「ドイツ語で来たの!?」

　目を見開いて驚く母。

「ママも騙だまされて、お金を振り込まないようにね」

「そもそも何て言ってるかわからないから、振り込みようがないわ……」

　綾音が、頰ほおに手を当てて苦笑する。

　続いて雛ひなが駆けてきて、一徹のお腹に抱きついてきた。

「でもイッくんすごい！　ドイツからのオレオレ詐欺を撃退するなんて！」

「えへへ」

「ご褒ほう美びに……」

　雛は後ろ手になり、ソックスに包まれた両足を重ねてもじもじする。

　そして頰を染め、上目遣いで、

「お姉ちゃんと一緒にお風呂入ろっか？」

「まあ！　それならママも一緒がいいわ」

　綾音が笑顔で両手をあわせる。縦たて縞じまセーターに包まれた胸がふるんっと揺れた。

（い、一緒にお風呂）

　義ぎ母ぼと義ぎ姉しに風呂場でオギャれれば、どんなに素晴らしいだろうか。

　一いつ徹てつは期待のあまり身み震ぶるいしたが、うつむいて、

（でも……ダメだ）

　彼には家族と一緒に風呂に入れない、深い理由があるのだ。

　身を引き裂かれるような苦く悶もんのあと、懸命に笑顔を作って、

「僕、今日は花はな乃の湯ゆに行きたいな」

　花乃湯は徒歩五分ほどの所にある銭湯だ。週に一度、甘あま粕かす家では利用している。

「「え……」」

　二人が顔を見合わせ、うつむいた。

　やや気まずい空気が流れたが、綾あや音ねと雛ひなはそれを振り払うかのように、

「そ、そう！　イッくんがそう言うなら仕方ないわね」

「でもちゃんと、肩まで浸つかって百数えるのよっ」

　大切な家族に気を遣わせてしまい、一徹の胸が痛む。

（ごめん……でも、あれだけは見られてはいけないんだ）

　一徹は唇をかみしめ、窓から再び星空を見上げた。

　その視界は、涙で少し歪ゆがんでいた。




●




　夕食を終えて、約三十分後。

（ふう……）

　一徹は花乃湯の男湯に浸かっていた。綾音、雛と三人でやってきたのである。

　あまり大きくない、古びた銭湯だ。ここの近きん辺ぺんは工場や空き地が多く、夜になると人通りはほとんどない。

　それもあって、男湯に客は一徹以外いなかった。近くの漁港に他県からの大型魚船が入ったりすれば、船員でにぎわうのだが……。

　ただ、壁一つ向こうの女場は非常に姦かしましい。聞こえてくる会話からすると、近くの大学の女子大生などが沢山来ているようだ。湯船は芋いもの子を洗うような状態らしく、先ほど雛の『ママ、狭いよ～』という声が聞こえてきた。

（そんなに混むとは、珍しい事もあるものだ）

　一徹は怪け訝げんに思いつつ、体を洗ってから大浴場を出た。脱衣所の古びたロッカーの鍵をあけ、服を着る。

　綾音と雛はいつも長風呂なため、まだしばらく出てこないだろう。

　一徹はロビーを通り、一足先に外の道路へ出た。

　濡ぬれて火ほ照てった体を、冷たい風が刺す。

（だがそれでいい）

　湯ゆ冷ざめすれば家族に温めてもらえるし、風邪を引いたら看病してもらえる。一いつ徹てつの眼まな差ざしはいつも、未来のオギャりを見み据すえている。

（どちらに転んでも素晴らしいだろうからな……ん？）

　ふと違和感を覚えた。

　道路の先──五十メートルほど離れた所で、光が明滅している。

　あの場所の脇には空き地があったはずだが、そこで何かが強く輝いているようだ。

　好奇心にかられた一徹は、早足で近づいていく。

　空き地はテニスコート二面ほどの広さで、雑草が生おい茂しげっていた。

　その真ん中あたりに──三メートル位くらいの大きな冷蔵庫のような物が倒れていた。何な故ぜか全体が光を放っている。

（な、なんだあの光は？）

　一徹が驚く間もなく『シュウウウウ！』という音と共に、冷蔵庫から大量の白い煙が噴ふん出しゆつした。

　配線がショートしているのだろうか。

（草が燃えて火事になったら大変だ。消防署に連絡しなければ）

　一徹にも人並みの正義感があるのだ。

　そして人並み外れた、バブみへの情熱も。

（消防署から表彰されたら、ママや雛ひな姉ねえが沢山ほめてくれるだろう）

　そんな皮算用をした時……冷蔵庫のドアが内側から開いた。

「!?」

　大きく後ずさり、目を瞬しばたたかせる一徹。

　驚きはそれでは留とどまらない。なんと……冷蔵庫の中から勢いよく少女が飛び出し、地面に降り立ったのだ。

　年齢は一徹と同じくらいだろうか。女性にしては長身で、長いサイドテールが特徴的だ。

　着ているのは迷彩服の上下に、銃弾でも防げそうなアーマーベスト。靴はコンバットブーツ。凛り々りしい顔立ちとも相まって、歴戦の少女兵のような雰囲気を醸かもし出している。

「ここ、は……成功したの……!?」

　少女は蒼あおい瞳で周りを見回す。

　一徹と目が合うと、ハッとした様子で、

「民間人!?　転移直後を見られてしまうとは」

　だがすぐに気持ちを切り替えたのか、豹ひようのような俊しゆん敏びんさでこちらへ駆けてくる。

　眼がん前ぜんに立つと、少女の整った顔立ちがよくわかる。

　肌はだ艶つやはあまりよくない。髪はロクに手入れしていないようで光こう沢たくがなく、どうやって切ったのか毛先がギザギザ。だがそれでも少女の美び貌ぼうに一切陰かげりはなく、むしろ野に咲く花のような凛りん然ぜんさを加えている。

　少女は長身の一いつ徹てつを見上げてきて、

「申し訳ないのだけれど、今日は何い時つか教えて」

　奇妙な問いかけに戸と惑まどいつつも、答える。

「十一月二日だが」

「そうではないわ。私が教えて欲しいのは──」

　とても大切な事を尋ねるように、すがるような目で、

「西暦よ」

（こ、こいつ……ヤバい人だ！）

　己おのれを棚にあげつつ、一徹はもう一度答える。

「……２０１×年だが」

　少女の体から、ふっと力が抜けた。

　尻しり餅もちをつき「ふふっ、あははははは」と笑みを漏らす。そして両手を広げて仰あお向むけになり、夜空を仰いだ。

「せ、成功だわ!!　やはりあの方の計算は正しかった。天才だわ!!」

　口をぽかんとあける一徹。

　それをよそに、少女は勢いよく起きあがった。

　雑草だらけの空き地を、まるでアルプスの高原であるかのように笑顔で駆け回り、

「なんて空気が美お味いしいの!!　これがＧＯＤゴツドに汚染されていない世界なのね！」

　加速度的にヤバさが増していく。

　さすがの一徹も恐怖を覚えたが、

（落ち着け──俺はバブみの修羅。この変人との出会いも、オギャりに活用するほどの気き概がいがなくてどうする）

　そう己を叱しつ咤たする。

　やがて一徹の視線に気づいたのか、少女が我われに返った。顔を真っ赤にして、誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらい。

　そして再び近づいてきて、一徹の右手を、両手で力強く握にぎってきた。

「教えてくれてありがとう。協力感謝するわ」

　掌てのひらはひどく硬く、綾あや音ねや雛ひなの滑すべらかな手とは全く違う。身のこなしや体つきからしても、何らかの武術をしているのだろうか。

（何なんだこいつは……？）

　冷や汗をかく一徹の顔を、少女がまじまじと覗のぞきこんできた。

　吐息がかかるほどの距離。

　そして蒼あおい目を見開き──

「あ、貴方あなたまさか、甘あま粕かす一いつ徹てつ!?」

（こいつ、俺のことを知っているのか？）

　一徹はテレビで全国放送された高校生クイズで優勝したし、その顔立ちが話題になったこともある。そのためかもしれない。

「私が知ってる姿よりだいぶ若々しいけど、間違いないわ!!」

　残念ながら、その為ためではなかったらしい。

　一徹は手をふりほどいて逃げようとしたが、少女の力は強く、離れられない。

「この手……ずいぶん柔らかいけれど、何度も私の頭を撫なでてくれた……」

　更に意味不明な事を言ったあと、ハッとした様子で、

「ご、ごめんなさい、今の貴方に言ってもわかるはずないわね」

　少女はようやく手を離して、長いサイドテールを翻ひるがえして背を向ける。

「早くここを去るといいわ。私にはまだすべき事があるから」

　一徹は何度もうなずき、後ずさりする。

　そして花はな乃の湯ゆの方へ駆けながら、己おのれの甘さに歯は嚙がみした。

（くっ、俺って奴やつは……『去れ』って言われて安心してんじゃねえよ……！）

　もっとあの変質者と接して、更なる恐怖を味わえば、いっそう家族にオギャれた筈はずなのに……！

（こんなザマで、何が『バブみの修羅』だ）

　己を強く恥じたとき、前方から悲痛な声がきこえてきた。

　花乃湯の前で、綾あや音ねと雛ひなが叫んでいる。

「坊や！　私の可愛かわいい坊や！」「イッくん！」

　他にも、女湯に入っていたらしい女子大生たちも大声をあげている。幼児がいなくなったと思い、捜索に協力しているのだろうか。

　女子大生の一人が、綾音に話しかけた。

「あの……貴方が、お母さん??　ずいぶん若いのね……いなくなったのはどんな子なの？」

「髪がサラサラの可愛い男の子で、紺こん色いろのセーターを着ていて……」

「ええ」

「身長は百八十センチくらい」

「百八十!?」

　絶句する女子大生。

（これ以上家族を心配させてはいけない）

　一徹はフォームを幼児走りに切り替え、綾あや音ねめがけて駆ける。

「ママ！　雛ひな姉ねえ！」

「イッくん、あぁよかった!!」

　綾音が一いつ徹てつを受け止めてくれた。続いて雛が叱ってくる。

「もう、心配させて、めっ！」

　女子大生が絶句しているが、そんなの些さ細さいなことだ。綾音の温ぬくもりと柔らかさ、石せつ鹼けんの香りがここちよい。

「ママあのね、僕、変質者に遭そう遇ぐうしたよ！」

「まぁ、なんてこと！　……みなさんも変質者には気をつけてくださいね！」

　綾音が女子大生たちに注意を呼びかけると、うち一人が「え、それじゃなくて……？」と一徹を指さしてきた。

　雛が背伸びし、後ろから一徹の髪を梳すいてくれながら、

「イッくん、一人でフラフラするからだよ……で、どんな変質者なの？」

「なんかねなんかね、未来からきた人っぽく振る舞って、僕に話しかけてきたの」

「……未来……？」

　綾音と雛が、真剣な顔をみあわせた。

「僕、とっても怖かったよ……」

「よしよし。ママが抱っこしてあげる」

　ぐずる一徹。綾音はその体を持ち上げ、ぎゅっと抱きしめてくれる。コアラの親子のような体勢だ。

「マ、ママ！　そんなのダメだよ！」

　雛が慌てて止める。女子大生の一人が「そうよねえ」と安あん堵どの吐息を漏らした。

　雛は、一徹たちに背を向けて何やらゴソゴソしたあと、綾音に手を差し出して、

「はい抱っこ紐ひも！　ママの腰への負担が半分になるんだよ！」

「まぁありがとう！　なんていいお姉ちゃんなの！」

　綾音は一徹をいったん下ろし、抱っこ紐を体に装着。

　そして改めて息子を正しよう面めんから抱きかかえる。女子大生達たちが全身をガクガク震わせていた。

　綾音は体を上下させて一徹をあやしながら、雛を見下ろして、

「でも雛ちゃん、ずいぶん準備がいいわね……」

「お、弟を持つ以上当然だよ！　それより変質者をなんとかしよう！　ねえイッくん！」

「ダ──!!」

　そう叫ぶと女子大生は一斉に逃げていった。彼女たちも、一徹のバブみ道の犠ぎ牲せい者かもしれない。

　綾音が嫋たおやかに首をかしげて、

「あら帰っちゃったの？　イッくんを探してくれたお礼をしたかったのに」

「ママ、たぶん近くの恵けい上じよう大学の人たちだよっ。今度三人でお礼に行こうか？」

　更なる恐怖を味わわせるので、やめた方がいいと思う。

　そして一いつ徹てつは、家族とともに先ほどの空き地へ向かう。綾あや音ねは抱いている一徹の体で正しよう面めんが見えないので、ほぼ蟹かに歩きである。

　そして空き地へたどり着くと……。

「え？」

　あの少女は、いなくなっていた。

　それはまだいいとして……

　なんと、あの冷蔵庫のような物も、忽こつ然ぜんと姿を消していたのだ。あんな大きくて重そうな物、屈くつ強きような男数人がかりでなければ運べまい。

（どういう事だ？　おかしいぞ──）

　抱っこ紐ひもで一歳下の義ぎ母ぼに抱かれながら、不思議がる一徹。




　このとき甘あま粕かす一徹は想像もしていなかった。

　自分が、人類の未来を大きく左右する事態の渦か中ちゆうにいることに。







　どうしてこのような珍ちん妙みような家庭ができたか、説明が必要だろう。

　一徹の実母は彼が二歳の時に亡くなり、家には一徹、十三歳年上の兄、そして父が残された。

　兄は冷たい男ではないが、好きな学問──考古学以外に興味を示さない人で、一徹にあまり構ってくれなかった。

　兄は高校卒業後、考古学者になるべく県内の名門大学に進学し、家を出る。

　当時一徹はまだ五歳だったが、仕事で忙しい父に代わって家事をこなした。

　同年代の子が母親に甘えているのを見ると寂さみしく、そして羨うらやましくなったが……その気持ちを表に出すことはなかった。傍はた目めからは大変なしっかり者に見えただろう。

　いっぽう兄は大学を卒業してから数年後、同じく考古学を志こころざす女性と結婚した。

　その女性の両親は有名な考古学の教授。そして妹が、雛ひなである。

　兄の結婚式に、十三歳の一徹は貸し衣装のタキシードで出席していた。その凛り々りしさに、年齢問わず女性からの視線が集まる。

　そんな中で一徹に近づいてきたのが、八歳の雛だった。フリルが沢山ついたドレスをまとう美少女は、一いつ徹てつ同様に皆からの注目を集めていた。

「ねえねえ、私はあなたのお姉ちゃんなのよ」

「え？」

　呆ぼう然ぜんとする一徹の前で、雛ひなは可愛かわいく胸を張る。首から下げた巾きん着ちやく袋が大きく揺れた。

「私は貴方あなたのお兄さんの、お嫁さんの妹。だから私はあなたのお姉ちゃんなの」

　わかったような、わからないような理屈である。

　一徹は子供の遊びに付き合うような気持ちで微笑し、

「うん、わかったよお姉ちゃん」

「よろしいっ」

　嬉うれしそうに微笑ほほえむ雛は、天使のように愛らしかった。




　兄は結婚後すぐ、あろうことか妻、義ぎ父ふ、義ぎ母ぼとともにアマゾンの奥地へ考古学の調査に行ってしまった。

　幼すぎて同行できなかった雛は、親戚の家に身を寄せる。

　そして一徹は、更に立派な少年に成長した。

　日本屈指の名門高校である英えい凛りん学園に満点で合格。頭脳も運動神経もずばぬけていたが、特に科学が得意。

　高一の時に手て慰なぐさみで書いた論文が科学雑誌に掲載され、ドイツやアメリカの名門大学から飛び級による留学を打だ診しんされた程だ。

　一徹は心動いたが、

（父さんを一人きりにするのは忍びないしな……）

　そう思い、断った。

　そして高校二年生の六月、大きな転機がおとずれる。

　自宅の居間で科学雑誌に目を通していた一徹は、父に声をかけられた。

「なあ一徹──父さん、再婚しようと思うんだ」

　一徹は内心驚いたが、ややぎこちない笑みを浮かべ、

「……いい、と思うよ」

　父はホッとした様子で、

「でもな、父さん、一徹が新しい母さんに懐いてくれるか心配なんだ」

「大丈夫。俺だって子供じゃないし……父さんは男おとこ手で一つで俺や兄さんを育ててくれた。そろそろ自分の幸せを摑つかんでもいいと思う」

　父は唇を引き結んだ。うつむいて目元をぬぐいながら、

「ありがとな……実は今日、お前と顔合わせさせるため相手の女性を呼んであるんだ」

「え？」

　一いつ徹てつはさすがに焦った。慌てて立ち上がり、科学雑誌を本棚におさめる。一徹が普段から綺き麗れいに掃除しているため、部屋を片づける必要はない。

　続いて茶を煎いれるための湯を沸かし、菓子も用意する。

　父はしっかりした息子に目を細めたあと、スマホを操り始めた。

　新しい『母』と連絡を取っているのだろう……と思ったらすぐにチャイムが鳴った。どうやら家の近くで待機していたらしい。

　父とともに玄関へ向かった。すりガラスの向こうに、人影が見える。

　一徹は、やや上うわ擦ずった声で「どうぞ」と告げた。

　ドアがゆっくりと開き、相手の姿が見えると一徹は混乱した。てっきり父と同年代の、中年女性が現れると思ったのだが……

　そこにいたのは、光り輝くような美少女だった。

　瑞みず々みずしい肌に、豊かな双そう丘きゆう。黒目がちの大きな瞳は不安げに揺れ、細い指をもじもじと絡めている。

　その可か憐れんさにも目を見張ったが、なにより驚いたのは──一徹と同じ、英えい凛りん学園の制服を着ていることだ。

　少女が深々と頭を下げてくる。背中まである栗色の髪が揺れて、優しい香りがした。

　そして背筋を伸ばし、親しみと緊張が入り交じった笑顔で、

「は、初めまして。時とき田た綾あや音ねです」

（『母親』になる人の連れ子か？）

　そう思う一徹だが、父は美少女を手で示し、

「お前の新しい母さんになる、時田綾音だ」

「はぁ!?」

　普段はクールな一徹が、素すっ頓とん狂きような声をあげた。

（お、俺と同じ高校の子が、母さんになる？）

　この子と父が一緒に歩いてたら、援助交際を疑われるレベルだ。

「じょ、冗談じゃないっ！　ふざけるな！」

　狼ろう狽ばいする一徹に、綾音は長いまつげを伏せた。

「ごめんなさい。突然お母さんが出来るって言われても、困りますよね……」

「いやそこもあるけど、もっと違う所で困惑してるんだよ！」

　父は目を細めて、

「母さんは、おまえと同じ高校に通ってるからな。だから話が合うと思うぞ」

「なんだその、ありえない日本語は……」

　一徹は頭痛をこらえ、楚そ楚そとたたずむ綾音に尋ねた。

「ところで、きみ何歳？」

「一いつ徹てつよ。女性に年齢を聞くものではないぞ」

「今はそこが、すげー大事なんだよ!!」

　下手したら、父が児童わいせつで捕まる恐れがある。

　綾あや音ねは撓たわわな胸元に手を当て、

「私は今、十五歳です」

「十五っ!?」

　そういえば胸元のリボンが、英えい凛りん学園では一年生が身につける赤だ。

　だが……起伏に満ちたボディライン、聖母のような優しい顔立ちには、高校生離れした色香と包容力を感じる。

　父が腕組みしてうなずき、

「心配するな一徹。結婚を前提としたお付き合いなら、児童わいせつで捕まることはないんだぞ」

　そんな事を、キメ顔で言われても困る。

（とにかく一度じっくりと話し合わねば）

　一徹が綾音に上がるよう言うと、彼女はローファーを脱いできちんと揃そろえる。足の裏から太ふと股ももにかけて黒ストに包まれた美び脚きやくが見え、一徹は思わず目をそらした。

　父とともに、綾音を中に案内する。

　ダイニングキッチンの椅子に綾音を座らせると、父は当然のようにその隣に着席した。

　一徹は人数分の茶と菓子を用意した後、綾音の向かいに座る。

（ううむ──さっきはついタメ口きいてしまったが、『母親になる初対面の女性』だったら敬語を使うべきだよな。でも学校の後輩だし……あぁめんどくせぇ！）

　混乱してきたが、念のため敬語で語りかける。

「あの時とき田た……さん」

　はい、と綾音が頷うなずいた。

「父とはどういう風ふうに知り合ったのですか」

「二ヶ月ほど前に、暴漢に絡まれていたところを」

　美しく嫋たおやかな綾音は、たしかに絡まれやすそうだ。

（でも暴漢から助けるとは……父さん、イザって時にはやるんだな）

　一徹が父に尊敬の眼まな差ざしを向けると、綾音が続けた。

「私がお助けしまして」

「…………」

　ん？　と一徹は首を傾かしげた。

　そして額ひたいに手を当てて考えたあと……

「え、助けたのが時田さんってことは……暴漢に絡まれてたの父さん!?」

「ああ父さんな、オヤジ狩りされてたんだ」

　今日は、聞きたくないことばかり聞かされる。

　父は虚こ空くうを見上げて、

「金を奪われた上、手足に四台の自動車から伸びた綱をつながれて、車くるま裂ざきの刑にされかけてたんだが……」

「どういう状況!?」

　古代中国のようなことをする暴漢たちだ。

　父は年とし甲が斐いもなくウットリと微笑ほほえみ、

「そこに颯さつ爽そうと綾あや音ねが現れてな。顔色一つ変えず、十人ほどの暴漢をあっという間に全ぜん滅めつさせてしまった」

「ま、マジで……？」

　改めて綾音を見る。花でも活いけているのが似合いそうな、この女の子が……？

　綾音は頰ほおを染め、もじもじしながら、

「私、少々武道をたしなんでおりまして」

　少々たしなんだ程度で、十人の暴漢を全滅させられるものだろうか。

「父さんな、綾音の勇姿を見て言ったんだ。『惚ほれた！　俺とつきあってくれ!!』ってな」

「車裂きにされかれてたオッさんが、初対面の女子高生に告こくれる勇気はすごいが……」

　綾音は何を思って、そんな状態のオッさんと付き合おうと思ったのか。

「よく言うではありませんか。『ピンチの時に異性を見ると、恋愛感情を抱いだきやすい』と。この現象、何ていうのでしたかしら……」

　綾音はおっとりと首を傾かしげた後、ポンと両手をたたいて、

「そうですわ。『吊つり橋効果』ですねっ」

「いや、吊り橋にいたの父さんだけじゃないか!?」

　綾音はピンチに陥おちいるどころか、無双していたのだから。

　父が茶を飲みながら、説明を続ける。

「で、俺たちが付き合い始めてから三日後、綾音のご両親に結婚の申し込みに行ったんだ」

　父の蛮ばん勇ゆうがスゴすぎる。

「最初は断られたさ。でもな父さんは、諦あきらめず何度も通い続けた」

「そうか……」

「そしたら向こうのご両親も、俺が頭を下げ続ける姿と、これでもかというほど増額した結ゆい納のう金きんに折れてくれてな」

　金の力でゴリ押ししたらしい。

　一いつ徹てつは頭を抱え、絞り出すように言った。

「で……いつ結婚するの……？　時とき田たさんが高校卒業したら？」

「いや、綾あや音ねが法律上結婚できる、十六歳になった日だ」

「在学中!?」

　一コ下の後輩が母親。どういう状況だ。

「じょ、冗談じゃない！　ふざけるな！」

　綾音が口元を両手で覆おおい、

「や……やっぱり私をお母さんと認めてくれないんですね。お父さんを取られるのがイヤなんですね」

「い、いやちがーう！」

　一いつ徹てつはぶんぶん首を振った。父が照れているのが腹立つ。

（……も、もう、どうにでもなれ……）

　一徹は背もたれに体を預け、投げやりに言う。

「で、結婚する日は──時とき田たさんが十六歳になるのはいつ？」

「明日だ」

　一徹はこれ以上ないほど口をあけて、父を見つめた。

「一徹、ちなみに明日は披ひ露ろう宴えんもするからな。ああ、実じつに楽しみだ……親戚にはすでに招待状も出しているぞ」

「な、なんで……俺に最後に教えるんだ……」

「それはサプライズってやつだな」

「新しい母が十五歳の時点で、十分すぎるサプライズなんだよ！」

　サプライズが怒ど濤とうすぎる。さじ加減をもうちょっと考えて欲しい。

　一徹は温ぬるくなりかけた茶を、やけ酒のように飲み干したあと、

「……ちなみに、兄さんは披露宴に来くるの？」

「連絡が取れないから無理だな。あいつが嫁の家族と考古学調査に行ってる場所って、電波が届かないんだよ。雛ひなちゃんだけを親戚に預けて行くなんて、まったく非常識な奴やつだ」

　一徹はつっこみもせず、テーブルに額ひたいをつけてうなだれる。

（つ、ついていけん。もう、なるようになれ……）




　だがこの時、一徹は気づいていなかった。

　父の怒濤のサプライズは、これでもまだ途中だったのだ。
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　翌日、父は十六歳になった綾音と夫婦になるべく、意気揚々と市役所へ向かった。

　そして婚こん姻いん届けを出した二秒後、足を滑すべらせて頭を強打し死亡。

　病院の霊安室で、ベッドに横たわる父と対面した一いつ徹てつは悲しむよりも呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「な、何やってんだよ父さん……披ひ露ろう宴えん、楽しみにしてたんだろ……？」

　ベッドの傍かたわらには、未亡人となった綾あや音ねが立っている。ブラウスにタックスカートの彼女は白しら百ゆ合りのように華やかだが、泣きはらして瞳は真っ赤だ。

「お、夫は息を引き取る直前、貴方あなたへこんな言葉を残しました──」

　父の遺言だ。できる限り聞いてあげたい。

「『このままでは死んでも死にきれん。必ずや披露宴を実行してくれ』」

「？　父さん無しでやれって事ですか？」

　綾音が唇をかみしめ、何度も首を振り、

「『俺の死体と一徹の、二に人にん羽ば織おりでやってくれ』って……」

「来場者、トラウマになるわ!!」

　新婦とではなく、息子との共同作業だ。

　綾音は、一徹を気遣うように見上げてきて、

「無理はしなくていいんですよ。私だって夫の願いは叶かなえてあげたいけれど、いくら何でも難しすぎます」

「確かにそうですが……父さんは、男おとこ手で一つで俺と兄さんを育ててくれた……」

　その最後の願いなら、全力で叶えてやりたい。

「俺はやります！」

「一徹、さん……」

　綾音が嗚咽おえつしながら、何度も何度も頭を下げてくる。

「あ、ありがとう……ございます……!!」

　そして一徹は遺体を背負って霊安室からぬけだし、披露宴の式場に向かった。

　そして式場のスタッフと、すでに来ていた来客を説得。

　当然双そう方ほうから難色を示されたが、一徹の巧みな話術と熱意にほだされて協力を決めてくれた。

　そして一徹は、父の遺体との二人羽織で披露宴に挑む。

　式場スタッフは、腐敗が進まないよう照明を弱めにしてくれたり、父の料理は枕まくら飯めし（山盛り飯に箸はしを突き立てた死者へのお供え）にするなど、臨りん機き応おう変へんの心こころ配くばりをしてくれた。感謝してもしきれない。

　ただ、途中で父の死後硬直が始まって苦労した。

　お色いろ直なおしの際は着替えさせるのに苦労し、いっそ火葬して究極のお色直しをしてやろうかとも思ったくらいだ。

　来客のほとんどは、食事に全く手をつけず表情をひきつらせていた。

　だが四年ぶりに会った雛ひなだけは、懸命に二に人にん羽ば織おりする一いつ徹てつを、激げき励れいのこもった眼まな差ざしで応援してくれたのだ。

　そして多くの人にトラウマを刻みつつ、披ひ露ろう宴えんが終わり……

　一徹は来客をそのまま、自宅での通夜に案内した。

　ウエディングドレスから喪も服ふくに着替えた綾あや音ねは、気き丈じように妻の役をこなした。

　ハンカチで目頭を押さえながら、夫が入った棺ひつぎの顔部分をあけ、来客に言う。

「是ぜ非ひ、お顔を見てあげてください」

　さっき十分すぎるほど見たよ、と相手は表情で語っていた。




　通夜の翌日には葬そう儀ぎ、火葬、墓への埋まい葬そうが行われた。

　一徹と綾音は、非常識な披露宴をしたことを来場者に深く詫わび、一人一人に頭を下げて見送る。

　綾音とともに自宅に戻ってきた時は、疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。リビングのソファに、一徹は崩れ落ちるように腰を降ろす。

　うつむいて、深いため息を吐いたあと、

「父さんの奴やつ、ムチャクチャ言いますよね。何が二人羽織で披露宴だ」

「そうですね。でも嬉うれしかったと思いますよ」

「だとしても、やらされる方の身にもなれっ……て……」

　鼻の奥がツンとし、視界がゆがむ。溢あふれる涙が頰ほおを伝い、制服のズボンに幾いくつもの染みを作った。

　披露宴や葬儀で張りつめていたものが、決壊してしまったようだ。

　そして少年は、ある事に気づく。

（俺……一人ぼっちになったのか）

　母も父も亡くなり、兄は自分に興味がない。

　圧倒的なまでの孤独感が襲ってくる。

（こんなに弱い人間だったんだな、俺……）

　思えば以前──海外留学の誘いを断ったのは『父を一人にするのが忍びなかった』からではない。

　自分が家族のそばに、いたかったのだ。

　一徹は震える手で、ポケットからイルカのキーホルダーを取り出した。少し不ぶ格かつ好こうだが、一徹のために父が作ってくれたもの。

　すがるように両手で握にぎりしめ、嗚咽おえつする。

「……父さん……！」

　その時。

　体がふと、柔らかいものに包まれた。潤む瞳を後ろに向けると、綾あや音ねが一いつ徹てつを包み込むように抱きしめている。

「あ、綾音さん」

「『綾音さん』じゃないわ」

　初めてのタメ口。そして綾音は決意のこもった声で告げてくる。

「これからは私を、ママって呼んで」

　一つ年下の、後輩からのお願い。

　昨日までの一徹なら困惑していただろう。だが今の傷ついた心には、慈じ雨うのように染しみこんでいく。

（思えば……）

　幼い頃、同年代の子が母親に甘えているのを見ると、寂さみしくて羨うらやましくてならなかった。成長しても、その気持ちは残り続けていたのかもしれない。

『しっかり者』や『神しん童どう』として周囲から扱われても──ずっと自分は甘えたかったのだ。誰かに寄りかかりたかったのだ。

　一徹は、後ろから抱きしめてくる綾音の細腕を握にぎった。

　そして微かすかに躊躇ためらったあと、絞り出すように、

「マ……マ……」












「そう。ママ。だから私に甘えて。それで少しでも貴方あなたの傷が癒いやせるのなら」

　綾あや音ねだって深く傷ついているはずなのに、こんなことを言ってくれる。

　まさに、母の強さだった。

　一いつ徹てつは綾音に背を預けながらも、声を詰まらせて、

「でも、俺が大事な人は皆いなくなった……母さんも父さんも！　貴方もいずれ……！」

「私はいなくならない。ずっとそばにいる」

　綾音が後ろから頰ほおずりしてくる。

「なんといっても私は貴方より年下ですもの。先に死なないわ？」

「う、うぁあああ……！　……ママ……ママ!!」

　一徹は体を反転させ、綾音の首筋にすがりついて嗚咽おえつした。

　やわらかい体、優しい香り、そして背中や頭を撫なでてくれる感触……全てが、一徹を癒してくれる。

　二人は数時間もの間、ずっとそのままでいた。
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　それから一徹と綾音は学校を一週間ほど休み、二人きりで過ごした。

　食欲がない一徹に、綾音は消化しやすいものを作り『イッくん、あーん』と言って食べさせてくれる。

　涙をこぼしていると、服の袖で拭ぬぐってくれる。

　夜は同じ布団で体をぽんぽんされ、子守歌を歌われながら眠る。

　一徹は身も心も委ゆだねながら、不思議な気持ちになっていた。

（学力も運動もずばぬけ、神しん童どうと呼ばれた俺が）

　あろうことか年下の女性に子供として扱われ、この上ない安らぎを覚えている。

（何だ、この背はい徳とく感かんを伴ともなう心地よい感情は……）




　この時すでに、バブみの修羅は胎たい動どうを始めていた。




　そして──もう一人の来訪者により、バブみの修羅は産うぶ声ごえをあげる。

　リビングのソファで一徹が綾音に膝ひざ枕まくらされていた時、玄関のチャイムが鳴った。

「あ、ママが見てくるわね」

　立とうとする綾音。その細い腰に一徹はギュッとしがみつき、イヤイヤするように首を振る。

　綾音は愛いとおしそうに目を細め、一徹の額ひたいをつついてきた。

「寂さみしがり屋やさんね。大丈夫よ、ママはすぐ戻ってくるから」

　そっとソファに下ろされた一いつ徹てつは、不安いっぱいの顔で綾あや音ねの背中を見送る。

　しばらく玄関で何か話し合う声が聞こえた。

　そして……綾音に連れられて、小柄な少女がリビングに入ってきた。ランドセルを背負い、両手に大きなバッグを持っている。

　首から下げているのは巾きん着ちやく袋──兄の妻の妹、雛ひなだ。

　披ひ露ろう宴えんでは二に人にん羽ば織おりに必死で気にとめなかったが、四年前の兄の結婚式より随ずい分ぶん成長している。

　雛は、力なく横たわる一徹を見て表情を曇らせた。

　だがすぐに笑顔をつくり、ソファに飛び乗ってくる。成長著しい胸がふるんっと揺れた。

「イッくん！　お姉ちゃんが来たわよっ！」

「お、お姉ちゃんって……あっ」

　雛とは、四年前に確かにそういう会話をしている。一徹としては冗談のつもりだったのだが……。

　雛は両こぶしを握にぎって、

「イッくん、お父さんがいなくなって傷ついてる。私はお姉ちゃんとして見過ごせないわ」

　なんと雛は、世話になっていた親戚の家から、この家に移り住むつもりだという。

「いや、そんな事までしなくても」

　困惑する一徹の顔を、雛がギューっと抱きしめてきた。

「いいんだよイッくん、よしよし、これからはお姉ちゃんもついてるからね」

（!!）

　一徹の全身に、電流が走った。

（なん、だ……この気持ちは……）

　五歳も年下の少女に甘やかされているのに、なんたる多た幸こう感かん。

（綾音ママといい雛といい、年下に甘えて喜ぶとは……俺は一体、どうしてしまったんだ!?）

　雛に頭をなでなでされながら、スマホを操作する。

『年下　甘え』で検索すると、次の言葉が見つかった。




　バブみ……年下に母性を感じること

　オギャり……年下に甘えること




（バ、バブみ……オギャり……）

　今の一徹の状況を、この上なく的確に表している。こんな素晴らしいものが、この世にあったというのか。

　感動に打ちふるえていると、綾あや音ねが柔らかに微笑ほほえんで、

「あらあら、よかったわね～イッくん。こんなに可愛かわいいお姉ちゃんができて」

　雛ひなは『可愛い』と言われて頰ほおを染めながら、

「私はイッくんの姉だから、綾音さんは私のママね！」

「まぁ！　言われてみればそうね！」

　何が『言われてみればそう』なのかはわからないが、綾音は雛を娘として認めたらしい。

　十六歳の母は、豊かな胸の前で両手を合わせ、

「ねえ雛ちゃん。私あなたとは、一緒にお洋服を買いに出かけるような……友達みたいな母娘おやこになりたいわ」

　雛とは四歳差なので、普通に過ごせばそうなると思う。

　続いて綾音もソファに座り、一いつ徹てつのお腹を軽くくすぐってきた。

「ほら、こちょこちょ」

　一徹がその気持ちよさに体をよじると、雛が口元をほころばせた。

「あ、ママ！　イッくん喜んでるよ！　よーし、私も、こちょこちょ」

　続いて雛が一徹を膝ひざ枕まくらし、わき腹を軽くくすぐってきた。

　脳内に快楽物質が溢あふれかえり──

　神しん童どうと呼ばれた少年は、魂の叫びをあげた。

「バブアアアアァアアアアアアアアアアア───イ！　バブゥウあああああああァアアアアアア────────イ!!」

　バブみの修羅の、産うぶ声ごえであった。

　幸福に浸りきる一徹。だがその脳裏に、ふと疑問がよぎる。

（でもなぜ二人とも……俺を、こんなに甘やかしてくれるんだろう？）

　綾音と雛、ともに血のつながりはない。一緒に過ごした時間は少なく、ほぼ他人といってもいい関係だ。

（それなのに──）

「あぁ可愛い、あなたはママの天使よ！　抱きしめちゃう！」「私もギュッとしちゃう！」

「バババババババブゥウウウウ──────!!」

　微かすかに生まれた疑問も、超絶の甘やかしによる快楽により心の奥底へ沈んでいった。




　だがこの疑問は決して消えることなく、のちに一徹を強く苦しめることになるのだった。







　話は現在に戻る。

　マラソン大会の翌日──十一月三日の放課後、一いつ徹てつのクラス２－２では三者面談が行われていた。

　十五分の持ち時間で、進路や学校生活について話し合うのである。

　四つ合わせた机の向こう側に、担任の如月きさらぎさつき先生。

　こちら側に一徹、その隣に綾あや音ねが座っている。母親が一番年下という異様な状況だ。

　だが綾音は真剣きわまりない表情で、

「先生。イッく──息子の成績はどうなのでしょうか？」

「そうですね……お、お母さん」

　先生は綾音をどう呼ぶか迷ったようだが、この呼称に決めたようだ。

　手元の資料をめくりながら、

「入学以来、テストで毎回トップだった甘あま粕かす君ですが……今年度の一学期の期末テストから急激に、成績が大きく下がっています。このままの状態が続くと第一志望の東大・理り科か一いち類るいは難しいかと……」

「まぁ!!」

　綾音が両手で口元を押さえ、

「私がイッくんのママになったのが六月。期末テストは七月だから──成績低下の時期とほぼ一致しますわ！」

「急激な環境の変化が原因かもしれません……というか、ここまで凄すごい環境になった生徒、私聞いた事ないですし」

　一徹の腕を綾音がつかみ、揺らしてくる。連動して綾音の爆ばく乳にゆうもふるふるした。

「イッくん！　やっぱりお父さんがいなくて寂さみしいのっ!?」

「う……うん……」

　ほぼ噓うそである。父の事は好きだったが、今や義ぎ母ぼと義ぎ姉しがいるので寂しくない。

　実は一徹の学力も落ちてはいないのだ。彼が本気を出せば楽々学年一位をとれるだろう。

　だがあえてテストで手を抜き『父を喪うしなった悲しみで成績が落ちている』フリをしているのだ。

（これでもっとオギャれれば、儲もうけもの）

　それに一徹は、密ひそかに志望校を東大から地元の国立大に変えている。ずっと家にいたいし、東大受験にはわざと落ち、慰なぐさめられてオギャればいい。

『父を喪った悲しみで成績が落ちている』は、未来のオギャりへの伏線でもあるのだ。

（父さんの死を利用するのは、気が引けるが……）

　今の一いつ徹てつはバブみの修羅。畜ちく生しようの謗そしりを受けようとも突き進むのみ。

（すまない父さん。オギャりのため利用した事への文句は、あの世で聞くよ……）

　利用云うん々ぬんよりも『生き方極端すぎだろ』と文句を言われそうだが、それはさておき。

　寂さみしがるフリをする一徹。その手を握にぎりながら、綾あや音ねが決意を込めた顔で、

「そうなんだ──イッくん、新しいパパが欲しいのね」

「え？」

「私この前、中学時代の同級生に告白されて断ったんだけど……考えなおした方がいいのかしら」

「いやいやいや、それはいい！」

　年下の母に続いて、下級生の父まで出来たらあまりにもカオスすぎる。

「僕さびしいけど、ママと雛ひな姉ねえがいれば大丈夫だよ」

「強い子ね……あなたはママの誇りよ!!」

　高一の母が、高二の息子を強く抱きしめてくる。

　それを如月きさらぎ先生が、魂が抜けたような顔で見つめていた。

「新任の私には……荷が重すぎます……」




　三者面談が終わり、三人は立ち上がった。

　綾音は深々と頭を下げ、やわらかな髪を揺らす。

「如月先生、くれぐれも息子をよろしくお願い致します」

「は、はい」

　続いて綾音は髪を耳の上にかきあげ、一徹を見あげてきて、

「じゃあイッくん、わたし今日は用があるから先に帰ってて。一人で大丈夫？」

　今日はＰＴＡの集会があるらしい。母と学生の二足の草鞋わらじは大変である。

　一徹は手を後ろで組み、うつむきながら、

「うん……」

「そんな寂しそうな顔しないの。ママだって寂しいんだから……はい、行ってらっしゃいのキスは？」

　一徹は少し屈かがんで、綾音の柔らかな頰ほおにキスした。

　如月先生が悲鳴をあげる。

「えええぇええ!?　こんな所で、キ、キスまで───!?　不純異性交遊ですよ！」

「な、なんですって！」

　綾音が立ちくらみを起こしたようにふらついた。その目には涙が浮かんでいる。

「私と息子の関係が不純!?　血が繫つながってない親子だからって酷ひどい！　ねえイッくん！」

「うん!!」

　先生の言うとおり一いつ徹てつの心はヘドロ並なみに不純。だがバブみの修羅たる彼は、常に母の味方なのだ。

　綾あや音ねはハンカチで涙を拭ぬぐいながら、

「先生、今の顚てん末まつは包み隠さず、今日のＰＴＡで報告させて頂きますからね！」

「むしろ、貴方あなたの方がダメージ大きいと思いますよ!?」

　弾だん劾がいされようとしているのに、綾音を気遣う如月きさらぎ先生はいい人だ。

　綾音がＰＴＡで話してもバブみ的な得はない。ここは止めておくべきだろう。

　一徹は母の制服の裾すそを握にぎり、

「ママ……僕、怒るママ、苦手……」

　ハッと目を見開く綾音に、如月先生が頭を下げる。

「お許しくださいお母さん。失言でした」

「いいえ……私も怒りすぎましたわ。危あやうくモンスターペアレンツになるところでした」

　先生にとってはある意味、モンスターペアレンツよりモンスターだろう。

　そして甘あま粕かす親子は、先生に見送られて教室を出る。

「では先生、失礼致します。イッくんまたね」

「マーマ───!!　バァァァ──イ!!」

　一徹は何度もジャンプし、遠ざかる綾音の背に手を振り続けた。次の三者面談を待っている親子が、瞬まばたきもせずにこちらをみている。

　一徹は母が見えなくなると素に戻り、折り目正しく頭を下げて、

「では如月先生、失礼します」

「あ……はい、さようなら……では次の石いし川かわさん……」

　如月先生は、疲れはてた足取りで教室に消えていった。

　一徹は階段で一階まで降り、昇降口で外靴にはきかえ、校門を出た。

　すでに五時。日は落ちていて十一月の風が冷たい。

（もうすぐ冬本番だな）

　サラサラの髪を風に揺らし、暗い空を見上げる。すれ違った部活終わりの女子が、その姿に見み惚ほれていた。

（これから、どんなオギャりが待っているのかな……）

　冷えた手を家族が吐息で温めてくれるかもしれない。コタツに入っている時、中に潜って義ぎ母ぼのもとへ行くのもいい。

（四季がある日本に、生まれてよかった）

　四季がない国のバブみ好きは、どうやってオギャりに変化をつけるというのか──同情を禁じ得ない。

　そんな無駄な心配をしていると、校門の方から元気いっぱいの声が聞こえてきた。

「イッくん！　いっしょにかえろ!!」

　いつものＰコートを羽は織おった雛ひなだ。義ぎ姉しは小六なので、四時には授業が終わったはずだが……

　ランドセルは背負っていない。どうやら家に一度帰ってから、迎えにきてくれたようだ。

「だってね、だってね、イッくん昨日の夜、変質者に会ったでしょ？」

　雛はちっちゃな拳を何度も突きだし、可愛かわいくシャドーボクシングして、

「だからイザという時、お姉ちゃんが守ってあげなきゃと思って」

「雛ひな姉ねえ……ありがとう！」

　あの変質者の少女には感謝せねばなるまい。彼女の脅きよう威いこそが、更なるオギャりに導いてくれる。

　二人は学校を出てゆっくりと歩き始めた。雛が一いつ徹てつの手を握にぎり、きらきらした瞳で見上げてくる。

「『さんしゃめんだん』、どうだった？　楽しかった？」

「別に楽しいものではないよ」

「そうなの？　でもズルいっ。弟なのに、お姉ちゃんより先に『さんしゃめんだん』体験するなんてっ」

　おそらく史上初の嫉妬をしてくる義姉。ぷくーっと頰ほおを膨らませる様がとても可愛い。

　一徹は目を細めつつ、問いかえした。

「雛姉こそ、今日の学校はどうだったの？」

　雛の表情がコロっと変わり、笑顔になる。

「よくぞ聞いてくれました。わたし今日ね、『家族について』というテーマの作文が宿題に出たの。だからちょっと書いてみたのっ」

　雛はＰコートのポケットから、綺き麗れいに畳まれた原稿用紙をとりだした。

　そして街灯の下で、小鳥のような声で音読する。




「〝私の家族〟

　私のママは高校一年生。結婚してから二秒で未亡人になりましたがとてもしっかりしています。

　弟は高校二年生。甘えんぼうで手がかかりますが、とても可愛いです。ひざ枕まくらして歯みがきしてあげると、身長一八〇センチの長い手足をバタバタさせてよろこびます」




　雛は一いつ旦たん朗読を止め、頰を染めて一徹を見上げてきた。

　そして原稿用紙で顔を隠して続きを読む。




「ね……ねている顔を見ると、たくさんたくさん、ちゅー、してしまいます……

　弟のためなら何でもしてあげたいです。

『お姉ちゃんになるって、こういう事なんだ』としみじみ思います。

　私の将来の夢は、弟におっぱいを飲ませてあげることです。でもおっぱいを出すには誰かの子供をにんしんする事が必要らしく、私の心はゆれています」




　とても嬉うれしいが、通報は免まぬがれない作文だ。

　バブみの修羅として生きる以上、一いつ徹てつは逮捕される覚悟も常にしているが……。

　雛ひなは耳まで赤くなり、原稿用紙が皺しわだらけになるのも構わず抱きしめる。

「んー……やっぱり恥ずかしいよ。やっぱり南米の奥地にいる両親について書こうかな」

　一徹は通報を紙かみ一ひと重えで逃れつつ、再び義ぎ姉しと手をつないで家路につく。

「歩こう～歩こう～イッくんはげんき♪」

（そう──俺は元気だ）

　かけがえのない……あらゆる意味でかけがえのない家族のおかげで。

　幸せを嚙かみしめながら、商店街を通りぬけ、住宅地を歩いていたとき……。

　背後から、ゾッとするような鋭い視線を感じた。












　慌てて振り返る。

（ア、アイツだ！）

　昨夜会った迷彩服の少女が、民家の二階の屋根に立ってこちらを見ている。

　月明かりに照らされる美び貌ぼうは、どこか悲しげで……一いつ徹てつと目が合うと、猫のような身のこなしで消えた。

　呆ぼう然ぜんとする一徹を、雛ひなが見上げてくる。

「イッくん、どうしたの？」

　一徹はバブみの修羅だ。変質者が与えてくれたオギャりのチャンスを見逃すはずもない。

　雛に抱きついて悲鳴をあげる。

「わ──ん!!　雛ひな姉ねえ！　昨日の変質者がいたよ！」

「え!?　　だ、大丈夫。怖くないわよ、お姉ちゃんがついてるからね！」

　雛は一徹を胸に搔かき抱いだき、あたりを警戒しながら家に向かう。長身の一徹にとって非常に窮きゆう屈くつな姿勢だったが、バブみのためなら何もつらくない。

　家に到着すると、一徹はイルカのキーホルダーがついた鍵で玄関をあける。

　雛は一徹を、リビングのソファに座らせた。

「イッくんまだ怖い？　ちょっと待っててね」

　そしてパタパタと駆けていき、すぐに戻ってくる。その小さな手には、一徹のスウェットを握にぎっている。

　かなり着込んだのでくたびれており、ネックのあたりはダルダルになっている。切って雑ぞう巾きんにでもしようかと思っていたのだが……。

　困惑する一徹の太ふと股ももに、雛が向き合う形で座った。

「これはね、こうするの。えいっ」

　雛はスウェットの裾すそを広げ、一徹……そして雛の頭にも被かぶせた。互いの体を密着させながら、ネックから同時に顔を出す。

　五センチの間隔もなく、雛と目が合う。彼女は頰ほおを染めて笑った。

「お、お姉ちゃんはイッくんといつも一緒。だから怖くないよ」

（……なんて……なんて幸せなんだ）

　これこそ、新たなオギャりの地平。これを生み出すきっかけになった変質者には感謝してもしきれない。これからも是ぜ非ひ、程良く怖がらせてほしいものだ。

　そのまま二人でくっついたまま、一時間ほどぬくぬくしていると……綾あや音ねが帰ってきた。

「ただいま。ＰＴＡ集会、早くすんでよかったわ」

　スウェットで合体した姉弟きようだいを見て、笑顔になり、

「ずるいわっ。ママも交まぜて！」

　綾音もスウェットの裾すそから頭をつっこんでくる。雛がきゃっきゃと歓かん声せいをあげた。

「でもママ、三人は無理だよ」

「大丈夫よ雛ひなちゃん。えいっ」

　綾あや音ねはスウェットを摑つかみ、その圧倒的パワーで布を伸ばす。

　そして無む理り矢や理りに、その豊満な体をつっこんで顔をだした。

「うふふ、あたたかいわ」

　一着のスウェットを三人で着る。傍はた目めからは奇怪に見えるだろうが、この家族にとっては幸福でしかない。

　ご機嫌な一いつ徹てつをみて、雛がうれしそうに、

「ねえイッくん、お姉ちゃんからプレゼントがあるから、もっともっと元気を出してほしいなっ」

「え？」

「ママに聞いたんだけど……昨日学校を出るとき、子供乗せ自転車の話が出たんだよね？」

　一徹と綾音は目を合わせて、頷うなずきあう。

　すると雛がスウェットから抜け出して、ガラスサッシの方へ駆けていき、

「じゃあちょっとこっちへ来て。転ばないよう気をつけてね」

　子と母は一着のスウェットで合体したまま、言われた通りにする。

「よくみててよ──じゃーん！」

　雛がカーテンとガラスサッシをあけた。

　すると庭には……ピカピカの子供乗せ自転車が置いてあったのだ。

「お姉ちゃんね、実家に戻って私が使ってたのを持ってきたの！」

「え!?」

　雛の実家まではここから二十キロほど離れている。とてもではないが小六の女子が走れる距離ではない。

　一徹と綾音が驚きの目を向けると、雛はやや視線をそらして、

「イ、イッくんのためなら、お姉ちゃん頑張れるもん！」

「雛ひな姉ねえ……！」

　一徹は義ぎ姉しの愛に感激した。これさえあれば、義ぎ母ぼにオギャりながらの登校が可能になる。

（オギャりの可能性は無限。極きわめ尽くすことなど不可能かもしれないが──俺は進み続けるぞ）

　少年は限りない夢を見ていた。

　そんな彼を、二人の家族が優しい目で見つめていた。







　その日の夜。静まり返った甘あま粕かす家で……。

　少女は布団の中で、魘うなされていた。

（……また、この声……これはいったい何なの……）

　眠ると時折、まるで決められたプログラムのように、繰り返し同じ言葉が聞こえるのだ。

　ノイズ混じりの、どこか聞き覚えのある声で……




『お前の……を壊せば……真実の……開かれ……』

『お前の……を壊せば……真実の……開かれ……』

『お前の……を壊せば……』




　目を覚ますとその声は、ぷつりと消えた。

「はあ……はあ……」

　少女は乱れた布団を掛け直し、再び眠ろうとする。あの声が聞こえないようにと祈りながら。







　翌朝の通学。一いつ徹てつはご機嫌だった。

　雛ひながくれた子供乗せ自転車の後ろに乗っているからだ。運転するのは綾あや音ねである。ペダルを漕こぐ度にスカートの裾すそがなびき、黒ストが朝日に艶つや々つやと輝く。

「そーれイッくん！　もっと速くなるわよ！」

「ウワーイ！　ワァアアアアアアア─────イ!!」

　綾音の体力は相変わらず凄すさまじい。電動アシスト自転車すら上回る加速力だ。

（ああ……幸せだ）

　母のくびれた腰に抱きつく事ができるし、やわらかな栗色の髪が鼻び孔こうをくすぐる。道みち行ゆく人がみな目をそらしてるが、些さ細さいなことだ。

　風の音に負けないよう、綾音が声を張り上げる。

「でもママね、イッくんが見えなくて少し寂さみしいわ」

　母の心理として、常に息子を視界に入れておきたいのかもしれない。

「今度ママ、椅子が前についてるタイプの子供乗せ自転車を買おうかしら」

　一徹の身体で、前方が完全に見えなくなるので止やめたほうがいいと思う。

　母はは子こは語かたり草ぐさとなるであろう登校をしつつ、英えい凛りん学園の校門にたどりついた。そこでは一いつ徹てつの担任・如月きさらぎ先生が立ち、生徒たちを挨拶で迎えていた。

　綾あや音ねは朗ほがらかに声を出して、

「おはようございます先生！」

「あ、甘あま粕かす君──のお母さん。その自転車は……ええぇ!?　子供乗せるアレ!?」

「いいでしょう？　きのう娘がプレゼントしてくれたんです」

　ちりんちりーん、と綾音は誇らしげにベルを鳴らした。

「娘ったら、一昨日おとといはイッくん用の抱っこ紐ひももくれたんですよっ」

「抱っこ紐!?」

「あんないい子、いないですよ!!」

「そ、そうですね……いろんな意味でいないですね……」

　先生はもう、二人乗りを注意する気力もないようだ。

　綾音が自転車を進めて学校の敷地内に入ると、生徒がいっせいに道をあけた。その様は、モーゼが海を割ったかのよう。

「ねえイッくん」

　綾音が振りかえり、大人びた美び貌ぼうに憂うれいをにじませて、

「さっき如月先生、お元気なかったわね。きっと新卒として、社会の壁にぶつかってらっしゃるんだわ……」

「うん」

　社会の壁となっている母子は、うなずきあった。

　綾音は駐輪場に車を停とめた。一徹の両脇を抱えて下ろし、乱れた髪も直してくれる。

　手をつないで昇降口へ向かい、上履きにはきかえる。二階で綾音と別れ、三階の２－２の教室へ入った。

（ん？）

　一徹は怪け訝げんに思った。教室の空気がどことなくソワソワしているのだ。

　窓際の最後尾にある自分の席に座ろうとしたとき、さらなる違和感。

　昨日まで何もなかった隣に、机があるのだ。

　その理由は、クラスのざわめきに耳をかたむけるとすぐにわかった。

　どうやら転校生がくるらしい。

「顔チラっと見たけど、すっげえ綺き麗れいな子だったぜ」

「でも気は強そうだったな」

（気が強そう──か。悪くない）

　一徹はフッと笑い、

（是ぜ非ひ俺にツンツン当たって欲しいものだ。出来ればイジメて欲しい）

　落ち込んだフリでオギャることが可能になる──一いつ徹てつの頭脳は、今日も冴さえわたる。

　始業のチャイムが鳴り、クラスメイトたちが席に戻る。

　如月きさらぎ先生が入ってきて教壇に立つ。その落ち着いた様子からすると、子供乗せ自転車の衝撃からは立ち直ったようだ。

　先生は、皆の浮うわついた様子に苦笑する。

「おはようございます。皆さんどうやら、転校生の事は知っているみたいですね」

　お調子者の生徒が反応した。

「だって先生。今朝はその噂うわさで、ほぼ持ち切りですよ」

「ほぼ……ですか？」

　如月先生が問い返すと、クラスメイトの何割かが一徹を見てきた。例の登校も噂の一部を占めていたのだろう。

　先生もそれを察した様子で、ひきつった笑みを浮かべ、

「そ、そうですか。では早さつ速そく転校生を紹介しましょう！　入ってきてください！」

　その声を受けてドアが開く。やや緊張気味に入ってきた少女に、教室中からどよめきがあがった。

　その美しさと凛り々りしさに……だが一徹だけは他者と違う驚きよう愕がくを覚えていた。

（な!?）

　一昨日おとといの夜に冷蔵庫から出てきて、昨日はこちらを観察していた、例の変質者だったからだ。

　今は迷彩服とコンバットブーツではなく、英えい凛りん学園の制服とローファーを身にまとっている。胸はほぼないが、スラリと引き締まった体形だ。

（ま、まさか転校してまで俺を追いかけてきたのか!?）

　一徹さえもドン引きする、常じよう軌きを逸した行動力だ。

　少女は教卓の隣に立つ。勢いよく踵かかとを合わせ、ビシッと敬礼した。

「本日○まる八はち：五ごー○まるよりここに配属……いえ転校してきた、九く条じようララァよ。宜よろしくお願いするわ」

　時刻といい『配属』という言葉といい、軍人のような表現法だ。

　だが一徹には、更に気になる事がある。

（──ララァだと!?）

　バブみの元祖のキャラクターの名前だ。

　だがそこに食いつくのは一徹だけで、周りの生徒は『ハーフかな』『軍事マニア？』などと話し合っている。

　如月先生が窓際の後方を指さして、

「ララァさん、席はあの人……甘あま粕かす一徹君の隣に用意しました」

「!!　りょ、了解であります先生っ！」

　ララァの雰囲気が変わった。口元がほころび、まるで花畑を駆けるかのように机と机の間を進んでくる。

　そして一いつ徹てつの前に立ち、見下ろしてきた。

「あなたの隣で学べるなんて……！」

　蒼あおい瞳に涙をうっすら浮かべ、唇をふるわせながら、

「私は貴方あなたに会いに、時空を飛び越えてきたの」

　猛もう烈れつなヤバさを感じる。

　この女をバブみに利用しようとすれば、逆にその狂気に吞のみ込まれかねない。

　一徹は激しく戦せん慄りつしたが……悠ゆう然ぜんと腕組みし、不敵な笑みを浮かべた。

（……お、面白い……！　もっともっと俺を恐怖させろ。それさえ活用し、綾あや音ねママや雛ひな姉ねえに甘えてみせようではないか）

　己おのれはバブみの修羅。この世の全てを、オギャりのために利用するのみ。

　そして、ララァと強く視線をぶつけあう。

（この女は俺が『バブみの修羅』として相応ふさわしいか試す、神からの試練かもしれんな）

　一徹はそう思った。神もそれほど暇ではないだろうが。
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　朝のホームルームが終わると、一徹の隣──ララァの机の周りに多くのクラスメイトが集まり、矢や継つぎ早ばやに言葉を浴びせた。

「よろしく！　俺は島しま崎ざきっていうんだ」「九く条じようさんの趣味はなんなの？」

　ララァは戸と惑まどいつつも、一つ一つに丁寧に対応していた。

　その喧けん噪そうを横目に、一徹は机から将棋盤をとりだし、詰め将棋を始めた。

　これが一徹の休み時間の過ごし方である。

（オギャるためには先を読む力が必要だ。詰め将棋によってそれが鍛えられる）

　しかも『休み時間ボッチで寂さみしいよママ、雛姉』と甘えられるため一石二鳥である。

　真剣きわまりない顔で盤面を見ていると、隣りん席せきの会話が耳に入ってきた。

「ララァさんってハーフなの？　とても綺き麗れいな蒼い瞳ね」

「お褒めの言葉、感謝するわ。父が旧ヨーロッパの人らしくてね」

「旧ヨーロッパ……？」

　妙な言い回しに、質問した少女は当惑している。それに『らしい』という言葉に複雑な事情を感じたらしく、ララァを気遣うような沈黙が訪おとずれた。

　空気を変えるように、別の男子が問いかけた。

「『ララァ』って、その国の言葉？　どういう意味なの？」

「それは秘密にさせてもらうわ」

　ララァは一瞬だけ、蒼あおい瞳を一いつ徹てつに向けて、

「私にとって、とても大切な意味を持っているから」

　意味ありげな台詞せりふに、クラスメイトたちは顔を見合わせたが……

　一時限目の開始を告げるチャイムが鳴り、それぞれの席に戻る。

　ドアをあけて、社会科教師が入ってきた。ララァはどうしていいかわからない様子でキョロキョロしている。そして時折、一徹にすがるような視線を向けてくる。

　一徹はその様子を何なに気げなく観察しながら、

（訳がわからん奴やつだが、俺はどんな人材もオギャりのために利用する）

　変質者として恐怖を味わわせてくれれば、それを材料に家族に甘える。

『じっくり喋しやべってみたら普通のヤツだった』というオチでも構わない。転校生に優しくすれば、家族に誉ほめられるからだ。

（どちらに転んでも、損はない──）

　冷徹な計算のもとに、一徹はララァに声をかけた。

「どうした九く条じようさん」

「……っ」

　ララァは何な故ぜか眉まゆをひそめ、唇を嚙かんだ。

　だがすぐに儚はかなげな微笑を浮かべ、

「いえ、授業というものを受けるのが初めてなので」

　……意味がわからない。『ここでの授業が初めて』と言うならわかるが。

　ララァの手提げ鞄かばんの薄さからすると、どうやら教科書も持っていないようだ。転校初日に間に合わなかったのだろうか。

　一徹はララァと机をくっつけ、教科書を二人の間に置いた。

「俺の教科書を見るといい」

　ララァが頰ほおを染めて、ぽーっとこちらを見つめてくる。

「あ、ありがとう総指令」

「？」

「はっ！　すまない。つい癖で言い間違えたわ」

「そうか……」

　一徹は曖あい昧まいな笑みを浮かべ、心中で叫んだ。

（なんだ、総指令って!?）

　何をどう言い間違えたらそうなるのか。

　一徹の苦悩も知らず、ララァは教科書に顔を近づけて、

「ふむ──ＧＯＤゴツドによる検けん閲えつを受けていない本か。実じつに興味深いわね」

　謎の感かん銘めいを受けているようだ。ますます怖い。

　このようなララァの奇妙な言動は、二時限目以降の授業でも続いた。

　地理で世界地図を見ると『こ、これが国境というものなのね』と驚いたり、理科の授業では『ふむ、この時代ではまだこの説が信じられていたのね』などと呟つぶやくのだ。

（やはりこいつ）

　一昨日おとといの様子と併あわせて考えると、タイムトラベラーを演じているらしい。

　相当に痛い人ではあるが……

（前に着ていた迷彩服やアーマーベストは、ずいぶん本格的だったな）

　複製品レプリカのような安っぽさは微み塵じんもなかった。しかもララァはそれを、コスプレ感など感じさせず完璧に着こなしていたのだ。まるでその格好で、戦場を駆け回ったかのように……。

（それに、空き地にあった馬鹿でかい冷蔵庫みたいなの、どうやって移動させたんだ？）

　いずれも、中二病にしては手が込みすぎている。

　一いつ徹てつがそんな事を考えているうちに、放課後のＨＲホームルームの時間になった。

　教壇に立つ如月きさらぎ先生が、皆を見回して、

「掃除が終わった後、誰か九く条じようさんに校内を案内してくれませんか？」

　男子生徒のほとんどが手を挙げる。ララァが美少女だからだろう。

　当のララァは一徹の方をチラっと見てきて、指先をもじもじ絡めながら、

「せ、先生、私は甘あま粕かす一徹君にお願いしたいのですが」

「……わかった」

　一徹がうなずくと、手を挙げた男子達たちが歯ぎしりする。

「ぐぬぬ、ララァさんもやはりイケメンがいいのか。もし彼女を甘カスにとられたら……」

「どうせ甘カス、家族に誉ほめてもらいたいだけだろ。毛ほどの心配もいらないよ」

　謎の信頼を得ている一徹である。

　帰りの挨拶のあと、掃除が始まった。ララァは一徹と同じ班になり、教室を担当する。

　何とララァは黒板消しクリーナーも知らなかった。一徹が操作すると、その巨大な音にララァは『敵の兵器!?』と驚き、鋭い蹴りで破壊しようとしたのだ。

　そんな波乱もありつつ何とか掃除を終えると、一徹はララァに言った。

「で、案内を始めるけど何ど処こへ行きたい？　九条さん」

「……！」

　ララァの表情が曇る。そういえば一徹が『九条さん』と呼ぶたび、こういう顔を見せる。

　悲しげな微笑を浮かべ、

「……最初は静かな場所がいいわ。騒がれすぎて少し疲れたから」

（となると屋上かな）

　常に解放されているのだが、寒くなってきた事もあって利用する生徒は殆ほとんどいない。

「わかった。ついてきてくれ」

　一いつ徹てつはララァを連れて教室を出て、校舎隅の階段を登った。

　三年生のフロアである四階からさらに上へ行き、階段の突き当たりの重たい鉄てつ扉ぴをあける。

　屋上に出ると、十一月の冷たい風が肌を刺した。

　ここの周囲は高いフェンスで囲ってある。見下ろせば野球部、陸上部、ソフトボール部などが汗を流していた。

「九く条じようさんは入りたい部とかあるの？　二年の秋だからかなり中途半端な時期だけど──」

「『九条』なんて言わないで」

　その声には、驚くほどの悲痛さがこもっていた。

　慌てて振り返ると、ララァが蒼あおい瞳でこちらを睨にらみつけている。長いサイドテールが風で激しく躍おどっていた。

「前みたいに『ララァ』って呼んでよ！」

（これは……！）

　相当ネジが飛んでおられるらしい。一徹が身を引くのを見て、ララァが我われに返ったようにうつむいた。

「ご、ごめんなさい。今のあなたにそんな事を言っても仕方ないのに」

　薄い胸に手を当て、

「あ、貴方あなたの事は調べさせてもらった……ここ英えい凛りん学園に史上最高の成績で入学した天才。だが今や、年下の義ぎ母ぼと義ぎ姉しに甘えるだけのカスに成り下がったと」

（やはりこいつ、ストーカーか？）

　一徹が警戒を更に強めた時、ララァがポケットに手を入れた。

　キラリと光るものを取り出し、こちらへ突っ込んでくる。

（刃物!?　刺される！）

　一徹はかわす……のではなく、右手を前方に突き出した。

　どうせ怪け我がするなら利き腕。『あーん』などで家族に甘えられるからだ。

（俺はバブみの修羅。刺されようとも只ただでは起きんぞ）

　そんな斜め上の覚悟を決めたとき。

　ララァは豹ひようのような敏びん捷しようさで一徹の右腕をかいくぐり、間合いを詰めてきた。

　そしてナイフで刺してくる……

　のではなく、両拳で胸をぽかぽか叩たたいてきた。

「う、ううっ。どうして、どうしてっ……！」

　声を詰まらせ、子供のようにしゃくりあげながら、

「あれほど……あれほど素晴らしい男になる貴方あなたが、ここまでのダメ人間に……」

　この必死さはとても演技には見えない。一いつ徹てつは語りかけた。

「俺、一昨日おとといより前に君と会ったことがあるのか？　全く記憶にないんだが」

　ララァが大きくかぶりを振ると、蒼あおい瞳から涙がこぼれる。

「『会った』んじゃない。未来で『会う』の」

「『会う』？」

「私は未来の貴方から、とある任務ミツシヨンを命じられて現代へ来たタイムトラベラーよ」

（は、はっきり言いやがった）

　一徹は顔をしかめた。演技でないのなら、本当にヤバい人なだけだろう。

　一徹の反応にララァは唇をかみしめたあと、濡ぬれた目元を腕でぬぐった。

「証拠を見せるわ。これは貴方が、未来で私にくれるものよ」

　握にぎりしめていた右みぎ拳こぶしを、開く。

　そこには先ほど一徹が『刃物』と勘違いした、光るもの……

「!?」

　ガラス製の、イルカのキーホルダーがあった。

　一徹が父から貰もらったものとそっくり。父の手作りなので、同じ物はこの世に二つとないはず……！

（ど、どこかで落としたのか？）

　慌ててポケットから鍵を取り出すと──イルカのキーホルダーは、ちゃんとそこについていた。

　二つを並べて見比べてみる。少し不ぶ格かつ好こうな形、やや歪いびつな青い模様、寸分の違いもない。

　よく見るとララァの物の方が、やや傷が多く古びている。だが『未来から持ってきた』となれば、むしろそれが当然かもしれない。

「一徹、これで少しは信じてくれたかしら？」

　信じたわけではない。

　だがストーカーにしては手が込みすぎている。もう少し話を聞いてもいいかもしれない。

「お前は一体、何者なんだ？」

「私の名は、九く条じようララァ」

　踵かかとを音を立ててそろえ、胸に強く拳を当てる。

　一徹は一瞬、彼女が軍服を着ているのではないかという錯さつ覚かくを覚えた。

「ＧＯＤゴツドに立ち向かうレジスタンス組織・イカロスのエージェントよ」
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　一いつ徹てつは学校案内を中止し、ララァと共に英えい凛りん学園を出た。

　ララァが『すぐに見せたいものがある』と言ったからだ。あのキーホルダーを示された以上無視はできない。

「おい、どこまで行くつもりだ？」

　いま二人がいるのは、学校の裏手にある標高二百メートルほどの山だ。

　山道はかなりきつい。マラソン大会で二位の一徹もやや息があがるほどだが、ララァは鹿のような軽やかさで登ってゆく。

　その尋じん常じようならざる体力は『未来世界のレジスタンスのエージェント』という自称を裏付けるものだが……

「もうすぐよ」

　ララァは山道をそれ、木々の間へ入っていった。足の裏が落ち葉でフカフカして、歩きづらい。

　しばらく進むとララァは足を止め、やや不自然な形に盛り上がった落ち葉や枝を取り払っていく。

　すぐに、一昨日おとといみた巨大冷蔵庫が姿を現した。

「これがタイムマシンよ。あの空き地じゃ目立ちすぎるから、残っていたエネルギーを振り絞って空間転移させたの」

「『振り絞って』ということは……」

「ええ。もうタイムスリップはできないわ。内蔵機器の一部は、予備バッテリーでなんとか動かせるけれど」

　ララァは寂さみしそうに『タイムマシン』を撫なでた。そのさまは未来へ帰れないことを悲しんでいるようでもある。

「……中を見せてもらっていいか」

　どうぞ、と言われたので、一徹は取っ手を引いた。

「!!」

　思わず息をのんだ。冷蔵庫なのは外見だけで、中は計器やディスプレイでびっしり。一徹には意味のわからない器具も多々あり、中央にはベルトつきの椅子が設置されている。

　なにより驚きよう愕がくすべきは、張りぼてのような安っぽさが微み塵じんもないことだ。大変な科学知識を持った者が、持てる技術をそそぎ込んだ──そんな職人的なこだわりすら感じられる。

　こんな物を作ったら、どれほどの金がかかるのか……

　数億？　内部構造によってはその千倍以上かもしれない。

「これでお前は、未来からやってきたというのか？」

「ええ。あなたが作り上げたこの『ＢＢ号』でね」

「俺が作った!?」

　一いつ徹てつは驚く。自分の事を只ただ者ではないとは思っていたが、まさかタイムマシンまで作れるようになるとは……

（い、いやいやちょっと待て）

　キーホルダーを見せられてから、ララァの言葉を少しずつ信じはじめている。落ち着かねばならない。

　一度深呼吸してから、

「百歩ゆずってお前が、俺の作ったタイムマシンで現代にやってきたとして──それは何のために？」

「ＧＯＤゴツドから、世界を守るためよ」

　ＧＯＤ。出会った時からララァが何度か言った単語だ。確かＧＯＤのために空気は汚染され、本の検けん閲えつもされているとか。

　それからララァが続けた説明によると──

　今から二十年後、世界はＧＯＤという組織によって支配され、希望も何もないディストピアとなるという。

　立ち向かうために、イカロスという組織が生まれた。

「その総指令、つまりリーダーが……」

　すっ、と一徹を指さしてくる。

「あなたよ」

「何!?」

「あなたはその頭脳と行動力、そしてカリスマで反乱分子をまとめあげ、イカロスを結成し、ＧＯＤを壊滅寸前まで追い込んだ」

「そんなの、とても信じられない……」

　世界がディストピアになったら、それを悲しむフリして義ぎ母ぼや義ぎ姉しにオギャりそうなものだ。

（未来の俺は、バブみの修羅として生きる志こころざしを捨てたというのか……!?）

　自分はそんな意志薄はく弱じやくだったのか、と苦悩する一徹に、ララァは続ける。

「イカロスに追いつめられたＧＯＤは、最後の賭けに出たの」

　忌いま々いましげに唇をかみしめて、

「タイムマシンで過去──つまり現い在まに恐るべき兵器を送り込み、未来を改変しようとしたの。私はそれを止めにきた」

　映画か何かで聞いたような話だ。

　つまり──既すでに未来から来た兵器が、一徹に狙いを定めているという事か。

（綾あや音ねママや雛ひな姉ねえが巻き込まれたら大変だ。なんとしても守らないと）

　一いつ徹てつはララァの両肩をつかみ、

「その未来から来た兵器というのは、今どこにいるんだ？　知っていたら教えてくれ！」

　ララァは苦く悶もんの表情を浮かべ、目をそらした。その両こぶしはギリギリと握にぎられている。

「すでに、あなたの家に侵入しているわ」

「なっ!?」

　一徹は帰宅すべく『ＢＢ号』を飛び出した。積みあがった落ち葉に足をもつれさせて駆ける。

『未来から来た兵器』は家族を人質にして、一徹の命を狙うつもりか。なんとしてもあの二人だけは守らなければならない……！

「落ち着きなさい！」

　ララァに後ろから羽は交がい締じめにされる。とてつもない力だ。

「これが落ち着いていられるか！　綾あや音ねママや雛ひな姉ねえがその『兵器』に襲われたら……！」




「そいつらが、未来から来た兵器なのよッ!!」




　一徹は、動けなくなった。

　ララァの息づかいと、木々のざわめきだけが耳じ朶だを打つ。

「な、なにを言っているんだ、お前……」

　ララァは無言で一徹を引っ張り、冷蔵庫型タイムマシン『ＢＢ号』の中へ連れ込む。続いて椅子に座り、ディスプレイをタッチした。

　すぐに空中に立体映像が浮かび、綾音と雛の全身が表示される。こんな技術、見たこともない。

　ララァが軽やかにコンソールを操作する。すると二人の映像の服と皮膚が透けはじめた。

　そして……金属のような骨格が露あらわになる。

　次は頭ず蓋がい骨こつが透け、脳ではなく集積回路のようなものが見えた。

　ララァは腕組みし、苦いものを吐き出すように言った。

「これがＧＯＤゴツドが現代へ送り込んだ、兵器よ」

「ママと雛姉の、どこが兵器なんだ！　俺は何も被害を受けていない！　それどころかいつも凄すごく甘えさせてくれて──」

「それがこの兵器の、恐ろしいところなのッ！」

　ララァは戦せん慄りつとともに叫んだ。

「ＧＯＤの敵をオギャらせ、ダメ人間にするために開発された人造人間。その名も──」




「汎用人型甘やかし兵器・バブみネーター!!」




「バブみネーター!?」

　一いつ徹てつが言うのもなんだが、正気とは思えない兵器だ。

　ララァは有能な検事のように、滔とう滔とうと続ける。

「一徹！　貴方あなたは義ぎ母ぼ、義ぎ姉しと暮らし始めてから、どんどん成績も評判も下がっている……これこそＧＯＤゴツドの策略にはまり、ダメ人間になっている証拠！」

　一徹は立っていられなくなり、尻しり餅もちをついた。

　かけがえのないバブみの日々が、世界征服をねらう組織による偽いつわりのものだったというのか？

　ララァは腕組みし、冷ややかな蒼あおい瞳で見下ろしてくる。

「ねえ一徹。今までのバブみ生活がＧＯＤによるものと知り、どう思う？」

「ありがとうって思う」

「思うなよ!?」

　未来人が怒った。

　相当に重傷のようね、とララァは艶つやのない髪を搔かきつつコンソールを操作する。

「いい？　バブみネーターは第三世代まで存在するわ。貴方の『義母』は第一世代バブみネーターね」

　立体映像で、綾あや音ねひとりが映し出された。聖母のような顔立ち、頰ほおに手を当てる嫋たおやかな仕草、そして豊かすぎる胸が次々に表示される。

　それをララァは憎にく々にくしげに睨にらみつけ、

「第一世代の開発コンセプトは『包容力』を前面に出すことで、年下にオギャることへの抵抗感をなくす事よ」

「開発した奴やつは、頭がおかしいのか？」

　一徹はそう言いつつも、うつむいて、

「だが確かに、最初に一コ下のママにバブみを感じていなければ……五コ下の雛ひな姉ねえにオギャるには多少の抵抗があっただろうな」

「多少の抵抗ですんだのね……」

　ララァが表情をひきつらせたあと、立体映像を雛に切り替えた。

　無邪気な笑顔、リコーダーを一生懸命吹く姿、ランドセル姿で飛び跳ねるさまが表示される。

「そしてこの『義姉』が、第二世代バブみネーター。『幼女に甘える』という背はい徳とく感かんをコンセプトに、さらにバブみの底なし沼へ引きずり込む機種よ」

「そ、そうなのか……」

「そして第三世代バブみネーターは、赤子よ」

「赤子!?」

　続いて立体映像で、赤子にオギャオギャ甘えている中年紳士が表示される。なかなかの地獄絵図だ。

　それをララァは痛ましげに見て、

「この男性は第三世代の犠ぎ牲せい者……もしも赤子型バブみネーターが現代に送り込まれて、あなたがオギャっていたら、手遅れだったわ」

　確かに人類も、赤子に全力で甘えるような男に救われたくはあるまい。

「私の任務ミツシヨンは、バブみネーターによる一いつ徹てつのダメ人間化を阻止し、『神しん童どう』と呼ばれた以前のような状態に戻ってもらうこと」

　ララァは映像を消し、尻しり餅もちをついたままの一徹を見下ろしてくる。

「そうすれば未来において──あなたが組織するイカロスは、ＧＯＤゴツドを倒して世界を救えるわ」

　──あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな話だ。

　一徹は立ち上がり、反論を試みる。

「……ちょっとおかしいぞ。そもそもＧＯＤが過去に兵器を送り込めるなら『バブみで俺をダメ人間にする』なんて回りくどい手段をとるより、さっさと俺を殺せばいいだろう」

　ララァは首を横に振ったあと、人差し指をたてて、

「過去にタイムスリップして出来る事には、ある程度のルールがあるわ。その一つが『殺人はできない』ということ……未来があまりにも大きく変わってしまうからよ」

　分かるような、分からないような話だ。

「……ではララァ、もう一つ。百歩譲ってママと雛ひな姉ねえが人型兵器だったとして、なんで普通に成長してるんだ？」

　一徹が綾あや音ねと会ったのは五ヶ月前。その時から彼女はほぼ変わっていない。

　だが雛とは四年前に兄の結婚式で顔を合わせており、当時よりも明らかに成長しているのだ。

　兵器ならばありえない。

「そこがバブみネーターの恐ろしいところよ。ターゲットに違和感を覚えさせず、長期間オギャらせるために自分も成長するの。機械と人間の細胞を組み合わせることで可能になった技術よ」

　技術の無駄遣い……ではないのだろう。

　ララァの話が本当なら、ＧＯＤは狙い通り一徹をバブみの虜とりこにしたのだから。

（それに、バブみネーターが人を殺せないのなら……）

　父の死は、それとは無関係という事になる。

　綾音が彼女自身に一徹を依存させるため、父を殺したという事はないのだ。

　ララァは一いつ徹てつをいたわるように、優しく告げる。

「バブみネーターに悪意はないの。プログラムに従って貴方あなたにバブみを感じさせ、オギャらせているだけなのよ」

　プログラム。

　かけがえのないオギャりの日々をそう評され、反発心が湧き上がってくる。

「だがそんな話……とても信じられない。ママと雛ひな姉ねえがバブみネーターだという証拠はあるのか？」

「じゃあ逆に聞くけれど──」

　ララァの次の言葉は、一徹の胸を鋭く抉えぐった。

「そもそも何な故ぜ『義ぎ母ぼ』と『義ぎ姉し』は貴方をあそこまで甘やかせてくれるの？　同居するまでは、ほぼ他人だったでしょう？」

「う……！」

　それは、薄うす々うす疑問に思っていたことではあるのだ。

　綾あや音ねは父の再婚相手。しかも結婚生活は僅わずか二秒……！　本来なら葬そう儀ぎが終わったあと実家に帰ってもおかしくない。なのにあれほど献身的に、一徹に尽くしてくれるのは何故なのか？

　雛にいたっては、もっと理由が薄い。

　四年前の兄の結婚式で『私はあなたのお姉ちゃんなのよ』と言われたとはいえ、あくまで子供の遊びのようなもの。雛が引っ越してきてまで、一徹をダダ甘やかす動機としては弱すぎる。

　言葉を失う一徹を、ララァは痛ましげに見つめる。

　だがすぐに軍人としての引き締まった表情に戻り、コンソールを操作した。

「そして肝心の、バブみネーターとしての証拠だけれど──」

　綾音と雛の立体映像を映し出し、二人の豊かな胸元をアップにする。

「第一世代、第二世代のバブみネーター共に、胸の間に星形の文もん様ようがあるのよ」

「……」

「……見たことないの？　まあかなり小さいから、よほど注意しないと気づかないと思うけど。帰ったら一緒にお風呂に入り、確かめてみなさい」

「……それは、できない」

　首を振る一徹に、ララァは意外そうな顔をして、

「もしかして二体のバブみネーターとお風呂に入ったことはないの？　誘ってきそうなものだけど」

「その通りだが、俺は断り続けてきた──バブみの世界観が壊れるからな」

「バブみの世界観？」

　ララァが首を傾かしげ、サイドテールを揺らす。

　そんな事もわからないのか、と一いつ徹てつは深いため息をついて、

「いいか──俺は赤子や幼児の体ていで、母や姉に母性を感じ、オギャっているのだ」

　端正きわまる容よう貌ぼうを苦悩に染め、

「だが俺も男だ。あんなに可愛かわいい二人と一緒に風呂に入れば、勃ぼつ起きは避けられん」

「ぼ、ぼっ……」

　エージェントが、首筋まで真っ赤に染まっていく。

　一徹は掌てのひらを顔に当て、悲劇の英雄のように呻うめいた。

「赤子や幼児が、母性を感じる相手と入浴して勃起するか？　そんな所を見られたら、俺が連れん綿めんと積み上げたバブみの世界観はブチこわし。『ただの男なんだ』と思われてしまう！」

「タ、タオルで股間を隠せばいいじゃない！」

「たわけ者がッ!!」

　大だい喝かつが、狭いタイムマシンに響きわたる。

「赤子や幼児が、家族と入浴するとき股間を隠すか!?　そんな事もわからず『俺のバブみを止める』などとよく言えたものだな!!」

　あまりの迫力に圧倒され、未来世界のエージェントが顔を蒼そう白はくにする。

　その姿に一徹は我われに返った。

　サラサラの髪をかきあげ、自じ嘲ちようの笑みを浮かべて、

「怒鳴って済まなかったな。笑ってくれ──下らないこだわりだと」

「ドン引きのあまり、笑えないのよ!!」

　そうだろうなとは、一徹も薄うす々うす思っていた。




●




　そのあと一徹とララァは、タイムマシン『ＢＢ号』を枯れ葉や枝で隠いん蔽ぺいし、下山した。

「一徹、なんとかして『義ぎ母ぼ』と『義ぎ姉し』の胸の間にある星形の文もん様ようを確かめるのよ」

　そう釘くぎを刺して、ララァは去っていった。彼女はこの町のどこかにアジトを確保しているらしい。生活資金は、未来から現代の金を持ってきたため何とかなっているそうだ。

　そして一徹は重い足取りで、帰路につく。

（突とつ飛ぴすぎる話だ）

　だがララァの必死極きわまりない姿、『エージェント』としての身のこなし、父の形見と寸分違たがわぬキーホルダー。

　そして何より『ＢＢ号』のあまりの精せい巧こうさ……一徹を騙だますため、あんな大がかりな物を作っても何のメリットもないだろう。

（確かめる、べきだろうな）

　義ぎ母ぼと義ぎ姉しのバブみネーター疑惑を払ふつ拭しよくしない限り、これからのバブみライフに支障をきたすだろう。

（だがどうすれば『風呂に一緒に入らず、ママと雛ひな姉ねえの胸の間を見る』ことができるんだ）

『胸の間を見せてくれ』と、えっちな言葉をストレートに言ったら、バブみライフを壊しかねない。

（今こそ、詰め将棋で鍛えた先読みの力を活いかすとき）

　一いつ徹てつは海外の名門大学からも求められた頭脳で、思考し……

　見事に、胸の間を見るための解を導き出した。

　自宅にたどりつくと「よし」と気合いを入れて玄関をあけた。

　いつものように、雛がワンピースを揺らしながら元気いっぱいに駆けてくる。

「イッくん、おかえり」

「うん……」

　一徹は低いテンションを装い、返事をする。

　雛が顎に指を当て、可愛かわいく首をかしげた。

「あれ？　なんか元気ないね。でもちゃんとお手て手て洗って、ガラガラペッしてね」

　一徹は力なくうなずき、洗面所へ行って手洗いうがいをした。

　次は自室で制服を脱ぎ、ロングＴシャツ、スウェットやセーターなど、ボタンがついていない服を重ね着する。

（これほど厚着するのは、季節的にまだ早いが）

　一徹の読みでは、これが後のちに大きな意味を持ってくる。

　自室から出てリビングに入ると、すでに夕食の準備ができていた。縦たて縞じまセーターにエプロン姿の綾あや音ねが、雛とともに料理を並べている。

　綾音は一徹に視線を移し、陽だまりのような笑顔を向けてきて、

「お帰りなさい。今日はイッくんの大好物の、ミートボールさんよ」

　いつもの一徹なら『ミートボールさん踊り』を披露し『上手ねえ』と二人に誉ほめてもらうところだが。

「うん……嬉うれしいな」

　弱々しく返事して、椅子に座る。義母と義姉が不思議そうに顔を見合わせた。

　夕食が始まった。

　一徹は話しかけられても、小声で気のない返事をする。その為ためぎこちない空気のまま、食事は進んだ。

　皆が食べ終わると、綾音が一徹の背をさすってきた。その美び貌ぼうは憂うれいに染まっている。

「どうしたのイッくん？　そういえば随ずい分ぶん厚着してるけど、寒いの？」

「ん……」

　一いつ徹てつは要領を得ない返事をしたあと、

「あの……ね」

「え、ええ！　ママやお姉ちゃんに何でも相談して！」

　緊張気味な綾あや音ねと雛ひなに、一徹は、

「僕ね、今日は家族でお風呂入りたいなっ」

「まぁ素敵！」「わーい！　イッくんとママと三人ね！」

　二人が満面の笑顔になり、一徹の両腕をとって立ちあがった。

　そして綾音と雛の部屋に寄ってパジャマを取ったあと、脱衣所へ。

（よし、俺の計算通りの流れだ……そしてこれからもな）

　一徹は幼児の体ていで振る舞っているので、義ぎ母ぼか義ぎ姉しが服を脱がせてくれるはず。

　二人は一徹の体が冷えるのを防ぐため、まず自分たちから脱ぐはずだ。

　その予想通り、綾音と雛が脱ぎ始めた。

　綾音はエプロンをとって畳んだあと、縦たて縞じまセーターの襟えりに両手をかけ、そして一気に上げる。

（うおっ!?）

　下に着ているシャツごと脱いでしまったのか、くびれた腰、そしてブラに包まれた大質量の双そう丘きゆうが見えた。脱いだ反動でぶるんっと大きく揺れ、ブラがはずれないか心配になる。

　続いて綾音はスカートのホックに手をかけ、すとんとおろした。黒ストに包まれた芸術的なまでの曲線が露あらわになり、さらにその奥のショーツも見える。

　いっぽう雛は、片足立ちでソックスを外し、ワンピースを脱いだ。続いてシャツを小気味よく脱ぐと、白いブラに包まれた年齢不相応に大きい胸が見える。

　家族二人の母性溢あふれる身体に、一徹は思わず息をのんだ。

　この時点でもう甘えたくてたまらない。もしも二人がバブみネーターならば、ＧＯＤゴツドの科学力は凄すさまじいとしか言いようがない。

　下着と黒ストだけをまとう綾音が、服を着たままの一徹をみて、

「さ、イッくんも脱ぎ脱ぎしましょうね～」

　胸を盛んに揺らしながら近づいてきて、目の前に立った。

　一徹が欲しかったのは、この位置関係であった。

　正しよう面めんから向き合うため、谷間の奥が見えても不自然ではない──他のあらゆる所が不自然なのはわかっているが。

　ともあれ一徹は、義母の谷間を見つめる。そこに『星形の文もん様よう』がないことを願って。

　だが。

（谷間が深すぎて、奥がよく見えない……！）

　一いつ徹てつは歯は嚙がみした。

　しかし天才である彼は、この事態も想定している。

（胸を大きく揺らせば、谷間の奥まで見ることができるかもしれない）

　ゆえに一徹はボタンがついていない服を着こんだのだ。義ぎ母ぼや雛ひなに『ばんざーい』で脱がせてもらい、胸を揺さぶるために。

「はいイッくん、ばんざーいして」

　言われたとおり両手をあげると、綾あや音ねは一徹のセーターの裾すそを持ち、上げた。

　視界が一瞬、セーターの裏地で遮さえぎられる。

　ネックから顔が出た瞬間、一徹は目に全神経を集中して綾音の胸の谷間を見つめた。

　脱がせた余波でバルンッと激揺れし、奥まで見えている！

（…………あ!!）

　血の気が引く。そこには──

　小さな小さな、星形の文もん様ようがあった。

（ララァが言っていた、バブみネーターの証あかし……！）

　愕がく然ぜんとする一徹をよそに、下着姿の雛が綾音に背後から抱きつく。

　そして双そう丘きゆうを揉もみ揉もみしながら、

「わぁあ、やっぱりママすっごく大きいね。私もクラスじゃダントツなんだけどなぁ」

「ひ、雛ちゃん、くすぐったいわ」

「エヘヘ、ごめんなさい……じゃイっくん、次はお姉ちゃんが脱がせてあげるね。ばんざーいして」

　一徹は衝撃に打ちのめされながらも、気力を振り絞ってばんざーいした。まだ確認作業は続いているのだ。

　おそるおそる、正しよう面めんに立つ雛の胸を見る。

　大きいが、さすがに谷間の奥を隠す程ではない。

（あ、あった……!!）

　小さな星形の文様が、雛にも。つまり彼女もバブみネーター……！

　一徹にとって大切なものが、がらがらと崩れていく。

　才能も評判も何もかもドブに捨て、安住していたオギャりの楽園は──ＧＯＤゴツドによる偽いつわりのものだった。

（は、ははは……本当、かよ）

　こうなれば股間を膨ぼう張ちようさせた状態で一緒に風呂へ入り、バブみの世界観を完かん膚ぷなきまでに壊してもいいかもしれない。

　だが一徹は今まで『バブみの修羅』として生きてきたのだ。そう簡単に割り切ることはできなかった。

（せめて今日だけは……今日だけは、オギャりたい）

　ここで一いつ徹てつは、バブみの世界観を守るため仕込んでいた策を使う。

「ゴホっ、ゴホっ」

　苦しげに咳せきをすると、すぐに雛ひなが食いついた。

「あ、イッくんもしかして風邪なの!?　厚着してたのはもしかして寒さむ気けがしたから!?　どうしようどうしよう!!」

　大混乱の雛が、下着姿で脱衣場をうろうろする。

　それを横目に、綾あや音ねは一徹と額ひたいを合わせてきた。

「熱はないようだけれど……夕食の時も元気がなかったし、心配ね。今日はお風呂はやめておきましょう」

　一徹は綾音に抱きかかえられ、そのまま自室に連れていかれた。

　雛が敷いてくれた布団に、横たわる。

　そして両側から、綾音と雛が下着姿のまま入ってきた。

「ママと雛ちゃんが温めてあげる。すぐに治りまちゅからね～」

「ねえママ、今日はこのまま寝ちゃおっか？　ごはんも食べたし」

「そうね、歯磨きに行ったりするとイッくんが寂さみしがるかもしれないし。そうしましょう」

　そう言って電気を消し、左右から抱きしめてくる。

　あまりに甘かん美びな感触だが──

　一徹の心を埋め尽くすのはこの上ない絶望感。瞳からはとめどなく涙が流れた。

　頰ほおずりしてきた綾音が、それに気づいて、

「イ、イッくんどうしたの？　おなかでも痛いの？」

『星形の文もん様ように気づいたから泣いた』と二人に気づかれてはならない。

　ゆえに一徹は更なる演技をした。

「ぼく怖いよ！　だって『風邪は万病のもと』って聞いたもん!!」

「大丈夫よイッくん、ママがついてる、ママがついてるわ!!」「お姉ちゃんが子守歌を歌ってあげるね！」

（ううっ……）

　一徹の瞳から、ますます涙が溢あふれる。

　悔しい。生しよう涯がいを賭けると誓ったオギャりを、こんな誤ご魔ま化かしのために使わなければならないとは。

　そして悲しい。

（これが、生涯最後のオギャりになるのか……）

　そう思うと、胸が引き裂かれそうだった。














　翌日の放課後。校舎屋上。

　一いつ徹てつはララァと向き合い、フェンスに背中を預けて腕組みしていた。彼は顔もスタイルもモデル並みなので、実じつに絵になる。

「ララァよ──昨日オレは下着姿の綾あや音ねママと雛ひな姉ねえに『ばんざーい』で脱がせてもらい、その際に胸の間を見ることが出来た」

「ポーズとセリフの落差がすごいわね……」

　表情をひきつらせるララァに、一徹は苦々しく続ける。

「確かに綾音ママと雛姉の胸の間には、お前が言っていた通り星形の文もん様ようがあった」

「でしょう」

　一徹は手で目元を押さえ、激しく嗚咽おえつした。

「わかるか……お前にわかるか!?　全身全霊で年下に甘えていたバブみの楽園が、突然壊された気持ちが!!」

「いや、わかりたくもないけど……」

　エージェントは実に冷静だ。

　一いつ徹てつは涙目で、夕焼け空を仰ぎ、

「昨夜は『これが最後のオギャりになるんだ』と思うと、涙が止まらなかった……」

「そう……でも一徹、これでわかったでしょう？　貴方あなたの家族はＧＯＤゴツドがタイムマシンで現い在まに送り込んだバブみネーターだった。その計画は成功し、未来のリーダーたる貴方は着ちやく々ちやくとダメ人間になっているわ」

　ララァが長いサイドテールをなびかせて近づいてきた。

　そして、蒼あおい瞳で一徹を見あげてきて、

「これからどうすべきか、わかっているわね」

「ああ」

　一徹はうなずき、決けつ然ぜんと告げた。

「これまで通り綾あや音ねママ、雛ひな姉ねえと幸せなバブみライフを送る」

「そうよこれまで通りバブみライフ……ってぇええええ」

　素すっ頓とん狂きような声をあげる未来人。

　一徹の胸ぐらを摑つかんで揺らしてくる。軍人だけのことはあり、恐ろしい膂りよ力りよくだ。

「あ、あなた本気で言ってるのっ？」

「俺はバブみに関してだけは、いつだって本気だ」

　一徹の表情には、全く迷いがない。

「相手は人造人間・バブみネーターよ!?　『これが最後のオギャりになるんだと思うと、涙が止まらなかった』って何だったの!?」

「いや、一晩寝て起きたら、別にオギャれれば人造人間でもいいかなと……」

　一徹は、悪い意味でも大物だった。

　ララァが一徹を、フェンスを突き破らんばかりの勢いで押してくる。

「あなたが真ま人にん間げんになって、反ＧＯＤの組織を作らないと人類滅びるのよぉ!?」

「俺は既すでにバブみのため、己おのれの才能も、世間からの評価もドブに捨てている……それに人類が加わるだけのことだ」

　一徹は、魔王のように両手を広げた。

「世界がディストピアになる中、それを糧かてにママと雛姉にオギャるのもまた一いつ興きようよ……!!」

　ララァが手を離してよろめいた。

　尻しり餅もちをついて、恐れに満ちた瞳で見上げてくる。

「修羅──貴方は本当に、バブみの修羅だわ……」

「そう。綾音ママと雛姉が家族になった時、俺の中のバブみの修羅が産うぶ声ごえをあげたのだ」

「……」

「『バブバブ、アーイ』とな」

「それ、修羅の産声じゃないわよ!!」

　どんな修羅も、産うぶ声ごえはこんなものだろう。

　ララァが額ひたいに掌てのひらを当て、苦く悶もんする。その顔色は蒼そう白はくだ。

「私はどうすればいいの。このままだと任務ミツシヨンは不達成になり、未来が……」

　ここで見捨てるのも、さすがに罪悪感がある。一いつ徹てつは話だけでも聞いてみることにした。

「ところで、ＧＯＤゴツドにディストピアにされた未来とはどういうものだ？」

「……酷ひどいものよ」

　ララァは体育座りして、腕に顔をうずめながら未来について語りはじめた。

　ＧＯＤという組織は、長い時間をかけて世界各国の首脳陣に人材を潜り込ませたらしい。

　そのうちの一人が国家の最高指導者になると、突とつ如じよ隣国に宣戦を布告し、一発の核ミサイルを発射。

　それは周辺国や大国を巻き込み、あっという間に大戦へと発展した。

　未み曾ぞ有うの事態に国連は無力であり、人々の間に絶望が広がる。

　代わりに大戦を平定したのは、ＧＯＤだった。

　各国首脳に入り込んでいたＧＯＤメンバーは、連携して戦争の終息にかかる。その過程で心ある政治家が多数粛しゆく正せいされ、人々が気づいた時にはＧＯＤメンバーが自在に操れる世界が誕生していた。

　そして国境はなくなり、ＧＯＤが支配する地球統一国家ができた……ララァが先日『父は旧ヨーロッパ出身』と言っていたのはその為ためだろう。

　地球統一国家では人々は厳しく監視され、少しでも法に反することをすれば収容所に入れられる。

　ほとんどが殺されるか人体実験の材料にされ、運良く出所する頃には廃人同然だという。

　予想を遙はるかに超える壮そう絶ぜつさに、一徹は顔をしかめた。

「それは酷いが……そんな統治なら、反乱する奴やつはいくらでもいるだろう。別に俺じゃなくたって……」

「いたわよ！　反乱軍はいっぱい、世界中に！」

　ララァが顔をあげた。その瞳どう孔こうは開き、口元がわなわなと震えている。

「でもＧＯＤの監視は、かつて存在したどの独裁国家より厳しかった。少しでも反乱の芽があれば『疑わしきは罰する』の原則のもとに悪あく辣らつな手段で徹底的に壊滅させるの」

　ララァの姿には絶望感が溢あふれていたが……

　その口元が突如ほころび、誇らしげに続ける。

「それを唯一くぐりぬけ、ＧＯＤに鉄てつ槌ついを下したのが、貴方あなたが組織したイカロス。それに貴方は捨て子だった私を拾い、エージェントとして育ててくれた」

「……そうか」

　一徹がこのままバブみネーターにオギャり続ければ、未来で生まれるララァはどうなるのだろう。

　捨て子の時に誰かに拾ってもらえればいいが、そのまま野の垂たれ死にするかもしれない。

　そしてＧＯＤゴツドへ立ち向かう勢力はできず、世界はディストピアのまま。

　一いつ徹てつが見捨てる未来は、あまりにも重い。

　彼は、自じ嘲ちよう気味に問いかける。

「未来の俺はどんな感じだ？　バブみなど眼がん中ちゆうにない、完全無欠に立派な奴やつなのだろうな」

「違う！　私がいた未来でも、貴方あなたはバブみが大好きだったわ！　私の名前がその証拠！」

「……？」

　彼女の名前──ララァ。バブみの元祖となった女性の名前。

　一徹はハッとした。

「ま、まさか、お前の名前は──！」

「ええ。赤子の私は、ＧＯＤに破壊された町の、瓦が礫れきの中で泣いていたそうなのだけれど……拾い上げた貴方は、こう言ったそうよ」




『お前をララァと名づけよう。俺が愛する性癖『バブみ』の祖となった、偉大なる女性の名前だ』




　一徹は動揺で震えながら、ララァを見下ろす。

「な、何な故ぜだ？　お前の未来はママや雛ひな姉ねえ……バブみネーターが俺のもとへ来なかった世界なんだろ？　俺がバブみ好きなわけが──」

「貴方には元々バブみ好きの素養があったの！　ＧＯＤはそこにつけこむべく、バブみネーターを現い代まに送り込んだのよ！」

「ならママや雛姉がいなくても、俺はいずれバブみの修羅になっていたわけか……」

「違うッ!!」

　ララァは再び立ち上がる。長いサイドテールが勢いよくはねた。

「さっきも少し言ったけど──私は貴方に育てられ、学問も、戦闘技術も……そして親としての愛情も与えてもらったわ」

　エージェントの少女は目を閉じ、思い出をたどるように薄い胸に手を当てる。

「それを恩に感じた私は、貴方をオギャらせてあげようと思った。でも貴方は首を横に振った！」

「な、なぜだ。未来の俺もバブみ好きなはずなのに……」

　一徹の言葉を遮さえぎるように、ララァが叫んだ。

「未来の貴方は言ったわ。『オギャるのは、平和になった時のため取っておこう。今お前にオギャれば、それで俺は満足してしまう』って！」

「!!」

　一いつ徹てつはその気け高だかさに、身み震ぶるいした。

「未来の貴方あなたは大好きなバブみを封じてまで、人類のため戦おうとしていた……！」

　ララァが、一徹の両肩を摑つかんでくる。

　そして蒼あおい瞳から涙を流し、絞り出すように、

「お願い、人類の未来のために戦ってよ……っ!!」

　そして嗚咽おえつまじりに咆ほう哮こうした。

「バブみと!!　オギャりの誘惑と」

　一徹は強く目を閉じ、天を仰いだ。

　父の死で傷ついた一徹に……義ぎ母ぼと義ぎ姉しへのオギャりは、かつてない安らぎをもたらしてくれた。

（そして俺は才能も、友も、世せ間けん体ていもドブに捨て、バブみに全てをかけた）

　たとえララァの言う通り『家族がバブみネーター』だとしても甘え続けるつもりだった。

（だが俺には、想像力が足りなかった）

　ララァが詳細に語った未来は、一徹の予想を遙はるかに超えるディストピアだった。

　その人々の運命が自分にかかっているのなら──

　それを全て供く物もつにしてまで、心からオギャりを楽しむことはできそうにない……！












　口元に、苦い笑みが浮かぶ。

（……俺は所しよ詮せん『バブみの修羅』として生しよう涯がいを全まつとうできる器うつわではなかったのか）

　その志こころざしは、人類の未来のために捨てねばならないのだ。

　走そう馬ま燈とうのように、今までのオギャりがよみがえる。

　父の葬式の日は、綾あや音ねに強く抱きしめてもらった。

　義ぎ姉しになった雛ひなには、更なるバブみの深しん淵えんを教えてもらった。

　膝ひざ枕まくらしながら歯を磨かれた。家族三人で手をつないで登校した。子供乗せ自転車の後ろに乗せてもらった。

　そんなかけがえのない、愛いとしき日々……！

「お……おお、おおおっ……！」

　一いつ徹てつはフェンスを背にズルズルとくずおれ、泣いた。昨夜に続き、オギャる以外で流す涙だ。

　続いて、生徒に下校を促うながすチャイムが聞こえてくる。

　それはまるで──『バブみの修羅』への弔とむらいの鐘かねであるかのようだった。
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　何分ほど、座ったまま泣いていたのか。

　一徹は目元をぬぐい、傍かたわらにしゃがんでいるララァを見つめた。蒼あおい瞳が不安そうに揺れている。

「わかったよララァ……どこまで出来るかわからないが、未来を救うために頑張ってみる。『バブみの修羅』としての甘あま粕かす一徹は、もう死んだ」

「本当!?　ありがとう！」

　抱きついてこようとするララァに、一徹は「ただし」と掌てのひらを向けた。

「『ママと雛ひな姉ねえを破壊する』等などの手段を君がとるのなら、俺は絶対に協力しない」

「え……あの二体がバブみネーターとわかっているのに？」

「だとしても、大切な俺の家族なんだ」

　昨日のララァの話によると、バブみネーターには悪意はなくプログラムに従って甘やかすだけらしい。ならば破壊までする必要はないはずだ。

「そしてできれば、これからも一緒に暮らしていきたい」

　ララァは難しい顔で腕組みし、

「ならば貴方あなた自身が、バブみの誘惑に打ち勝てるようになるしかないわね」

「……そうなるな」

　綾音や雛と共に暮らしても、バブみに溺れず自分を保たもてばダメ人間にはならないだろう。

　将来レジスタンスを組織し、ＧＯＤゴツドに反旗を翻ひるがえすことも可能だ。

「大丈夫よ一いつ徹てつ。私のいた未来では、バブみネーターに廃人にされかけた人の治療法も確立されている。私の任務ミツシヨンは貴方あなたをバブみ依い存ぞん症しようから脱却させること……そのプログラムはしっかり頭の中に入っているわ」

　ララァが、人差し指で己おのれの頭をつついて、

「明日からそれに従い、矯きよう正せいプログラムを開始するわよっ」

　人類の未来を賭けた、バブみ依存症矯正プログラム……きっと非常に厳しいものなのだろう。

　一徹は気持ちを引き締めた。
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　一徹はララァと共に学校を出て、商店街で別れた。

　いつも通り多くの人で賑にぎわっているが、その喧けん噪そうも殆ほとんど耳に入らない。力ない足取りで、自宅へ到着する。

　いつもなら『今日はどんなオギャりができるのか』と胸が弾むものだが……今は寂さみしさしか感じない。

　玄関を開けると、雛ひなが駆けてきた。天使のように愛らしい笑顔を向けてきて、

「イッくんおかえり、お手て手てを洗って──」

　言い終える前に洗面所へ直行し、手洗いうがいを完璧に行う。雛が目を丸くして、

「よ、よくできたね？　お姉ちゃんポイント、今日は特別に……」

　雛はしゃがんで、拳をあげて飛び上がる。

「三兆あげるっ！」

「ありがとう」

　一徹はそっけなく廊下へでた。後ろで雛が「あ、あれ??」と大いに戸と惑まどっている。

　リビングに入ると、綾あや音ねが柔らかい笑顔を向けてきた。縦たて縞じまセーターにエプロンを着て、バレッタで髪を留めている。

「お帰りなさい、ちょうど夕ごはんができたところよ」

　綾音は皿に熱々のシチューをよそい、テーブルに並べはじめる。

　一徹はそれを見て歯は嚙がみした。

（シチューなら『ふーふー』してもらって、オギャれるのに……！　さっきだって雛ひな姉ねえに『よくお手手洗えたね』って撫なで撫なでしてもらえたのに……！）

　二度もオギャりチャンスを逃した。つらすぎる。

　バブみ依存症を克服するまで、こうして耐え続けねばならないのか。

　夕食中、この世の終わりのような顔をしていると、綾あや音ねが眉まゆをひそめて立ち上がった。

「イッくん、やっぱり昨日みたいに、風邪気味なの？」

　後ろからギュッと抱きついてきて、滑すべらかな手を一いつ徹てつの額ひたいに当ててくる。

　圧倒的なまでに大きくやわらかいものが、後頭部に当たっている。脳のう髄ずいがとろけそうな甘かん美びさだ。

（このまま風邪のフリをすれば、素敵なオギャりが……）

　──一徹がそう思った瞬間、ララァの悲痛な声が頭をよぎった。




『お願い、人類の未来のために戦ってよ……っ!!　バブみと!!　オギャりの誘惑と』




「!!」

　一徹は綾音をふりほどき、絞り出すように言う。

「あ、あまりベタベタしないでくれるかな」

「えっ……」

　綾音が悲痛な声を漏らした。雛ひなはいつも朗ほがらかな表情を強こわばらせている。

　そのさまに一徹の胸は痛むが……。

（二人からこれまで通りに接されると、すぐオギャりそうになる。それを防ぐためには）

　一徹は瞬時に理由を考え、叫んだ。

「俺……反抗期なんだ!!」

「反抗期!?」

　反抗期を自己申告する奴やつもいまいが、これしかない。

「そんな、早すぎるわイッくん！　昨日の夜はママや雛ちゃんに挟まれて、おねんねしたじゃない！」

　あれは本当に素晴らしかった。バブみという炎が燃え尽きる前の、最後の輝きだった。

「可愛かわいい盛りのイッくんが反抗期なんて、ママ辛つらすぎるわ！」

　綾音は床にへたりこみ、両手で顔を覆おおう。

　スカートの裾すそがめくれ、黒ストに包まれたむっちりした太ふと股ももが見える。何度あそこを使った膝ひざ枕まくらで、至福に誘いざなわれたかわからない。

「そうだよイッくん。まだまだ甘えていいんだよ？」

　今度は雛が、なんとテーブルの下をくぐって一徹の股の間から顔を出した。そしてそのまま一徹の太股に座り、向き合う形で抱っこしてくる。

「悪ワルぶりたいのかな？　よしよし」

　温かな体温とミルクのような香りが、オギャりへの衝動をかき立てる。

　だが人類の未来のため、このまま流されてはいけない。

　一いつ徹てつは雛ひなの両脇をつかみ、床におろした。

　そして自室へ向かって駆けると、後ろから二人の悲痛な声が聞こえてきた。

「イッくん！　食後のお菓子は手作りたまごボーロよ！」

「お姉ちゃんとママが食べさせてあげるから！」

（ふ、二人が俺の口へ、たまごボーロを……!?）

　なんという甘かん美びな誘惑。

　一徹は両拳を強く握にぎり、唇をかみしめて耐えた。

（バブみ依い存ぞん症しようを克服できたら……人類を救えるくらいの立派な人間になったら、また仲良く暮らそう……！）

　たとえバブみネーターであろうと──綾あや音ねと雛は、大切な家族なのだから。

　一徹は自室に入ってドアを締め、頭を抱えて崩れ落ちた。
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　そして、翌日の放課後。

「さあ一徹、今日からバブみネーターによるバブみ依存症の、矯きよう正せいプログラムを開始するわ」

　ララァに先導され、一徹は英えい凛りん学園を出た。その目は虚うつろで全身が小刻みに震えている。

　まるで薬物中毒者のよう──バブみの禁断症状だ。

　昨日の朝を最後に、丸一日以上オギャれていない。脳が激しく義ぎ母ぼと義ぎ姉しへの甘えを求めている。

　一徹は電柱を見るや、満面の笑みでダッシュした。

「綾音ママー!!　ぼく百点とったよ！　ほめて！」

「一徹、それは幻覚よ!!」

　ララァが羽は交がい締じめにしてくる。彼女の溜ため息いきが一徹の首筋にかかった。

「やはり第一世代、第二世代のバブみネーターによる依存症は酷ひどいわね……大丈夫よ。すぐに落ち着かせてあげるから」

「綾音マ、マ……ひなねぇ……」

「これから私のアジトに案内するわ。そこでバブみ依存症矯正プログラムをするわよ」

　ララァに両手を引かれ、一徹はゾンビのような足取りで商店街に入る。

　ここは今日も多くの人でにぎわっていた。コロッケを揚げている総そう菜ざい屋には客が集まり、ベンチでは若者が談笑し、バーゲンセールをしている衣料品店には客がひしめいている。

　活気ある光景に、ララァは蒼あおい目を細めた。

「……平和ね。私がいた未来と違って」

　ララァはディストピアとなった未来から来たのだ。何なに気げない平和な光景を羨うらやましがるのも無理はない。

「ねえ一いつ徹てつ、この人々の笑顔を守るためにも、依い存ぞん症しようを克服──あっ」

　ララァが言葉を止めた。

　視線の先にはハンバーガーショップ。ガラス張りの店内は、帰宅途中の高校生などで賑にぎわっている。

「一徹、あの建物は？　若い人が沢山いるけれど」

「ハンバーガーチェーンの、マッグだが」

「マ、ＭＡＧマツグ!?　あの伝説のっ！」

　珍獣と遭そう遇ぐうしたように、後ずさりするララァ。

「伝説って……未来にはマッグはないのか？」

「そうね、物資は全て配給制だから。一応ヤミ市場は存在するけど、ハンバーガーのような嗜し好こう性の高い食べ物なんて見たことがないわ」

「入ってみるか？」

　一徹の提案に、エージェントの少女は破は顔がん一いつ笑しようした。

　幼おさな子ごのように無邪気な笑顔──ララァは我われに返ったのか、顔を赤くしてそっぽを向く。

「駄目よ。これから未来を救うための矯きよう正せいプログラムが始まるのに、寄り道するわけには……」

「俺すごく入りたいんだよ。それにもう夕方だし、軽食をとった方が矯正プログラムにも集中できるんじゃないか？」

「なるほど、一理あるわね」

　あっさりと頷うなずくエージェント。

　一徹がマッグヘ足を進めると、後ろでララァが呟つぶやいた。

「……気を遣つかってくれて、ありがとう」

　一徹は何も応こたえず、店内に入る。そしてカウンターの上にある写真付きのメニューを指ゆびさして、

「ララァ、何が食べたい？」

「どれも美お味いしそうだけど、あれとあれにするわ」

　ララァは照り焼きバーガーと、ビッグマッグを指さした。

　一徹は店員に、自分とララァの注文をする。ララァは厨ちゆう房ぼうでフライドポテトを揚げる様よう子すを目を輝かせて見つめていた。

「お客様、お待たせいたしました」

　店員からそれぞれのトレイを受け取り、空いていた席に座る。

　ララァはたどたどしい手つきでバーガーの包みをあけた。中身をまじまじと見つめ、かぶりつく。

　瞬間、とろけそうな笑顔になった。

「ん！」

　きらきらと目を輝かせて、夢中で食べ続ける。サイドテールが犬のしっぽのように大きく揺れていた。

　──だが一いつ徹てつはそれに一いち瞥べつもせず、マッグシェイクをストローで飲んでいた。彼の注文はこれだけである。

　その無関心な様子に、ララァはむすっとして、

「なんだか貴方あなた、淡たん泊ぱくね……こういうのって、私がハンバーガーを食べるのを微笑ほほえましく見たりするんじゃないの？」

　未来人が、メタなことを口走る。

「それはすまなかったなララァ。俺はバブみの衝動を抑えようと精一杯だったんだ」

「？　なぜそれを飲んで、衝動が抑えられるの？」

　一徹はマッグシェイクを指さし、

「いいか？　マッグシェイクのストローの太さは、乳首と同じなんだ」

「は、はあ」

　人間はモノを吸い込むとき、母乳のスピードが一番おいしく感じるらしい。そのためこのストローは開発されたという。

「だから俺はこのストローをくわえ、綾あや音ねママに授じゆ乳にゆうされる事を想像したのだ」

「も、もしや貴方、この店に『俺すごく入りたいんだよ』と言ったのは、私に気を遣つかった噓うそじゃなくて……」

「ああ、オギャりへの禁断症状が限界だったからな」

「最悪の理由ね!?」

　禁断症状に苦しむ人間は、相手の事を思いやれなくなってしまうのだ。

　一徹は再びストローをくわえ……

　額ひたいに青あお筋すじを浮かべ、テーブルを叩たたく。

「違う、こんなの紛まがい物だ！」

「……」

「綾音ママの乳首が、こんなに硬いわけがない!!」

　ララァは味気ない軍糧食レーシヨンを食べるかのように、ハンバーガーを無表情で咀そ嚼しやくした。
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　マッグから出ると、ララァは怒りを隠そうともせずノシノシと歩く。

「全くもう、この総指令は……せっかくデ、デートみたいだったのに……！」

　何やら小声で言っているが、一いつ徹てつにとってはそれどころではない。

　マッグシェイク作戦が不発に終わり、オギャりの禁断症状は限界に達していた。

（ママや雛ひな姉ねえに似た人がいたら、抱きついてしまうかもしれない……）

　そうすれば警察に捕まり、身元引き受けに来た綾あや音ねに思いっ切り甘える。結果再びバブみの泥沼にはまり、人類は滅亡するだろう。

「ついたわ」

　ララァが足を止めた。その鋭い視線の先にあるのは……商店街から少し出た場所にある、五階建ての古びたビジネスホテル。

「私はここから学校に通っているの」

「英えい凛りん学園へ転入するとき、提出した書類はどうしたんだ？　本ほん籍せきを記入せねばならない筈はずだが」

「そんなもの偽造に決まってるでしょう。未来の技術を使えばどうってことないわ」

　自動ドアを通って中へ入る。ララァはフロントへ向かい、年老いたホテルマンから鍵を受け取った。

「こっちよ」

　ララァに案内されるまま、色あせた絨じゆう毯たんの上を進んだ。

　エレベーターで五階へ。そのフロアの一番奥の部屋を、ララァは鍵であけた。

　日当たりが悪いのか、昼間でも暗い。

　明かりをつけると近くに扉が見えた。この向こうは多分トイレとバスルームだろう。

　短い通路を通って奥へ。シングルベッドが一つと机、椅子、小さなテレビがあった。

　さて、とララァは鞄かばんをベッドに置き、細い腰に両手を当てる。

「今日からここで、バブみ依い存ぞん症しよう矯きよう正せいプログラムを開始するわ」

　一徹は返事せず、スマホに綾音と雛の写真を表示させて見入っている。

　ララァがそれを取り上げると、一徹は彼女の足にすがりついた。

「返してくれ……返してくれ！」

「き、禁断症状は辛つらいでしょうけど、未来のために耐えて……ちょ、そんなに足、触っちゃダメ……！」

「年下に甘えないと、どうにかなってしまいそうだ！」

　一徹はうずくまり、両手で頭を抱え、

「このままでは俺は……見知らぬ年下の女の子、生まれたての子猫、ついには縁えん日にちのヒヨコにもバブみを覚えるかもしれない……！　そうなる事が怖い!!」

「いやもう、現時点で充分に怖いけれども……」

　未来人が冷静につっこみつつ、

「大丈夫よ。一いつ徹てつのバブみ依い存ぞん症しようは強いけど、必ず克服できるわ」

「……そうなのか？」

「そのために必要なプログラムは、第三段階まであるの。まず一徹がこなさねばならない第一段階は……」

　いったいどのような、過酷な試練だというのか。

　一徹が固唾かたずを飲んで見つめると、ララァは頰ほおを染めて目をそらしながら、

「わ、私に、沢山甘えること……よ」

　ベッドに座り、シーツをぎゅっと摑つかむ。

「いい？　バブみという性癖自体がそもそも異常なの。人間は年上に甘えるのが当たり前なのだから」

「『人間は～が当たり前』などと決めつけてはいけない。例えば同性愛者は社会主義圏などで強く迫害されたが、今は多くの国で認められ……」

「ハイ、そういうの今いらないわ！」

　無駄な頭の良さで論破しようとする一徹を、ララァが掌てのひらで制した。

「貴方あなたは五月十日生まれだから、いま十七歳と百七十九日よね。そして私は、十七歳と二百九日なのよ」

　ララァは生まれてすぐ、未来の一徹に拾われたので、正確な生年月日がわかるらしい。

「要するにララァは……俺より僅わずかに年長者なのか」

「ええ。バブみは年下に甘える性癖。年長者である私に甘えられれば、バブみを克服できるかもしれない」

　それならば甘えながらも、バブみとオギャりから遠ざかることができる。矯きよう正せいの第一歩としては手頃かもしれない。

　ララァは頰を染め、長い脚をもじもじさせて俯うつむいた。

「……さ、さあやりましょう一徹。好きなだけ私に甘えて」

「いいのか？　君だって女の子だろう」

「私はエージェントになった日から、女を捨てたわ。バブみ克服プログラムのためなら膝ひざ枕まくらどころか──授じゆ乳にゆうさせる覚悟もできているわっ」

　その志こころざしに、一徹は胸を打たれた。彼女なりに未来を救おうと必死なのだろう。

「分かった。お前の覚悟、ありがたく利用させてもらおう！」

　一徹は靴を脱ぎ、勢いよくベッドに上がった。

　身を硬くするララァ。その表情には不安──そして気のせいか、若干の期待感がこもっているようだ。

「ではまずララァ。基本の膝枕から頼む」

「ラ、了解ラジヤー！」

　ララァはローファーを脱ぎ、ベッドに正座。

　制服のスカートで包まれたふとももに、一いつ徹てつは頰ほおを乗せた。

（──素晴らしい。エージェントらしく鍛えられているが、女性らしい柔らかさも失っていない。ママや雛ひな姉ねえとタイプは違うが、極上のふともも）

　一徹は食通のように、ふとももを賛さん美びする。

（だが……それだけだ）

　綾あや音ねや雛に甘えた時のような、安らぎや興奮は感じない。むしろますますバブみの良さが際きわだつ形となってしまった。

（このままではララァに申し訳ない。頑張って成果を出さなければ）

　一徹はララァの細い腰を抱き、激しくほおずりした。

「きゃぁっ!?　そ、総指令……ダメ……！」

　ララァは戸と惑まどいながらも、熱っぽい声をあげる。

　一徹は一心不乱に甘えた。これがバブみの克服、そして人類の未来につながると信じて。

　しかし。

（ダメだ!!）

　やはり、家族に甘える時のような喜びは起こらない。年下に甘えるという背はい徳とく感かんがないからか……とにかくダメだ。

　一徹はララァから離れ、うなだれた。ララァは熱病のように息を荒げて紅潮し、乱れたスカートを直しながら、

「ダメだった……の？」

「ああ。俺は『バブみの修羅』として生きようと頑張ってきた。その弛たゆまぬオギャりの日々が、いま依い存ぞん症しようからの脱却を妨さまたげているのだ」

　なんという運命の皮肉。

　歯は嚙がみする一徹の背中を、ララァが優しく撫なでてくれる。

「まだバブみ依存症矯きよう正せいプログラムは第一段階。始まったばかりよ。いろいろ試してみましょう」

「そうだな……」

　甘えは膝ひざ枕まくらだけではない。

　一徹には今までのバブみ生活で培ってきた、甘えの引き出しが沢山あるのだから。
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　一徹はそれからも、クレヨンでお絵かきをしてララァに誉ほめてもらったり、添そい寝されて子守歌をうたってもらったりしたが、心に高ぶりは起こらなかった。

　七時を過ぎたあたりで、今日の矯きよう正せいプログラムは終了となった。

「ララァ、一日目は全く収穫なしだったな」

「私にベタベタしたことを、せめて収穫にしてよ……」

　ララァは唇をとがらせ、

「……私は、ちょっと楽しかったんだから」

　よく聞こえなかったので、一いつ徹てつは耳を近づける。

　するとララァが誤ご魔ま化かすように、指をつきつけてきた。

「でも一徹！　今日帰ったら気をつけてね」

　む？　と首を傾かしげる一徹に、

「帰宅後に、甘やかされたらひとたまりもないわ……バブみネーターによるバブみは麻薬よ。少しでもオギャれば、一気にバブみの底なし沼へ引きずり込まれるわ」

「それは恐ろしいな」

「あなたもう、底なし沼に頭まで浸つかってるのよ!!」

　言われてみればそうだった。

（まあ一応、反抗期という事にしているから、ママも雛ひな姉ねえもしばらくベタベタしてこないと思うが）

　一徹がそう思っていると、ララァは特訓で使った画用紙やクレヨンを片づけながら、

「とりあえず私に甘える訓練は、ちょ、長期的にやっていきましょ」

「うむ……そういえばお前、訓練を始める前『第一段階』と言っていたが、その段階のプログラムは『年上に甘えること』だけなのか？」

「他にもあるわ。『バブみ以外の心の支えを得ること』よ」

　ララァはベッドから長い脚を下ろして組む。健全な男子なら誰もが目を奪われる美び脚きやくだ。一徹は不健全なので奪われないが。

「一徹は『バブみの修羅』として生きるため大事なものを捨ててきたわよね？　それをもう一度取り戻せば『心の支え』になり、バブみ依い存ぞん症しようを抑えることができるかもしれない」

「大事なもの……か」

　一徹の脳裏に、山やまトリオの姿がよぎる。共に高校生クイズを制したかつての友人達たちだ。

　彼らの事を説明すると、ララァは両手を合わせてほほえんだ。

「いいわねっ！　その『山トリオ』とか言う人達に、もう一度友達になってくれるよう頼んでみたら？」

　一徹は唇をかみしめ、うつむいた。

「……俺は『友達がいない方がママと姉にオギャりやすいので、俺との友情を捨ててくれ』と頼んだ男だぞ。どの面つら下げて、また友達になってくれなどと言える」

「むしろ、どの面下げてそんな頼みが出来たのよ……」

　当時はバブみの修羅として生きようと、ただ必死だったのだ。

「だがララァの言うとおり、バブみを捨てるなら、他に依よるべきものがあった方がいいな……明日にでもダメ元もとで、山やまトリオに声をかけてみるか」

「それがいいわ。がんばってね！」

　ララァが励ますように微笑ほほえんだ。

　それから一いつ徹てつはララァに、家族にオギャらないよう釘くぎを刺されてからホテルを出る。

　商店街を再び通り、自宅に着いた。玄関をあけると、雛ひなが出迎えに出てきてくれた。

　小さな両手を広げ、

「おかえりイッくん。お姉ちゃんにただいまのハグしてっ」

　雛の子供用ワンピースの胸元は、パンパンに張りつめている。衣服メーカーも雛ほどのロリ巨乳を想定していなかったのだろう。

（いま抱きついてオギャれば、どれほどの甘かん美びであろうか……！）

　一徹は歯をギリギリと食いしばり──衝動を振り切って、義ぎ姉しの脇をすりぬけた。

　後ろから雛の泣き声が聞こえる。

「ふえん!!　一日たったら反抗期が終わってると思ったのに！」

　それは反抗期ではなく、ただの不機嫌な日だ。

　それからも雛、そして綾あや音ねの甘やかし攻撃は続いた。

　夕食を「あーん」してきたり、寝るときは一徹の布団に入ってこようとしたり。

　なんとか耐え続けたが……翌朝、登校すべく外に出たときは危なかった。

　制服姿の綾音が、子供乗せ自転車にまたがっていたのだ。

「イッくんほら、ママの後ろに乗って登校しましょ！」

　ちりんちりーん、とベルを鳴らしてくる。

　その姿は、船乗りを竪たて琴ごとの音で引き寄せる人魚セイレーンのよう。

　一徹はフラフラと綾音へ近づいたが、何とか思い留とどまり……きびすを返してダッシュした。

　後ろから綾音の泣き声が聞こえてくる。

「うわん、まだ反抗期なの!?　きっとそのうち私に『うるせえババア！』とか言うんだわ！」

　綾音は一徹の後輩なので、それはないと思う。

（す、すまない綾音ママ、雛ひな姉ねえ……）

　一徹は、痛む心とバブみへの未練を抱えながら、学校へ駆けた。
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　その日の放課後──

　一いつ徹てつは山やまトリオとの友情を復活させるため、彼らを屋上に呼び出した。

　パッと見、屋上には誰もいないが、ララァが先に来て給水塔の陰かげに隠れているはずだ。

　山トリオは一いち様ように怪け訝げんな顔をしていたが、リーダー格の山やま岸ぎしが口火を切った。

「ど、どうしたんだ一徹？　急に呼び出して」

「勝手きわまりないとは思うが、頼みがある」

　一徹は、三人に深々と頭を下げた。

「俺とまた、友達になってくれないか」

　すると山岸は意外なほどアッサリと、

「いや別にいいけど……なあみんな？」

　山トリオは、顔を見合わせて頷うなずきあう。

　本当にいい奴やつらだ。給水塔の陰から顔を出したララァが、ガッツポーズしている。

「あ、ありがとう……！」

　涙ぐむ一徹。

　そのさまに山トリオは苦笑し、言葉をかわしあう。

「一徹が俺たちと付き合うのをやめた理由って『バブみの修羅』になる為ためだったんだろ？」

「そうそう。意味わかんないもんな」

「なあ一徹。お前はあの時どうかしてたんだよな」

　全力で生きた過去を否定され、一徹の心は沸ふつ騰とうした。

「どうかしてたなんて言わないでくれ……俺はこれ以上なく本気だった!!」

　膝ひざをつき、拳を床にたたきつける。

「本気で……俺は本気で、家族にオギャり尽くすため、大切なものを全て捨てたんだ……！」

　涙がぼろぼろとこぼれ落ち、床にシミをつくった。

　山トリオは、ドン引きのあまり後ずさりしつつ、

「じゃ、じゃあなんで、心こころ変がわりしたんだ？」

（『人類の未来のため』などと言ったら、さらに引かれるだろう）

　だが優しい山トリオに、噓うそを言うのはあまりにも不誠実……！

「よく聞いてくれ。未来のために、俺はバブみの修羅をやめるんだ」

「そ、そうか。己おのれの未来……つまり進学を考えなきゃならないもんな」

「違う──人類の未来のためだ!!」

　一徹の、魂の叫びが轟とどろいた。

　その場の誰もが言葉を失う。部活に励む生徒の声が、校庭からかすかに聞こえてくる。

　そして長い長い沈黙のあと──山トリオのリーダー山岸が、笑顔で告げた。

「一徹、お前、苦しんでるな」

「え？」

「本当は家族に甘えるのを、やめたくないんじゃないか？」

「!!　わ、わかるのか!!」

「わかるさ。友だ……クラスメイトだからな」

　いま、友達といいかけて止やめた気がする。

「ああ俺は、家族へのオギャりをやめたくない……でもやめなきゃいけない。だから頑張ってるんだ！」

　熱弁する一いつ徹てつだが、山やまトリオは老人の戯言ざれごとに付き合うような温ぬるい笑顔を向けてくる。

「そうか一徹、どんな風ふうに頑張ってるんだ？」

「マッグシェイクのストローを乳首に見立て、オギャりの衝動を抑えようとしたりな!!」

「そうか……」

　山トリオは温い笑顔のまま、ドアの方へ後ずさっていく。

「なあ一徹……じゃない甘あま粕かす。そんな中途半端な気持ちでつるんでも、きっとお互い良い結果にはならない。もう少し気持ちを整理したら、また話し合おうぜ」

「ああ」

　そして山トリオは屋上を出ていった。体ていよく距離を置かれたような気がしないでもない。

　鉄てつ扉ぴが閉まる重い音がしたあと、

「はぁぁぁぁ……」

　ララァが深いため息をついて歩いてきた。サイドテールの先端が床に着くほどうなだれている。

「一徹って、頭がいいのかバカなのかわからないわ」

「そうか」

「山トリオも、あんなこと言われたらドン引きするわよ」

「まあ俺が山トリオの立場ならば『一徹、諦あきらめずオギャれ』というだろうが……」

「……」

　ディストピアを生きてきたエージェントが、怪物を見る目で見てくる。

　ともあれ、バブみ矯きよう正せいプログラムの第一段階の一つ『バブみ以外の心の支えを得ること』は失敗に終わった。

　ララァは後ろ手になって、もじもじしながら、

「……し、仕方ないわね。またあのホテルで、『年上に甘える』プログラムをするわ──しっかり私に私に甘えてね」

　だがそれは昨日、まるで成果がなかったものだ。

　何事もすぐに結果が出るものではないが、特訓に改善の余地はないだろうか。

　そう考える一徹の前で、ララァのサイドテールがなびいている。その艶つやのなさ、毛先の乱れ具合を見て思わず尋ねた。

「ところで、お前どうやって髪を切ってるんだ？」

「ん？　決まっているでしょう」

　ララァは髪を一ひと房ふさ持って、手しゆ刀とうで削そぎ落とすような仕草をする。

「コンバットナイフで、こうよ」

　一いつ徹てつは呆あきれるよりも、痛ましい気持ちになった。未来の一徹が作るレジスタンス組織『イカロス』は、女性の髪を整える余裕もないらしい。

　ふむ、と一徹は腕組みして、

「なあララァ。お前は軍人として生きてきたせいか、抜き身の刃やいばのような雰囲気がある。それが俺の甘え心に、ブレーキをかけているのかもしれない」

「な、なるほどね……さすが総指令」

　尊敬のまなざしを向けてくるララァに、

「そこでだ、お前のイメージチェンジを図るぞ！」

　ララァは口をぽかんとあけ、次第にその顔が赤く染まっていった。
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「まずは服だな」

　一徹はまずララァを、商店街にあるＧジー－ＹＯＵユーという衣料品店に連れてきた。流行を取り入れつつ低価格──いわゆるファストファッションの店で、綾あや音ねや雛ひなもよく活用している。

　店内はある程度にぎわっているが、幸い、一徹がバブみを覚えそうな客はいない。

　服が溢あふれんばかりに並んでいる。未来ではまず見ない光景なのか、エージェントの少女は呆ぼう然ぜんと見入っていた。

「なぁララァ。お前はどんな格好が好きなんだ？」

　ララァはハッと我われに返り、口元に手を当て、

「もちろん迷彩柄ね。ガスマスクがついていればさらに安心だわ」

「誰がそんな奴やつに母性を覚える……」

　一徹はため息をつきつつ、近くで作業をしていた女性店員に話しかける。

「すみません」

「はい……えぇ!?　な、何この人、尋じん常じようじゃなくカッコいい……」

　一徹に見とれる店員。

　するとララァが二人の間に身を入れ、むすっと店員をにらむ。主人を取られまいとする犬のようだ。

　一いつ徹てつはララァを指さして、

「この子に似合いそうな服を、一通り見み繕つくろって欲しいのですが」

「わ、わかりました。彼氏さんは、どんな感じの服がお好みですか？」

「彼氏!?」とララァが顔を真っ赤にする。

　一徹は否定するのも面倒で、告げた。

「そうですね……母性を覚える感じがいいですね」

「母性!?」

　かつてない要求だったのか、店員が目を丸くする。

　だがさすがはプロ。なんとか答えをひねり出してくれた。

「ええとでは、このマントコートは如何いかがでしょう？　大人っぽくてゆったりして、ぼ、母性があるといえるかもしれません。それに──」

　店員はそれから様々な服や靴を見み繕つくろい、ララァを試着室に入れる。

　一徹は、バブみを覚えそうな年下少女が入店してこないことを願いつつ、試着が終わるのを待った。

　そして十分ほどして、カーテンがゆっくりと開き──

　頰ほおを染め、もじもじとララァが現れた。まとうのは白いニットと、チェック柄のフレアスカート、黒ストと赤いヒールが足を更に長く見せている。

　ララァは綾あや音ねほどではないが大人っぽいので、若奥様のような雰囲気だ。

「似合っているぞララァ。それに制服より母性が増した気もする」

「に、似合っているかはどうでもいいのよ……母性が増していれば」

　ララァは唇を尖とがらせるが、嬉うれしさを隠し切れていない。姿見で何度も自分を見ている。

　試着したものは、着たまま全て買うことにした。精算したあと値札をとり、ララァの制服は紙袋にしまう。

　続いて一徹は、ララァを美容室へ連れてきた。

『鋏はさみを持った人間を背後に立たせるのはイヤだ』と暴れるララァを無む理り矢や理り椅子に座らせ、カットと髪のケアをさせた。

　結果──エージェントの少女は、見事な変貌を遂げた。

　髪型自体に大きな変化はないが、丁寧にトリートメントされたツヤツヤの髪が鋏はさみで美しく整えられている。

　先ほど買った服と相まって、鋭い雰囲気はずいぶん影を潜めた。これなら『母性が増した』とも言えるのではないか。

「うぅ……」

　ララァは散髪後の自分が恥ずかしいらしい。手負いの獣のように椅子の陰に隠れ、レジで精算する一徹を見てくる。

「ララァ、お前は美しい上に、お洒落しやれまでしているのだ。何を恥じることがある？」

「……！」

　ララァは顔を真っ赤にして、トテトテと歩いてきて……一いつ徹てつの服の背中をきゅっと摑つかんだ。染まった顔を見られたくないのかもしれない。

　そのまま外へ出て、昨日のビジネスホテルへ向かう。妙な姿勢で進む美男美女を、通行人たちが不思議そうに見つめていた。

　ホテルに入り、五階の部屋へ。

　ララァがようやく一徹から離れ、膝ひざ枕まくらさせるべくベッドに座る。

　肝心の、バブみ矯きよう正せいプログラムの開始だ。

　今までとは雰囲気が違うララァに、一徹が母性を感じられればいいのだが。

（よし、甘えるぞ。未来の為ために──）

　そう気合を入れ、一徹はフレアスカート越しの太ふと股ももに頭を乗せた。

「ど、どう……一徹？」

　ララァがおずおずと尋ねてきた。

　一徹は苦虫を嚙かみつぶしたような顔で、

「残念ながら……昨日と変わらん」

「そんな。こうなったら……」












　ララァが身体を前に倒し、ニット越しの胸を押しつけてきた。

「ど、どう？　おっぱい好きでしょう？」

　だが一いつ徹てつの表情は悟さとりを開いた僧のよう。心にさざ波一つ立たない。

「なぜなの一徹、どうして甘えられないのッ!!」

「胸が……母性の象徴である胸が、ママはおろか、雛ひな姉ねえより薄いんだ！」

「畜生シツト!!」

　母性を高めるため努力したララァだが、バブみネーターとの戦力差はあまりにも大きかった。




●




　そのまま七時まであらゆる矯きよう正せいプログラムをしたが、まるで成果は上がらなかった。

　帰宅の準備をし、力なく部屋を出る一徹を、ララァが健けな気げな笑顔で見送ってくれる。

「一徹……服と髪、とても嬉うれしかったわ。ありがとう」

「ああ」

　一徹はホテルを出て、商店街に入った。

　にぎやかで、親子連れの姿も多い。

　母親と手をつなぐ子供を、一徹は心の底からうらやましいと思った。

（今日……俺は一体、何をしていたんだ）

　山やまトリオとの友情は回復できなかった。ララァがイメージチェンジしても、心から甘えることはできなかった。

　彼女を喜ばせられたのは、せめてもの収穫だが……肝心のバブみ依い存ぞん症しようは全く克服できていない。

　このまま帰宅したら母と姉にオギャり、バブみの底なし沼にはまり、未来の世界を滅ぼしてしまいそうで怖いのだ。

（いっそのこと、どこか遠くへ逃げたらどうだろう……）

　そう考えたとき、ポケットのスマホが着信を告げた。

（ママか雛姉からか？）

『せめて電話越しでも甘えたい』と思い、慌ててスマホを見たが……

　画面に表示されている名前は、何度も留学の誘いを受けているドイツの名門大学の教授のもの。

　一徹は落胆しつつ、ドイツ語で電話を受けた。

「もしもし」

『やあ一徹君。しつこいと思うだろうが、はヤいーと言ってくれるまで留学の誘いをかけるよ』

（留学か）

　それもいいかもしれない。これ以上、義ぎ母ぼや義ぎ姉しにオギャるのを我慢して苦しむくらいなら……。

　今まではあっさり断っていた一いつ徹てつ。彼の沈黙に、教授は何かを感じたようだ。

『どうも様子がおかしいね……もしかして、考えを変えてくれたのかね!?』

「お、俺、俺──」

　一徹は泣きそうな声で、心境を吐露した。

「甘えたいのに甘えられず、苦しくて──いっそ海外へ行って現実逃避した方がいいのかと……！」

『げ、現実逃避かね……だがそれでもかまわん。君という天才が来てくれるのなら』

「そう、ですか……ううっ!!」

　一徹の心に、強烈なバブみの衝動が湧き上がってきた。

　禁断症状だ。

「ダメだ……もう耐えられない……！　少し待っていてください、教授！」

　一徹は電話をつないだまま、スマホの画面を切り替えた。

　綾あや音ねと雛ひなの写真を表示させ、画面に激しくほおずりする。

「ママ、雛ひな姉ねえ、オギャりたい……オギャりたい」

『!?』

「頭ナデナデされたい、ご飯食べさせてもらいたい、添い寝されてトロトロ眠りたいよ!!」

『一徹、君……』

「もうだめだ、バブ─────!!　バブバブ────!!」

　電話は切れた。

　そして教授からは、二度と連絡はこなくなった。




　──綾音と雛によるバブみ依い存ぞん症しようには、一徹の意志も、ララァが用意したプログラムも無力なのかもしれない。

（このまま俺は……ＧＯＤゴツドから世界も救うことができず、バブみ廃人への道を歩あゆみ続けるのか……）

　一徹は電話を切られた事すら気づかず、雑ざつ踏とうのなかでバブバブ叫び続けるのであった。







　息子の様子のおかしさに、甘あま粕かす綾音は戸と惑まどっていた。

　今まで盛んに甘えてきたのに、急に自分と雛ひなへ距離を置くようになったのだ。

　本人は『反抗期』と言っていたが、自分からそう説明する人もいないだろう。

（たぶん噓うそをついているんだわ）

　母としてのカンが、そう告げていた。

　悩みを仲良しのクラスメイトに相談すると、こう言われた。

「貴方あなた達たち、今までの方がおかしかったのよ」

（どういう事かしら）

　母が息子を甘えさせるのは、当然の事だと思うのだが。こんな時に相談できるママ友がいないのが悔やまれる。

（……よぉし）

　綾音は行動に移ることにした。

　放課後、二年生のフロアである三階へ向かう。上級生の階へ行くのは緊張するが、最愛の息子のためなら耐えられる。

　一いつ徹てつのクラス２－２へ。彼の姿はなく、あまり生徒は残っていない。

　手近にいた男子生徒に話しかける。

「こんにちは」

「はい？」

「私、甘粕一徹の母でございます。息子がいつもお世話になっております」

　綾音は深ふか々ぶかと頭を下げる。

「あ……こ、これはご丁寧に……」

　戸惑っているようだが、クラスメイトの母に話しかけられたら誰だってそうなるだろう。

　綾音はやわらかな髪を細い指でなおしながら、

「唐突な質問で恐縮ですが、最近息子に変わったことはございませんか」

「そ、そうだなあ……あいつはいつも変わってますが……」

　聞き捨てならない事を言う。ボッチの一徹を蔑さげすんでいるのだろうか。

『どうしてあんないい子に友達ができないのか』と綾音は嘆なげかずにはいられない。

「甘粕君は、最近よく九く条じようさんとつるんでますよ」

「九条さん、ですか？」

　聞いたことがない名字だ。

「九条ララァっていう転校生の女の子です。最近休み時間とか下校とか、いつも一緒にいるから『つき合ってるんじゃないか』って噂うわさですよ」

「!!」

　綾あや音ねはめまいを起こし、近くの机に手をついた。

「イ、イッくんが女の子と付き合う!?　息子にはまだ早すぎますよ！」

「いや……あなた高一で結婚したじゃないですか……」

　相手が何か言ったが、母の耳には届かない。

「イッくんは、子供乗せ自転車の後ろに乗るのが大好きな、可愛かわいい盛さかりの甘えん坊なんですよ！　そのララァって子は何を考えているんですか！」

「……」

　相手はなにも言わない。同感なのだろう。

　綾音は撓たわわな胸に手を当てて深呼吸。懸命に心を落ち着ける。

「……それで、今日イッくんはどこに」

「そのララァさんと下校しました。そういえばこのまえ商店街にいるのを見ましたけど」

「商店街ですね。ありがとうございます」

　綾音は再び頭を下げた後、他の生徒たちにも会え釈しやくし、

「皆さんも、息子のことをくれぐれもよろしくお願い致します。とってもいい子なんです」

　一人一人に黒くろ飴あめを渡し、教室を出た。

　綾音は駐輪場に向かい、子供乗せ自転車にまたがって発進。ママチャリの後ろに椅子がついているので、かなりの重さだ。

　だが綾音がそれを苦にする事はない。歩道ではなく車道を、時速五十キロほどで駆ける。

　道みち行ゆく人が啞あ然ぜんと見てくるが、綾音の頭は息子の事でいっぱいだった。

（イッくん……ママは、貴方あなたが女子と付き合うなんて早いと思うけど、本気なら何も言わない）

　いつも優しい瞳が、鋭く輝く。

（でも純粋極きわまりないイッくんが騙だまされてるなら、全力で助けるからね！）

　親馬鹿ぶりを発揮しつつ、十六歳の母は駆ける。

　あっという間に商店街の入り口へたどり着いた。中は歩行者専用道路なので、自転車を押して歩く。この商店街は、直線道路の両脇に店が建ち並ぶ形だ。一いつ徹てつたちが歩いていれば見つけやすい。

（イッくんのスマホ、迷子探しアプリが起動したままなら探しやすかったんだけど……）

　ＧＰＳで場所がわかるアプリだが、一徹は反抗期を宣言してからそれをオフにしてしまったのだ。

　綾音がキョロキョロしながら歩いていると、チャラそうな若い男が近づいてくる。

　綾音の起伏に満ちた全身を、好こう色しよくそうな目で見つめてきて、

「君すっごく可愛かわいいね。俺とちょっとつきあわない？」

「今、息子を捜している最中ですので」

「息子!?」

　啞あ然ぜんとする男を置き去りにしつつ、進み続けると……

（あっ）

　一いつ徹てつの後ろ姿が見えた。ひどい猫背で、見るからに元気がない。

　綾あや音ねは人々の陰かげに隠れながら、一徹を観察する。

「ア……アア～……」

　息子はゾンビのような声を出しながら、がくがく震える手で懐から紙包みを取り出した。

（も……もしかして、薬物!?）

　息子に限ってありえないとは思うが、それほど今の一徹の様子はおかしい。

　そして彼が紙包みから取り出したものは……

　柔らかそうな三角形のお菓子。京都名物・生なま八やツつ橋はしだ。米粉を練って蒸し、中に餡あんを入れたものである。

（ホッとしたわ。おやつかしら？）

　綾音がそう思った瞬間──

　一徹は生八ツ橋を、己おのれの両りよう頰ほおに押し当てた。

「……??」

　全く意味がわからず、綾音はスマホで『生八ツ橋』について調べる。しばらくは『八ツ橋の起源』、『生八ツ橋の名店』などの真面目な記事ばかりが出てきたが……

　あるサイトの一文に、綾音は注目した。




『生八ツ橋と、小学生のおっぱいの柔らかさは一緒らしい』




（これだわ!!）

　綾音は心の底から確信した。

（イッくんは雛ひなちゃんに甘えていない心の隙間を、生八ツ橋で埋めようとしているんだわ！）

　息子のあまりの不ふ憫びんさに、母の頰を涙が伝う。

（でも……そこまで我慢するなら、雛ちゃんに甘えればいいのに）

　きっと何か理由があるはずだ。綾音は慎重に追跡を続ける。

　その時、一徹の前を歩くサイドテールの少女が振り返った。

（──！　あれが九く条じようララァさん!?）

　モデルのようなスタイルの、凛りんとした美少女だ。素早い身のこなしで、一徹の両手から生なま八やツつ橋はしを奪い取る。

「か、返してくれ、ララァ！」

　惨みじめにすがりつく一いつ徹てつには、神しん童どうと呼ばれた面おも影かげはない……まあ綾あや音ね、雛ひなと暮らしてからは殆ほとんどなかったが。

　ララァは生八ツ橋をほおばり、栗り鼠すのように頰ほおを膨らませながら、

「もぐもぐ、これ美お味いしいわね……我慢して。私が後でいっぱい甘えさせてあげるから」

（な、なんですって！　そんなふしだらな！）

　綾音が受けた衝撃は、それだけでとどまらなかった。

　なんと二人は商店街のそばにある、ビジネスホテルに入っていったからだ。

（イ、イッく───ん！　ママより先に大人の階段上るなんてダメ！）

　綾音は結婚生活が二秒だったこともあり、まだそういう経験はない。

（孫の顔を見るのはまだ早いわ）

　高校生活、一徹と雛の子育て、それに加えて孫の面倒を見るのは荷が重すぎる。

　綾音は慌ててビジネスホテルに入った。カウンターの老人はやる気がないのかテレビを見ており、こちらに気づいていない。

　一徹とララァがエレベーターに入っていく。点灯したランプを見ると五階に行くようだ。

　綾音は再びホテルの外に出た。自転車を押して裏手に回り、垂直に伸びた雨あま樋どいを摑つかんで登る。つるつる滑すべるため、あまりスピードがあがらない。

（あっ）

　真上にある五階の部屋に、明かりがついた。タイミングからして一徹とララァが入ったのだろう。周りにのぞき見されるような建物がないからか、カーテンがあいている。

　綾音は滑る雨樋に苦く慮りよしながらも、なんとか五階まで登った。

　部屋の中をのぞき込む。

（イッくんは……あっ！）

　一徹は、ララァに膝ひざ枕まくらされていた。ララァは制服から私服に着替えており、ニットとフレアスカートがとてもよく似合っている。

　まさに美男美女のカップルだ。

　綾音は『ついに息子も親離れしたのか』と、とても寂さみしくなったが……

（……イッくん、あまり楽しそうじゃない）

　綾音や雛に甘えている時は、全身をだらしなく弛し緩かんさせ、締しまりのない顔をしているのに──今は少し緊張が感じられる。

　ララァの叱しつ声せいが、薄い窓ごしに聞こえた。

「違うでしょう一徹、もっと甘えなさい！　それではいつまで経たっても同じよ！」

「ううっ……！」

「声を出しなさい！　甘え声を！　そうすればテンションが上がるかもしれないわ！」

「バ、バブ────!!　バブゥゥゥゥ────!!」

　甘え声を絞り出す一いつ徹てつ。だがそこには、象の断だん末まつ魔まのような悲しみがこもっていた。

（こんなの──こんなの、甘えじゃないわ！）

　甘え側の『甘えたい』という思いと、甘えさせ側の『相手を笑顔にしたい』という思いがなければ。

　息子は苦しんでいる。表面上は甘えながらも、心では泣いているのだ。

　そして生なま八やツつ橋はしの件でもわかる通り、本当は雛ひなの胸に甘えたいのだ……！

（私にはわかるわ。お腹を痛めて産んでなくてもママですもの！　生みの親より育ての親よ!!）

　まあ綾あや音ねが親になった時には、一徹は高二まで育っていたが。

（どうしてこんな事を……）

　窓越しに、九く条じようララァを見つめる。

　この少女が現れてから、我わが家やの天使エンジエルはおかしくなった。

（このままにしてはおけないわ）

　綾音が握にぎっている雨あま樋どいが、みしりと音を立てた。




　それから一時間ほど、一徹はララァに甘え続けた。

　いや、ララァに『甘えるよう強いられていた』というべきか。結局最後まで、一徹は心からの笑顔を見せることはなかった。

　一徹はうなだれながら、部屋を後にする。

　綾音がそのまま、部屋を観察していると……ララァが部屋備え付けの電話で、どこかに連絡をはじめた。

　続いて荷物を、トランクにまとめる。

（どこかへ行くつもり？）

　綾音は雨樋を伝って一気に下へ降りた。子供乗せ自転車に乗り、ホテルの正しよう面めんに回って入り口を凝視する。

　やがてホテルの入り口に、高級そうな黒塗りのセダンが止まった。車にはあまり詳しくないが、エンブレムからするとベンツのようだ。

　運転手が降車して、後部ドアをあける。

（あっ）

　ララァがホテルから出てきた。頭を下げる運転手にトランクを預け、慣れた様子で後部座席に座る。

　ベンツが発進すると、綾音は自転車を車道に入れ、追いかけた。

　帰宅ラッシュの時間であることが幸いした。道路の流れは遅く、他の車両に隠れて追跡することができる。相手は目立つ車なので見失う心配も少ない。

　だがやがて道は急坂にさしかかり、さすがの綾あや音ねも息があがりはじめた。

（……こ、ここは白しろ鷲わし台だいね）

　高級住宅街だ。医師や会社役員などの富ふ裕ゆう層が住み、立派な邸てい宅たくが立ち並ぶ。

　綾音は懸命に立ち漕こぎするが、ベンツのテールランプは遠くなっていく。このままでは見失ってしまう。

（イ、イッくん……）

　息子のことを思い出す。

　一いつ徹てつは、二秒しか結婚生活がなかった夫の連れ子にすぎない。

　なのに自分は、何な故ぜこんなにあの子のために頑張るのか。まるで、何者かに命令されているような……

（……いえ違うわ。これは私の意志）

　思えば──一徹を愛いとおしく思うようになるキッカケは、披ひ露ろう宴えんだった。

　亡くなった夫は、一徹に『遺体との二に人にん羽ば織おりで披露宴をやってくれ』という遺言を残した。

　明らかに常じよう軌きを逸している。普通の人なら『何をバカな』と切り捨てるだろう。

　だが一徹は、やり通した。

　敬愛する父の願いを叶かなえようと一心不乱な姿に、綾音は圧倒されたのだ。

　だが葬そう儀ぎが終わったあと……一徹は堰せきを切ったように父を想って泣いた。神しん童どうと呼ばれても、一皮むけば只ただの寂さみしがり屋やの少年だった。

　その姿を見た綾音の胸に、かつてないほど温かく、強い衝動が湧き上がってきたのだ。

『この子を守りたい』

　この感情を、母性というのかもしれない。

　そして今、愛する息子はララァによって苦しんでいる。彼女について何としても調べなければならない！

「はあ……はあぁ……っ！」

　綾音は急坂でフラつきながらも追走を続けた。その瞳はベンツを見み据すえ、『絶対に逃さない』という意志を込めてペダルを回し続ける。

　そしてついに……ベンツが止まった。

　白鷲台でも、ひときわ大きな屋敷の前だ。金属製の門柵がゆっくりと開いていき、ベンツが入ると閉じられる。

　柵を誰かが動かした様子はない。電動式なのだろう。

（こ、ここが……九く条じようララァさんの家なの？）

　綾あや音ねは自転車を降りた。汗で濡ぬれた体を十一月の夜よ風かぜが冷やしていく。あまりの運動に黒ストも何カ所か破れ、白い足がのぞいている。

　ここまで巨大な屋敷だと、門の前にはおそらく監視カメラが仕掛けられているだろう。

　綾音は自転車を押して通行人を装い、門へ向かう。

　チラリと鉄柵から中を観察。たくさんの木や観葉植物が電灯に照らされていて、その奥に巨大な邸てい宅たくが見える。それに、獣のうなり声のようなものが聞こえた。

　続いて綾音は、太く高い門もん柱ちゆうを見上げる。

　そこには大きな木製の表札が掲かかげられ、雄ゆう渾こんな字でこう書いてあった。




　日吉




（『日ひ吉よし』？　『九く条じよう』ではないの……!?）

　綾音はさらに混乱した。

　とつぜん一いつ徹てつの前に現れ、幸せに満ちていた甘あま粕かす家を乱す九条ララァは何者なのか。

　それを知るため頑張ったが、結果さらなる謎に直面してしまった。

　だが真相がどうであれ……

　息子は意に添わぬ甘えをさせられ、苦しんでいる。なんとしても助けなければ。

（あなた、私に力を……）

　綾音は夜空を見上げて亡き夫に祈った。その姿は聖母のように清らかで美しかった。







「はあ……」

　放課後。

　英えい凛りん学園の屋上で、一いつ徹てつは深くため息をついた。その顔には精彩がなく、全身から疲れが滲にじみ出ている。

　ララァによる、バブみ依い存ぞん症しよう矯きよう正せいプログラム開始から一週間経たったが……

　まだ第一段階の『年上に甘える』、『バブみ以外にも心の支えを見いだす』で足あし踏ぶみしている。プログラムは第三段階まであるのに、かなり悪い進しん捗ちよく状況だ。

　それどころかオギャりを絶たっている分、逆にバブみ熱が高まっている始末。

　このごろは優しそうな後輩の女子、大人びた小中学生、そしてなんと子持ちの雌めす猫ねこにも母性を感じ始めている。むろん家族に対するバブみより遙はるかに弱いので、耐えられているが……。

　このままバブみの対象範囲が広がっていけば、エプロン、割かつ烹ぽう着ぎなど、生物以外にもバブみを覚えるかもしれない。

　そんな自分が恐ろしくなり、さらに義ぎ母ぼや義ぎ姉しに甘えたくなる……

　一徹はそんな、人類最さい底てい辺へんクラスの悪循環に陥おちいっていた。

　髪を強くかきむしり、

「ララァ、俺はもうダメかもしれない。今朝などはテレビのニュースを見ていて『水揚げされた養殖二年目の牡か蠣き』にバブみを覚えた……」

「まあそこまで行って『かもしれない』で済ますあたり凄すごいけど……」

　もうすでに手遅れであろう。

　ララァは唇をとがらせ、しなやかだが起伏の少ない体を見下ろす。

「でも私って、二年目の牡蠣より母性がないの……」

「君が悪いんじゃない。悪いのは牡蠣の『海のミルク』といわれるほど栄養たっぷりのボディだ」

「悪いのはどう考えても、あなたのバブみ性癖よ!!」

　慰なぐさめたのに怒られた。

　ララァは苛だたしげにサイドテールをいじる。その髪はツヤツヤで、先日美容院に行ってからは手入れを欠かしていないらしい。

「想像以上にあなたのバブみ依存症はひどかったようね。このまま漫まん然ぜんと矯きよう正せいプログラムを続けていても、ジリ貧かもしれないわね……」

　ララァは天を仰いで考えていたが──不意に、その頰ほおがポッと染まる。

　蒼あおい瞳をこちらに向けて、思い切ったような声で、

「あ、あの！　一いつ徹てつ！」

「ん？」

　長い脚をもじもじさせながら、

「明日の土曜から月曜の高校創立記念日まで、三連休でしょう？」

　うなずくと、ララァは上目遣いで、

「今日から三泊四日で、私とあのホテルで合宿しない？　すべてのオギャり要素を排除して、みっちり脱バブみの特訓をするの」

「なるほど……」

　一徹にはありがたい提案だった。家に帰った時が一番つらい。世界で一番バブみを覚える家族が側そばにいるのに、一切オギャってはいけないのだ。

『反抗期』という口実で少し距離をおいているので、なんとか耐えられてはいるが。

「……そうするか。綾あや音ねママと雛ひな姉ねえには『友達と旅行する』とか言っておく」

　いま一徹に友達はいないが、説明のしようはある。むしろ綾音と雛は『新しいお友達ができたのね』と大喜びしてくれるかもしれない。

「では決まりね一徹！　私は先にホテルに行って、部屋を二人用に変える手続きをしておくから！」

　ララァは何な故ぜか嬉うれしそうに、軽やかな足取りで駆けていった。

　未来の一徹は、ララァの父代わりだったという。長く一緒に過ごせるのが嬉しいのかもしれない。

（……ララァにも苦労かけてるよな）

　一徹の為ためにわざわざ未来からやってきたのに、いまだ何の成果も出せていないのだ。

（ホテルに行くとき、ハンバーガーを土産みやげに持っていこう）

　そう決めて、屋上を後にする。

　鉄てつ扉ぴを閉じる瞬間、屋上の片隅で何かが動いたような気がしたが……

　改めてみると、なにもない。

　気のせいかと思い、学校を出て帰路につく。ホテル暮らしを始めるため、家で準備をしなければならない。

（……一人の帰り道って、寂さみしいな）

　綾音と雛がいない孤独感と、すれちがう年下女子へのバブみが、一徹の心を苛さいなむ。

　商店街を通りぬけ、自宅にたどりついた。

　明かりがついていないので、まだ誰も帰っていないようだ。イルカのキーホルダーがついた鍵で、玄関をあける。

　中に入ると、その静けさに胸がしめつけられる。

　以前は笑い声、あやす声、一いつ徹てつがオギャる際の噓うそ泣きが絶たえない、幸福そのものの家だったのに……

（あの日々に帰りたい）

　うなだれながら、着替えをとるべく自室へ向かった時。

「……イッくん」

　背後から、ひんやりした声がした。

　慌てて振り向く。

　いつのまにか雛ひなが、そこに立っていた。

　いつもの天てん真しん爛らん漫まんな笑顔ではなく、それこそ機械を思わせる無表情だ。

　こんな雛は見たことがない。一徹は気け圧おされたが、ひきつった笑みを作り、

「ひ、雛ひな姉ねえ、帰ってたんだね。どうしたの？　電気もつけないで」

　雛は何も答えず、感情のうかがえない瞳で見上げてくるだけだ。

「ところで俺、今日から友達と三泊四日の旅行に──」

「噓つく子、お姉ちゃん嫌い」

　微み塵じんの容赦もなく、否定される。

「そ、それは酷ひどいな。実は最近遊び友達ができて」

「それも百パーセント噓」

　雛は次々に逃げ道をふさいでくる。

（この口調、雛姉は何かに気づいている）

　一徹がそう確信したとき、今度は背後から綾あや音ねの声がした。

「ママねぇ、きょう屋上で、イッくんとララァさんの話を聞いちゃったの」

　振り向く間もなく。

　首の後ろに強い衝撃が走った。遠ざかる意識の中、綾音と雛の昏くらい声が聞こえる。




「「ララァさんのところには、行かせない」」




（ララァの事を、知っている……！）

　義ぎ母ぼと義ぎ姉し──バブみネーターたちは、一徹に矯きよう正せいプログラムをさせないため実力行使に出たのだろうか。

　そう思った瞬間、一徹の意識は途切れた。




●




「う……」

　一いつ徹てつは目を覚まし、何度も瞬まばたきした。

　見慣れた天井が見える。どうやらリビングに仰あお向むけになっているらしい。

　二人の少女が左右から顔を出し、見下ろしてくる。

「ねぇ雛ひなちゃん、イッくんが起きたわ」

「そうだね、ママ」

　愛する家族にして、バブみネーター──綾あや音ねと雛。

　一徹は起きあがろうとしたが、首に何かが引っかかった。

　手を当てると金属の輪の冷たい感触。そこから鎖が延びていて、柱に括くくりつけられている。鎖は短いため、ほとんど身動きができない。

「マ、ママ、雛ひな姉ねえ、これは一体!?」

『殺されるのか』と一瞬思ったが、それはララァから聞いたタイムスリップのルール上できないはずだ。

　ならば監禁だろうか。ＧＯＤゴツドが世界を完全に支配するまで何十年も……これなら殺人ではないからルールに引っかからない。

　だがたとえバブみネーターだとしても、綾音、雛とは家族として暮らしてきたのだ。一徹にそんな事をするだろうか？

　一徹はおそるおそる尋ねた。

「ふ、二人とも、俺を監禁するつもりじゃないよね？」

「「いえ、するわ」」

「!!」

　愕がく然ぜんとしてしまう。

　この家で共に育んできた絆きずなはやはり、偽いつわりのものだったのだろうか。

（俺は、これから何十年も監禁され……）

「ごめんね、一週間くらい我慢してね？」

　綾音の申し訳なさそうな口調に、一徹は我われに返った。

「い、一週間？　それだけ？」

「それだけって……もっと監禁してほしいの？　それはさすがにママ、ドン引きしてしまうわ」

　綾音が頰ほおに当てて、嫋たおやかに首をかしげる。いつもの母性あふれる表情だ。

　続いて雛が小さな両こぶしを握にぎり、全身に力を込めて、

「イッくん、とっっっっっっっっても辛つらそうだから緊急的に拘こう束そくしたのよ」

「え」

「このままだと、私たちに甘えるのを我慢しすぎて壊れちゃう」

　まさにその通りだ。現に牡か蠣き──海のミルクにすらバブみを感じていた。

　だが一いつ徹てつは、精一杯の反論を試みる。

「我慢じゃないよ雛ひな姉ねえ。俺が甘えなかったのは反抗期だからで……」

「それは噓うそ!!　イッくん、私やママに甘えたい、甘えたいって気持ちがほとばしり出てたもん！」

　さすが家族。お見通しだったらしい。

　今度は綾あや音ねが申し訳なさそうに、縦たて縞じまセーターの撓たわわな胸元へ手を当てた。

「実はママね、このまえ町でイッくんとララァって子が歩いてるのを見て、ついホテルまで後をつけちゃったの」

「そ、そうだったのか……」

「そしてつい、雨あま樋どいを利用して猿のように登り、五階の窓からのぞいたの」

　もはや『つい』のレベルではないが、綾音の身体能力なら可能だろう。

「そこで見たわ。イッくんが九く条じようさんに甘えているのを……いいえ、あんなの甘えじゃない──」

　綾音の涙まじりの声が、リビングに響きわたる。

「イッくんの気持ちが、全然こもってないからよっ!!」

「!!」

　その通りだ。

　ララァは一ヶ月程とはいえ年長……そのため彼女に一徹はバブみを感じられなかった。

　しかもあくまで『矯きよう正せいプログラム』の一いつ環かん。心のままに甘えていた綾音や雛とは違い、ララァには上うわっ面つらの甘えしかできなかったのだ。

　綾音はなんと、今日は屋上でフェンスにへばりついて盗み聞きしていたという。一徹の『旅行に行く』を噓と切り捨てたのはそのためだろう。

　綾音は両手で顔を覆おおい、かぶりを振る。

「ママたちこれ以上、甘えられなくて苦しむイッくんを見ていられない」

「だから緊急的にこうしたの。そして──」

　雛が立ち上がって、部屋の隅へ歩いていった。

　少しして、オルゴールのような音色が聞こえてくる。

（あ、あれはまさか！）

　一徹は戦せん慄りつし、起きあがって逃げようとした。だが首輪による戒いましめはビクともしない。

「さあイッくん、楽にしてあげるね……」

　雛が、ホッケーマスクを被かぶった殺人鬼のようにゆっくりと近づいてくる。そして一徹の傍かたわらで長いものを勢いよく振り上げ──

　枕まくら元に、設置した。

「!!」

　一いつ徹てつはまばたきもせずに、眼がん前ぜんに現れた傘の骨のような物体を見つめた。

　人形が多数ぶら下がっていて、オルゴールのような音色と共にクルクルと回っている！

（これは──赤ん坊をあやす玩具おもちや・ベッドメリー!!）

　綾あや音ねが不思議そうに首を傾かしげ、やわらかな髪を揺らす。

「雛ひなちゃん、ベッドメリーなんていつのまに買ったの？」

「……ママ、今はそれよりイッくんを」

　二人は頷うなずきあい、一徹の甘やかしに取りかかる。

「「よ～しよしよしイッくん、いい子でちゅね」」

　一徹の脳裏に、ララァの言葉が浮かぶ。




『バブみネーターによるバブみは麻薬よ。少しでもオギャれば、一気にバブみの底なし沼へ引きずり込まれるわ』




　二体のバブみネーターは一徹をオギャらせ、再びバブみの底なし沼に引きずり込むつもりなのだ。

（そうはさせるか！）

　ここでオギャれば、今までのバブみ矯きよう正せいプログラムが無駄になる。ララァにホテルで甘えた日々……その成果を今こそ発揮する時。

（それに、持ちこたえていればララァが助けにくるはずだ）

　一徹からの連絡がなければ、彼女は不審に思ってこの家に来るだろう。

（俺は人類を救う男。それまで耐えてみせる！）

　一徹は強く決意した。

「じゃあまず、お姉ちゃんが歯をしゅわしゅわしてあげるね」

　まず動いたのは、第二世代バブみネーター雛。一徹の頭を持ち上げ、下に柔らかな太ふと股ももを滑すべり込ませてくる。ひざまくらだ。

　そして口こう内ないに歯ブラシをつっこんできた。そのブラッシングは優しく丁寧で、とても心地よい。

（だが甘いぞ雛ひな姉ねえ。こんな基本技が通じるかバブー）

　少しオギャりかけたが、なんとか耐える。

　だが雛の攻撃はそれだけでは止とどまらなかった。

「うーん、奥歯がよく見えないよぉ」

　そう言って前かがみになると……超小学生級の胸が、一徹の顔に近づいてきた。

　胸の着地に備える一徹。その脳裏に浮かぶのは、かつて頰ほおに押し当てた京菓子だ。

（これは生なま八やツつ橋はしだ、生八ツ橋なんだ……!!）

　早くもララァの矯きよう正せいプログラムは関係なくなった。だがそんな事を気にしている場合ではない。

　雛ひなの胸が──一いつ徹てつの顔にあたった。

「!!」

　生なま八やツつ橋はしなど比較にならぬ、天てん上じようの柔らかさがそこにあった。

　どうやらＧＯＤゴツドの技術は、小学生のおっぱいのリアルさでは京菓子職人を上回っているようだ。職人もそこを目指していないとは思うが。

「雛ちゃんばかりずるい。ママもするわ」

「うん、じゃあママ、半分こね」

　綾あや音ねと雛は一徹の頭を、それぞれ一本の脚でひざまくらする。

「さあイッくん、ママが歯の裏も磨いてあげるわね。ええと……こうすれば見えるかしら」

　綾音が顔を近づけてきて、一徹の口こう内ないをのぞき込もうとする。

　当然、たっぷりした水すい蜜みつ桃とうが一徹の眼がん前ぜんに迫ってくる。

　雛の攻撃でオギャりかけていた一徹だが、最後の抵抗を試みた。

（この胸の先端についてるのは、マッグのストローだ。ストローなんだ……）

　人類の未来のため、懸命に自己暗示をかける。

　だが──綾音はブラをしているので、そもそも乳首が一徹に触れることはない。












　ゆえに自己暗示は、あっさり失敗に終わった。

　綾あや音ねの大質量の胸が、一いつ徹てつの顔を覆おおう。

　瞬間。

『脳が爆発したのでは』と思うほど、頭を激げき烈れつな快楽物質がかけめぐった。全身が激しく痙けい攣れんし、涙があふれた。

　綾音が鼻歌を歌いながら、口こう内ないをブラッシングしてくる。

「お口しゅわしゅわ。イッくん気持ちいい？」

「……ア……」

「うん？」

「ア─────!!　アァァァ──────イ!!　バブアアアアアアアアアアアアアァァァアァァ─────イ!!」

　一徹はついに、歓かん喜きの声を喉のど奥おくから迸ほとばしらせた。

「イッくん喜んでる、喜んでるわ。ねえ雛ひなちゃん！」

「かわいい……かわいい……！」

　綾音と雛は手をとりあって、

「「ふふ、ふふふ、うふふふふっ……!!」」

　家族が──二体のバブみネーターが声を揃そろえて笑っている。

　休止していた火山が大噴火するように、猛もう烈れつにオギャる一徹。その脳の奥で、かすかに理性がささやく。

（これで人類は、滅ぶのか……）

　甘あま粕かす一徹は、ＧＯＤゴツドの刺し客かくバブみネーターに破れたのだ。

　世界はいずれ、ＧＯＤによりディストピアとされる。

　なのに一徹はレジスタンスも作れず、オギャり続けるのだろうか。

　それを防げるのはエージェント九く条じようララァだけだ。彼女はこれからどう動くのだろうか。

（ラ……ラァ……）

「「ほら、もっとお口しゅわしゅわ」」

「バブ─────」

　残されたかすかな思考能力も、綾音と雛による怒ど濤とうの甘やかしに搔かき消されてしまった。

　部屋に響くベッドメリーの音楽が、世界滅亡への葬送曲レクイエムのように聞こえた。














　甘あま粕かす綾あや音ねは、久しぶりの一いつ家か団だん欒らんに安らぎを覚えていた。

　帰宅後、最初は甘えるのに難色を示していた一いつ徹てつ。だが二人がかりで歯磨きすると、すぐに以前の甘えぶりに戻ってくれた。

　いま彼は、添い寝する雛ひなに全身を優しくくすぐられている。

「バブアァァァァァ────！　アァァァァァァァ─────イ!!」

　幸せ一杯の息子の声に、綾音の瞳から涙がこぼれる。

　……まあ以前より甘え方が凄すごいようだが、ララァに望まぬ甘えをしていた反動だろう。

　だがなぜ一徹はそんな事をしていたのか？

（厳しく問いただす必要があるわ）

　綾音は鬼のツノのように、両手の人差し指を頭の上で立てた。

「イッくん、ララァさんとはどういう関係なの？　教えなきゃ『めっ』するわよっ」

「や!!」

　頰ほおを膨らませて、そっぽを向く一徹。

　綾音は頭に立てた指でツンツン突っつき、『めっ』しつつ、

（やはり九く条じようララァさん本人に、聞くしかないわ）

　あの子はかなり怪しい……先日彼女を尾行して辿たどりついた屋敷には『日ひ吉よし』という表札があった。

　名字が違う。

　綾あや音ねが何度かララァを尾行した限りでは、彼女は学校、ビジネスホテル、『日吉』という屋敷にしか行っていない。

　不審な点はまだある……綾音はリビングから出て、廊下を歩きながら思し索さくを続けた。

　英えい凛りん学園に転入するには、以下の二つの条件を満たさねばならない。





一、転入試験に合格すること

二、この市に一家ごと転居する等などの『やむをえない場合』であること






　英凛学園は名門中の名門なので、とうぜん入学志願者は多い。なので『二』の条項がないと、一般入試で落ちても転入試験で入学する者が出てきてしまうのだ。

　綾音が『日吉』の屋敷の近所で、軽く聞き込みをしたところ……

　屋敷は、この都市に本社がある日本最大の家電会社『日ひ芝しばエレクトロニクス』の創業家のもので、八十年近く前からあそこに建っているという。

　つまりララァが、『一家転居などやむをえない場合』で転入してきた可能性は低いのだ。

（そもそもなぜ、九条ララァさんはあの『日吉』という屋敷に入っていったのかしら？）

　日芝エレクトロニクスの創業家の、親戚か何かなのだろうか？

　綾音はこの会社についてネットで調べた。創業者は老いて会長職に退いている。現社長はその婿養子で、他の家族構成は不明。

（これ以上は、ララァさんに直接聞くしかないわ）

　虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ず。一刻も早く、大事な息子に望まぬ甘えをさせていた理由を問いただしたい。

　もう夜の七時。今日中に会うなら、ビジネスホテルか屋敷に行くしかないだろう。

　得体の知れない相手。怖くて仕方ないけれど──

「バブバブバブァァァァァアア─────　ア─────イ!!　あぁあああああああ……ああ、ぁあああああああああああああ　にゃぁああああああんバババババババババババババブ──────!!」

　一いつ徹てつが雛ひなに甘える、喜びに満ちあふれた声が聞こえる。

　あの幸せを守るためなら、母はいくらでも強くなれるのだ。

　綾音はリビングへ戻り、一徹に頰ほおずりする雛に声をかけた。

「雛ちゃん、わたし急にＰＴＡの用事ができたの。ちょっと帰りは遅くなるかもしれないけれど、行ってくるわね」

「うん！　ほらイッくん、ママに『いってらっしゃい』しようね」

　雛ひなが一いつ徹てつの手をとって振る。息子の首はだらしなく垂れ、目の焦点は合っていない。

「さあイッくん、次はお姉ちゃんが、リコーダーの演奏聴きかせてあげまちゅからね」

（しっかり者の雛ちゃんに任せておけば安心ね）

　そう思い、綾あや音ねはチェスターコートと手袋をつけて外に出た。

　子供乗せ自転車にまたがり、車道を猛スピードで疾走する。

　ビジネスホテルに着いたが、例の五階の部屋に明かりはついていなかった。

　ならばと綾音は自転車を、高級住宅街・白しろ鷲わし台だいに向かわせる。

　坂の上にある『日ひ吉よし』の表札がある屋敷にたどりついた。

　門柵越しに中をみる。電灯に照らされて、手入れされた沢山の庭木が見え、そのさらに奥に大きな邸てい宅たくがある。

　ここにララァはいるのだろうか。もしそうだったら彼女は何者なのか、なぜ一徹に望まぬ甘えをさせたのかを聞かねばならない。

（……怖いわ）

　インターホンに向けた指が震える。

　だが……自宅にいる、鎖でつないだ息子の笑顔を思えば、勇気がわいてくる。

　綾音は意を決し、インターホンを押した。

　わずかな間をおいて『はい』と中年女性の声が聞こえてくる。

「夜や分ぶんに失礼致します。私は英えい凛りん学園一年生の甘あま粕かす綾音と申しますが、九く条じようララァさんはご在宅ですか」

　しばしの沈黙のあと、どこか苦みの混じる声で、

『……そのような方は、存じ上げません』

「失礼ですがそれは噓うそです。私はこの目で、ララァさんがここに入っていくのを見ました」

　相手が息をのむ気配がした。

　その後、男女で何かを話し合う声が聞こえてくる。

　不ふ穏おんな雰囲気だ。綾音が固唾かたずをのんで立ち尽くしていると──

　重そうな門柵が、微かすかな軋きしみを立てて開いていく。

　そしてマイクから中年女性の、冷えきった声。

『どうぞお入りください』

　綾音は表情を強こわばらせながら、おそるおそる敷地内へ。

　するとすぐに、背後でガシャンという音がした。振り返れば門柵が閉まっている。

　そして、獣の獰どう猛もうな唸うなり声が近づいてきた。

　五頭の大きなドーベルマンが植物の間から現れ、綾音を取り囲んでくる。

　罠わなだったのだろうか。綾あや音ねは桜色の唇をかみしめた。

（ああどうしましょう……！　このワンちゃんたちが襲いかかってきたら！）

　うまく殺さずに制圧する自信がない。

　たしかドーベルマンは子犬で三十万円ほどしたはず。正当防衛だから弁償させられないとは思うのだが。

　ドーベルマンたちが屈かがみ、攻撃態勢に入る。そして一匹が飛びかかってきた。

（仕方ないわ！　この一匹目のワンちゃんをなるべく惨むごたらしく殺し、残りのワンちゃん達たちに力の差を見せつける！）

　そうすれば犬達は撤退するかもしれない。

　大おお口ぐちをあけて襲いくるドーベルマン。綾音がその上顎と下顎をつかみ、上下に肉体を引き裂こうとしたとき──

「待て！」

　突とつ如じよ響いた男性の声に、すべての犬の動きが止まった。

　綾音がドーベルマンから手を離すと、犬は格の違いを見せつけられたかのように全速力で逃げていく。

　続いて、庭の奥から壮年の男性が走ってくる。仕立てのいいスーツを着こなす紳士だ。

「我わが家やの番犬が大変失礼しました」

「ホ、ホッとしましたわ……」

「本当に申し訳ない。さぞ恐ろしかったでしょうな」

　綾音がホッとしたのは、ドーベルマンを上下に引き裂かずに済んだためだ。

「どうぞこちらへ」

　紳士に先導され、庭を歩く。

　電灯が点々と設置されているため暗くはなく、よく手入れされた植物や、見事な石像、沢山の水をたたえる噴水が見えた。

　屋敷の玄関扉は、立派な一いち枚まい板いた。自動ドアのようで、紳士が近づくとスライドして開いた。

　中に入る。

　見上げると大きなシャンデリア。それに高価そうな陶器や絵画が飾られている。

　玄関マットはペルシャ絨じゆう毯たんだろうか。綾音は足を乗せる時かなり緊張した。

　長い廊下を通り、広い部屋に入った。

　中央には西洋貴族が使うような長机があって、三つ叉またの燭しよく台だいに蠟ろう燭そくが点灯していた。天井の照明からは柔らかい光が降り注いでいる。

　壁には二メートルほどもある写真が飾られていた。老人、ここへ案内してくれた紳士、その妻らしき女性、三つ編み眼鏡の瘦せた少女が写っている。家族写真だろうか。

（本当にすごい家。お金持ちってこういう所に住んでいるのね）

　家族にも見せてあげたかった、と思ったが……自分がここへ来たのはララァについて調べるため。慌てて気持ちを引き締める。

　紳士は綾あや音ねに下しも座ざの椅子をすすめ、自分は上かみ座ざに座った。長机に挟まれているので、十メートルほどの距離がある。

「甘あま粕かす綾音さん……でしたな。私は日ひ吉よし正まさ臣おみ。日ひ芝しばエレクトロニクスの社長を務めております」

　綾音はネットで得た情報を思い出す。日吉正臣──創業者の婿養子で、二代目社長。その経営手腕は確からしく、受け継いだ会社を世界的企業に育てた人だ。

「あなたは甘粕一いつ徹てつ君の、お母様ですな」

「えっ、私や息子の事をご存じなのですか」

「はい、ある事情から……」

　正臣は疲労のこもった溜ため息いきをついた。その姿には大企業の社長としての威厳は感じられない。

　綾音はその様子に違和感を覚えつつ、背筋を伸ばして本題に入る。

「日吉さん、私がここに来たのは、ララァさんについて尋ねるためです」

「……ララァ」

　その名を正臣は、忌いま々いましげにつぶやいて、

「『そんな者はウチにはいない』──と言いたいところですが、貴方あなたはあの子が、この屋敷に入るのを見たのですよね」

　綾音がうなずくと、正臣は立ち上がった。

「ご覧になった方が早いでしょう。どうぞこちらへ」

　屋敷の奥へ案内されると、エレベーターがあった。

　三階で降り、しばらく廊下を進む。一つの扉の前で正臣が足を止め、ドアノブに鍵をさしこんだ。

「『驚かないでください』と言っても無理でしょうね。ですが、ここにあるモノをしっかりと見てください」

　綾音の細い喉が、ごくりと鳴った。

　正臣が扉を引き、中の光景が綾音の目に飛び込んでくる。

「ぁ……ああっ……!!」

　綾音は思わず一歩退さがった。全身に悪お寒かんが走り、冷や汗が吹き出してくる。そこには、ドーベルマンなど足元にも及ばない恐怖があったのだ。

　混乱のあまりうまく考えられないが、一つだけ確かな事がある。

　あの九く条じようララァという少女は、本当に危険だ……！




●




　一方、甘あま粕かす家のリビング。

　一いつ徹てつはうつぶせになり、雛ひなの超小学生級の胸に顔をうずめていた。

「よしよし、いー子、いー子。かわいい」

　雛が頭を撫なでるたび、一徹の首から伸びた鎖がジャラジャラと音を立てる。

「イッくん、ママ遅いでちゅね～。先にご飯食べてまちゅか？」

　一徹は足をパタパタさせ、肯定の意を示す。

　すると雛は「んしょんしょ」と一徹の体から抜け出し、台所へ向かっていった。

「待っててね、すぐにできまちゅからね～」

「ンア───」

　久しぶりのオギャりによって、一徹の理性は殆ほとんど崩壊していた。今はベビー服を着せられ、おしゃぶりをつけさせられている。

　いずれも雛が、どこからともなく持ってきたものだ。

　そういえばいま頭上で回っているベッドメリーも、綾あや音ねは初めて見たような事を言っていた。二人で買ってきたのではないのだろうか？

　以前、子供乗せ自転車を二十キロは離れている実家から持ってきた事といい、雛の準備の良さは度が過ぎている気がする。

　第二世代バブみネーターの能力なのだろうか？

（そんな事どうでもいいか……俺はもう、バブみ依い存ぞん症しように屈したのだから……）

　かすかな無念とともに、おしゃぶりを嚙かみしめる。

　その時。

　ガラスサッシのカーテンがいきなり開き、ララァが足音もなく入ってきた。初対面の時のような迷彩服をまとい、バッグを背負っている。コンバットブーツは脱がずに土足だ。

　ガラスサッシには小さな穴があいている。あそこから手を入れて鍵をあけたのだろう。

　ララァはベビー服姿の一徹を見おろし、涙を浮かべる。

「ああ一徹！　な、なんてひどい姿……！」

　そして傍かたわらに膝ひざをつき、おしゃぶりを外してくれた。

「ララァ、俺は……もう、ダメだ……」

「いやもう、とっくの昔に人としてダメなのはわかってるけど」

　ぐうの音ねも出ない。

「でも頑張って！　世界を救うのは貴方あなたなのよ！」

「もうダメだ、今も甘えたくてたまらない……気を抜いたら雛ひな姉ねえを呼んでしまいそうで……！」

　その気持ちを、歯を食いしばってなんとか抑え込む。

　ララァがバブみネーターに見つかれば、どうなるかわからない。

　過去にタイムスリップした者が人を殺せないのは、未来の変化を防ぐためだ。タイムトラベラーであるララァはそのルールに守られないかもしれない。

　一いつ徹てつは熱病患者のように汗をかき、震える声で、

「俺がバブみの衝動を抑えているうちに……お前は早く逃げるんだ……！」

「残念ながら、未来の貴方あなたに育てられたイカロスのエージェントは、そんな柔やわじゃないのよ！」

　ララァは、バッグから小型の電動ノコギリを取りだした。鎖に刃やいばを当てて起動させると、歯医者のドリルのような音がした。

　台所から雛ひなが声をかけてくる。

「イッくん、この音なぁに？」

「ジェ、ジェット機ごっこだよ、きゅいんきゅいんきゅいいいいいいいん」

「わぁ上手ねぇ」

　うまく誤ご魔ま化かしている間に、鎖は切れた。だが一徹にはもう逃げる気力がない。

「ララァ、俺はバブみ依い存ぞん症しようから逃れられない。お前の任務ミツシヨンは失敗したんだ。これからは一人の女の子として生き……」

「しっかりしなさい、甘あま粕かす一徹!!」

　パーン!!　と強烈に頰ほおを張られる。

　思わず義ぎ姉しを呼んでオギャりたくなったが──ララァの真まっ直すぐな瞳がそれを押しとどめた。

「貴方はイカロスの創設者でしょう！　人類の未来はその双そう肩けんにかかっているの!!」

「人類の……未来……」

　ララァが語ったディストピアが、脳裏をよぎる。人々をそんな状況に置いて、自分は安あん穏のんと甘え続けられるのだろうか。

　ララァが、お姫様抱っこの要領で抱えあげてくる。

「諦あきらめては駄目。どんなにバブみネーターの母性が強大だろうと、きっと勝利への道はあるわ」

　ガラスサッシから出て庭を駈かけ、門の外へ。

　道路にはサイドカーつきの大型バイクが停とめてあった。

　ハーレーダビッドソンスポーツスター。排気量１０００㏄はある怪物バイクだ。十八歳未満は４００㏄以下のバイクしか乗れないが、ララァは未来人。法律など無視しているのだろう。

　一いつ徹てつはサイドカーに乗せられ、ララァはハーレーに颯さつ爽そうとまたがった。

「貴方あなたはこの家にいる限り、バブみネーター達たちの呪じゆ縛ばくから逃れられない」

　ララァは一徹を見下ろし、陶とう酔すいしたような声で、

「逃げましょう二人で。どこまでも、どこまでも遠くへっ！」

（……？）

　夜なのでよく見えないが、向けてくる笑顔がやや歪ゆがんでいるような……

　一徹が微かすかな違和感を覚えたとき、雛ひなの声が聞こえてきた。

「あれ、イッくんどこ？　どうして鎖が!?　イッく────ん!?」

　部屋の異常に気づいたのだろう。悲痛に満ちた叫びで、一徹を呼ぶ。

　ララァがそれを搔かき消すように、ハーレーのエンジンをかけた。




●




　──時間は少し戻る。

　日ひ吉よし家の屋敷にある広い部屋で、甘あま粕かす綾あや音ねは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　そこは……一徹で満ちあふれていたのだ。

　学校の黒板程もある大きなコルクボードには、一徹の写真がビッシリ貼られている。

　登校や下校時などを写うつしたもの。だが異様なのは、一枚もカメラ目線がないことだ。おそらく隠し撮りではないか。

　高校生クイズに出たときの映像を、プリントアウトしたものもある。

　部屋を見渡せば、手製なのか一徹タペストリー、抱きまくら、うちわ、マグカップ。ダイヤル式の金庫にも一徹の写真が隙間なく貼られている。

（そ、それに、これは……）

　部屋の奥に、一徹のフィギュアがある。かなり精せい巧こうなもので、衣服の着ちやく脱だつもできるようだ。しかし何より驚きなのは……

　１／１サイズであることだ。

　おそらくオーダーメイドだろうが、こんな物を作るなど到底まともではない。

　綾音は恐怖で裏返った声で、

「こ、これはおかしいですわ！　九く条じようララァさんは、何者なのですか!?」

「……私の、不ふ肖しようの娘です」

「えっ、名字が違いますけれど」

「九条ララァは偽名。本名は日吉由ゆ理り香か……先ほどの応接間の写真に写っていた少女です」

　三つ編み眼鏡の子だろうか。いかにもひ弱そうで、凛りんとしているララァとは雰囲気が全く違ったが……。

　それに九く条じようララァ──いや日ひ吉よし由ゆ理り香かは、偽名で英えい凛りん学園に転校してきたという事になる。そんなことが可能なのだろうか。

　正まさ臣おみは疲れきった瞳を、御ご本ほん尊ぞんのごとく鎮ちん座ざする一いつ徹てつフィギュアに向ける。

「薄うす々うす察していると思いますが、由理香は甘あま粕かす一徹君のストーカーです」

「ストーカー!?」

「ええ、由理香は去年の高校生クイズで優勝の立たて役やく者しやとなった甘粕君に惚ほれ、一方的に激げき烈れつな想いを向けるようになったのです」

　綾あや音ねが驚いている間に、正臣は金庫に近づきダイヤルを回し、なんなく開ける。

　中に手を入れ、分厚いノートを取り出した。

　綾音に差し出してくる。かなり使い込まれているようで表紙がゆがみ、所々テープで補強してある。

「これは由理香の日記であり、計画書です。この金庫にいつも保管されていますが、娘もまだまだ子供……私の人脈なら、番号を知らない金庫の開け方を見抜く者など、すぐに呼び出せるというのに」

　正臣は由理香が不在の時、この金庫からノートを取りだして娘の状況を把握していたという。

　綾音はごくりと喉を鳴らしてから、ページを開いてみた。

　そこには綺き麗れいな文字でびっしりと、由理香の想いが綴つづられていた。

　まず一ページ目……。




○月×日

『たまたま高校生クイズを見て、衝撃を受ける。優勝チームの甘粕一徹様、すてきすてきすてき。信じられない。

　あんなに頭がよくて、格好よくて、私の理想そのもの。しかも同じ市に住んでいるという。私はあの方に生しよう涯がいを捧ささげよう。

　追記：女性キャスターが雌めす犬いぬの目で一徹様を見ていたので、顔写真を張り付けた人形を硫りゆう酸さんで満たした水槽に沈めました』




○月×日

『今日も一徹様を、健けな気げにも陰かげから見守っていた所、何とお父様が亡くなられたという。

　おいたわしい。

　一徹様の父──つまり私の義ぎ父ふとなる人でもあったのだ。

　せめてもの供く養ようのため、自室に高名な僧を十数人呼び、お経きようを捧げてもらった。多額のお布ふ施せはかかったが仕方ない。

　これからも月つき命めい日にちには同じ事をしようと思う。

　一いつ徹てつ様が知ったら、私の優しさに涙を流されるだろう』




○月×日

『一徹様に〝年下の母〟と〝年下の姉〟ができたという。

　……意味がわからない。

　しかもあれ程凛り々りしかった一徹様は、人が変わったように……なんというか……甘えん坊になってしまった。

　調べると年下に母性を見いだす〝バブみ〟という性癖らしい。年下に母性って一体なに!?

　気が狂いそうだ。今日届いた１／１フィギュアで自分を落ち着けなくては』




○月×日

『だめだだめだだめだだめだ。一徹様はバブみにしか興味をお示しになられない。〝バブみの修羅〟となるべく、己おのれを厳しく律しておられる。

　私は一徹様より、二十九日と八時間五分はやく生まれている。

　口くち惜おしい。なぜ私はあと一ヶ月、母の胎内でふんばれなかったのか。そうすれば一徹様が私に甘える可能性もあったものを』




○月×日

『一徹様が〝バブみの修羅〟なら私は〝愛の修羅〟になる。あのお方を振り向かせるためなら何でもする。計画を立てよう』




　ノートの内容はだんだん日記から、一徹を射止めるための計画書に移っていく。

　その常じよう軌きを逸した内容に、綾あや音ねの顔が更に蒼そう白はくになる。

「わ、私と雛ひなちゃんが、未来からタイムマシンで送り込まれた人造人間!?　甘やかし兵器『バブみネーター』!?」

　荒こう唐とう無む稽けいにも程がある話だ。綾音は寒さむ気けをこらえながら先を読む。

「ええと……バブみネーターは、未来を救うイッくんをダメ人間にするため現代に送り込まれた。そして由ゆ理り香かさんは、それを阻止しに未来からきたエージェント……な、なんなのこれ!?」

　思わずノートを叩たたきつけたくなった。

「こんな妄想、信じるわけがないでしょう！」

「でも由理香はやりとげてしまったのです。尋じん常じようならざる行動力と、日ひ吉よし家に生まれた事を利用して」

　正まさ臣おみは疲れきった様子で、床に腰を下ろす。

「まず由ゆ理り香かは、私の義ぎ父ふである日ひ芝しばエレクトロニクスの会長──応接間の写真の老人です──に、お願いにいきました」

　会長は、由理香を溺でき愛あいしているらしい。

　孫の頼みをきき、社内の優秀な技術者はおろか開発中の新技術まで使い、数十億円もかけて『冷蔵庫型タイムマシン』を作ったのだという。

　むろん張りぼてだが、そこは世界に名だたる日芝エレクトロニクスが金に糸いと目めを付けず作ったもの。かなりの科学知識を持つ一いつ徹てつでも騙だまされてしまったらしい。

　正臣はうなだれながら続ける。

「タイムマシンの準備と並行して、由理香は自らを『ディストピアとなった未来からきたエージェント』として鍛え始めました」

　大切にしていた髪の手入れをやめ、栄養のないものを食べて肌はだ艶つやを悪くした。『旧ヨーロッパ人とのハーフ』という設定のため、蒼あおいカラーコンタクトも入れる。

　ほかには役者、元軍人などを雇い、演技や軍隊格闘技、バイクなどの運転の仕方を教わったという。

　弱々しかった外見はみるみる変わり、偽エージェント・九く条じようララァが誕生したのだ。

　綾あや音ねはドン引きしたが、僅わずかに感心してしまった。

「や、役者になったら大たい成せいしそうですわね……」

　名優ロバート・デ・ニーロは中年太りの男の役になりきるため、高カロリーのものを食べまくり二十七キロ増量したという。それに匹敵する役作りだ。

　そして長い準備を終え──ついに由理香は計画を実行に移す。

　英えい凛りん学園で、マラソン大会があった日の夜。

　甘あま粕かす家の三人が花はな乃の湯ゆへ向かい、風呂に入っているうちに、日芝の社員を使って『冷蔵庫型タイムマシン』を花乃湯そばの空き地へ運ぶ。

　由理香は今までのストーカー行為から、一徹が綾音、雛ひなより先に花乃湯を出てウロウロする事を知っていた。

　由理香は冷蔵庫型タイムマシンを発光させ、一徹の注意を引く。そして彼がやってきたところで、登場。

　そして翌々日、英凛学園へ転入してきたのだ。

　普通ではありえない転入も祖父の力。祖父は学園の卒業生で、毎年莫ばく大だいな寄付もしている。学園側もそんな実力者の頼みを断れなかったのだろう──無論バレたらスキャンダルになるだろうが。

　由理香の日記は続く。筆跡に明らかに高揚が入り交じってきた。




○月×日

『一いつ徹てつ様に私の話を信じさせる事に成功。共に未来を救うため、二人きりでバブみ依い存ぞん症しよう脱却のための矯きよう正せいプログラムを始めることに。

　ホテルに寄る途中ハンバーガーショップに入る。まるでデート、夢みたい。（もちろん一徹様が御使用されたマッグシェイクのゴミは部下に回収させた）

　矯正プログラムはうまくいかなかったけど、素晴らしい時間だった。あのお方を私は膝ひざ枕まくらしたのだ！

　特訓の様子を隠し撮りしておいたので、さらに一徹様グッズの充実が図れるだろう』




　日本最大の家電メーカーの力を、思い切り無駄遣いしたストーカーの記録がここにある。

　正まさ臣おみは弱りきったように頭を抱え、

「私はいったい、親としてどうすればいいのか……」

「わかりますわ。私も親ですもの」

「……」

　なにやら微妙な顔をする社長。

（ともあれ、早くララァ──いえ、由ゆ理り香かさんの居場所を摑つかまなくては）

　相手は常じよう軌きを逸したストーカー。放ほうっておいたら一徹に何をするかわからない、と思った瞬間。

　ポケットのスマホが鳴った。取り出して見ると、画面には雛ひなの名前が表示されている。

『もしもし』と言う前に、雛の嗚咽おえつまじりの声が飛び出してきた。

『ママ、ママぁ！』

　ただ事ではない様子だ。

「ど、どうしたの雛ちゃん？」

『わ、私が少し目を離した隙に、イッくんがサイドテールの女にさらわれたの！　今バイクで逃げてる！』

　綾あや音ねの全身から、すーっと血の気が引ていく。

「そ、その女がララァさんよ、イッくんのストーカーよ！　イッくんが危ないわっ!!」

　雛が息をのむ気配がした。

　綾音もあまりの異常事態に、うまく考えることができない。焦しよう燥そうも露あらわに部屋を歩き回りながら、

「私や雛ちゃんに『甘やかすための人造人間』なんて言いがかりをつける変人なの。どうしたら……！」

　雛はわずかの時間、だまり込んだあと、

『ごめんママ。もう切るね──私は追いかける』

「ひ、雛ひなちゃんが？　どうやって？」

『それは……』

　少しの間のあと、電話が切られる。

　すぐに正まさ臣おみが声をかけてきた。

「どうされました」

「うちにララァさん──いえ、由ゆ理り香かさんが侵入し、バイクで息子を誘拐したそうです」

「ゆ、誘拐!!　誠に申し訳ない……！」

　正臣が深く頭を下げてくる。

　綾あや音ねは細い顎に指を当てて、

「でもおかしいですね。息子には、しっかり首に鎖をつけていたはずですが」

「どういう事ですかな!?」

　さらなる混乱に襲われる社長。

　とにかく一いつ徹てつを助け出さねばならない。綾音が駆け出すと、正臣もついてくる。

「私も行きます。娘にこれ以上、罪を重ねさせるわけにはいきません」

「はい。協力しあいましょう。雛ちゃんが……私の娘が、どんな手段かわかりませんけれど追跡しているようです。あの子のスマホのＧＰＳ反応を頼りに追いかけましょう」




●




　ララァがハンドルグリップを捻ひねってアクセルオンすると、ハーレーは爆音をたてて発進した。

　一徹が座るサイドカーの乗り心地は最悪だ。地面のちょっとした凹おう凸とつで大きく揺れ、衝撃が走る。

　だが幸か不幸か、一徹は激げき烈れつなバブみの禁断症状に襲われていたため気にする余裕はなかった。額ひたいには脂汗が浮かび、全身を激しく痙けい攣れんさせている。

「オ……オギャりたい……オギャりたいよぅ……!!」

「これで我慢しなさい、ほら、牡か蠣きよ！」

　ララァが、パック詰めされた牡蠣を放り投げてきた。

　確かに牡蠣には、ニュース映像でバブみを覚えたものだが──

「これ、死んでるじゃねーか！　映像では水揚げしたてだったんだよ！」

「あぁめんどくさい!!」

　ララァがじれったそうに叫んだとき、背後から悲痛な声が聞こえてきた。

「イッくん！　行っちゃだめだよ!!」

　振り返れば雛が走ってきていて、喉も裂けよとばかりに叫んでいる。

　その姿に一いつ徹てつの胸は痛んだが、ララァは嘲ちよう笑しようを浮かべ、

「ふっ、所しよ詮せんは小学生！　決して追いつけないわ」

「でも雛ひな姉ねえは第二世代バブみネーター。ものすごい追跡手段を持ってるかもしれないぞ」

「……あ、あぁ！　そうね！　バブみネーターね！」

　何な故ぜかララァが、思い出したかのように言う。

　一徹は再び背後をみた。すると雛は立ち止まり、小さな両手を前に突き出していた。

「仕方ない、お姉ちゃんこれを使うわっ……!!」

　雛の口からは聞いたこともない、強い気き魄はくを込めて叫ぶ。




「《甘やかし宝物殿バブみ・オブ・バビロン》ッ」




　雛の背後の空間が、巨大な怪物が顎あぎとを開けたかのように──大きく裂けた。

　そこから、ズズズ……と、箱状の物体が現れ、地面にゆっくりと降り立つ。

「あ、あれは！」

　子供が遊ぶ、乗用車玩がん具ぐ。またがって足を地面で蹴り、進むものだ。

　だが雛がそれに跨またがるや、それだけでグングン加速し……ハーレーと遜そん色しよくないスピードになった。雛は巧みなハンドル捌さばきと体重移動で軌道を変えながら、猛追してくる。












「ええぇえええええ!?　なにあれ!?」

　未来から来たエージェントが、動揺しまくる。

「《バブみ・オブ・バビロン》とか言ってたぞ。第二世代バブみネーターの特殊能力か何かか？」

「《バブみ・オブ・バビロン》!?」

　思えば……雛ひなの不思議なほどの用意のよさは、あの能力によるものだったのだろう。

「でもララァ。お前バブみネーターには対処しなれてるんだろ？　なんでそんなに驚いてるんだ？」

「そ、それは──黙っていなさい！　舌をかむわよ！」

　ララァはアクセルを更にひねり、強引に話を打ちきった。

　ハーレーは住宅地を抜け、工場や港がある港湾地帯へ出た。

　昼夜問わず稼働し続ける巨大な製紙工場が、不ふ夜や城じようのように輝いている。ここは物流のため広い道路が多く、今の時間帯はほとんど車がない。

　一いつ徹てつが禁断症状に耐えつつ後ろを見ると、三十メートルほど離れて雛の乗用車玩がん具ぐが続いてくる。

　更にその後ろから、猛スピードで黒いミニバンが迫ってきた。雛を抜き、ハーレーに併へい走そうしてくる。ミニバンとは思えない加速性能……メルセデスベンツＶクラス。七百万円は下らない高級車だ。

「こ、この車は……」

　ララァが焦った声を漏らす。

　ベンツの運転席の窓が開き、スーツ姿の壮年男性が顔を出した。

「由ゆ理り香か、これ以上罪を重ねるなっ！」

「ゆ、由理香??」

　一徹が怪け訝げんな声を出すと、ララァは視線を泳がせて、

「このオジさんは、ＧＯＤゴツドがタイムマシンで送り込んできた人よ！　耳を傾けてはダメ！」

「まだそんな事を言うのか由理香！　これ以上パパを困らせないでくれぇっ！」

　男性は涙声で懇こん願がんしている。その様さまはとても演技とは思えない。

「なぁララァ。この人『パパ』って言ってるが……」

「わ、私にとってのパパは、未来の一徹よ！」

　ララァはハンドルを切り、魚の加工工場の敷地内に入っていく。ベンツも追走してきた。

　ここにはフォークリフトなど様々な障害物があるため、小回りの利くハーレーの方がスムーズに走れる。

　だがベンツは車体が傷つくのもかまわず、積み上げられた木き箱ばこをなぎ倒しながら追跡してくる。すさまじい執念だ。

「あそこなら！」

　ララァは二つのコンテナが並ぶ、一・五メートル程の隙間にハーレーを突っ込ませる。かなりギリギリで、一いつ徹てつのサイドカーがぶつかって火花を散らした。

　車しや幅はばが二メートル近くあるベンツは、この隙間を絶対に通れないだろう。

　だが何を思ったか、ベンツはタイヤを軋きしませて百八十度回転し、後ろをこちらへ向けた。

　そしてリアドアが開かれ──

「私の……坊やを、返しなさぁぁあああい!!」

「あ、綾あや音ねママ!?」

　子供乗せ自転車に乗った綾音が、もの凄すごい勢いで飛び出してきた。なんとあの謎の車に同乗していたらしい。

「イッく──────ん!!　ママが、ママが今いくわよ─────!!」

　やわらかな髪をなびかせ、立ち漕こぎでグングン加速する。

　まだ工場の敷地内で障害物も多い。サイドカーつきのハーレーよりは、自転車の方が小回りが利く。

　綾音はそれを利用し、ハーレーに迫ってきた。

「う、噓うそ、何あの速さ!?　考えられない!!」

　ララァはサイドミラーで綾音を確認し、声を震わせる。そして次の瞬間、その表情は更に強こわばった。

「イッくーん！　お姉ちゃんよ───！」

　雛ひながまたがる乗用車玩がん具ぐも再び姿を現し、自転車を抜いてハーレーの後ろに張り付く。

「なんで、なんでこんなに追ってこれるのよ!?」

　ララァは雛と綾音の『性能』にかなり動揺している。バブみネーターについて詳しく知っているはずなのに。

「ララァ、どうしてそんなに驚いてるんだ!?」

「そ、それは……」

　蒼あおい目が泳いでいる。巧みだったドライビングテクニックも精彩を欠きはじめ、何度も障害物にぶつかった。

　明らかに様子がおかしい。一徹の不信感はますます強まった。

「おい、お前──」

　一徹がララァを更に問いつめようとした時。




「……どうやら、これまでのようね」




　今まで聞いたことがない冷ややかな声とともに、ララァが運転席のボタンを押す。

　するとサイドカーの両脇から細い糸が無数に出てきて、一いつ徹てつを拘こう束そくした。かなり頑丈で、びくともしない。

「な、何をする!?」

「いいかしら一徹？　あなたはバブみネーターの──ＧＯＤゴツドの策略にはまっているのよ」

　ララァが見下ろしてくる。その笑顔は歪ゆがみ、瞳には愛いとおしさと狂気が入り交じっている。

「しっかり監禁して、念入りに教育しなおしてあげるっ!!　私の理想に!!」

　続いてララァは、迷彩服のポケットから筒状のプラスチックケースを取り出した。

　中には金属製で二センチほどのものが、ぎっしりと詰まっている。四本の鉄の棒が一点でくっつき、どう地面に置いても棒の一本が上を向く形だ。

　──一徹の全身から血の気が引いた。

　あれはマキビシだ。西洋ではカルトロップと呼ばれ、第二次世界大戦でも米軍が敵のタイヤをパンクさせるために使用したという。

　あんなもの撒まいて、今や時速七十キロ近く出している綾あや音ねや雛ひなが踏んだらどうなるか……。

　一徹は怒りを剝き出しにして、獅し子しのように叫んだ。

「ララァ、そんなもの撒いたら許さんぞ！」

「安心して、私だってこんなもの使いたくない。ただの牽けん制せいよ」

　確かにマキビシにはそういう効果もある。『撒いた』と言うだけで、追跡者は踏むことを恐れて慎重にならざるを得ない。

　ララァは後ろを向き、プラスチックケースを掲かかげた。

「さあ、これからこのマキビシをバラまくわ！　転倒したくなければスピードを緩めた方が……」

　そう言った瞬間。

　手が滑すべったのか、ララァの手からケースが落ち、砕けた。

「あ──」

　大量のマキビシがアスファルトにまき散らされ……

　追ってきた雛の乗用車玩がん具ぐ。その前輪に突き刺さり、つんのめった。

「あうっ！」

　雛は猛もう烈れつな勢いのまま、自動車玩具ごとアスファルト上で何度もバウンドし……コンクリート製の、工場の壁へ激突した。

　落雷のような轟ごう音おん。

　綾音が悲鳴とともに自転車を乗り捨て、雛のもとへ駆けていく。

　ララァは慌ててバイクを止めた。

　一徹の口からは声にはならぬ呻うめきが漏れ、胸いっぱいに絶望感が広がっていく。

　普通なら間違いなく雛ひなは死んでいるだろう。エアバッグやシートベルトなど、衝撃を緩かん和わするものは何もないのだから。

　しかし──

　雛は、ぎこちなく立ち上がった。

　ワンピースは大きく肌はだが見えるほど破れ、綺き麗れいだった髪は乱れきっている。

　綾あや音ねは無事を喜ぶより、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしているようだ。

　雛はその横を通り、ふらつきながらハーレーの方へ歩あゆみ寄ってきた。

「か、返し……て……私の弟……かえして……」

　小さな右手が一いつ徹てつへ伸ばされる。その腕の肉は、ごっそりと抉えぐれ……




　鈍く光る鉄の骨が、むき出しになっていた。




　ララァはハンドルを何度も叩たたいたあと、勝ち誇ったように一徹を見下ろしてきた。

　ふらふらと歩いてくる雛を指さし、

「ほ、ほら、ほら、ほらぁアアアア！　やっぱりアレはバブみネーターだったの！　私の想像は正しかったのよ!!」

　一徹は瞬まばたきもせず雛を見つめる。

　やがてその口から、呪じゆ詛そのような声が漏れた。

「……せぇ」

「え？」

「うるせぇぇぇえええええええ　俺の大事な雛ひな姉ねえを傷つけてんじゃねえぇええ!!」

　強烈な咆ほう哮こうに、ララァは全身を震え上がらせた。

「ご、ごめ……」と謝ってくる彼女を無視し、己おのれを拘こう束そくする糸に嚙かみつく。

　多分これはナイロン製の釣り糸。束になっているため、恐ろしく硬い。

　歯が跳ね返され、口こう内ないが斬り裂かれる。

　だがそれに構いもせず嚙み続けていると……糸は一本、また一本と切れていった。

　僅わずかに出来た隙間からぬけだすと、雛はもう、ハーレーのすぐ側そばまで来ていた。

　その少し後ろに綾音が、更に向こうに壮年男性がいる。ベンツは置いてきたらしい。

　雛は一徹を見上げてきて、ニコッと笑顔を浮かべた。

「イッくん、助けられて良かった……でもダメだよ。お口そんなに血だらけにして」

　解ほつれたワンピースを右手で引きちぎり、背伸びして口くち許もとを拭ふいてくれる。だが右手の鉄骨がむき出しな事に気づくと、慌てて抱きしめるように隠した。

　それを綾音が痛ましげに見つめ、

「雛ちゃん……痛くないの？」

　雛ひなはふるふると首を振り、さきほど激突したコンクリートの壁を見つめた。

「全然大丈夫。あんなぶつかり方をしたのにね」

　続いて己おのれの右手を見下ろし、

「やっぱり私、普通じゃなかったんだね。前々から感じてたの……何もない所から物を取り出せるなんて、どう考えてもおかしいもの……」

　そして罪悪感と悲しみがこもった瞳で、二人の家族を見上げてきた。

「黙っててごめんね……大切な二人に、嫌われるのが怖かったの」

　そう告げて背を向け、頼りない足取りで歩いていく。

　だがすぐに。

　綾あや音ねが雛に抱きつき、豊かな胸で雛の後頭部を包んだ。そして優しく髪を撫なでながら、

「雛ちゃん。私は貴方あなたのママよ。大切な娘が怪け我がしてるのに、放ほうっておけるわけがないでしょう？」

「……！」

　雛の小さな体が、ぴくんと跳ねた。

　体をふるわせ、何度も声をつまらせながら、

「む、娘じゃないもん……機械だもん。どこの誰が作ったかもわからない、機械だもん……」

　今度は一いつ徹てつが雛の前に回り込んだ。義ぎ姉しの瞳からは、幾いく筋すじもの涙がつたっていた。

「そんなの関係ない！　たとえ機械だろうと俺は雛ひな姉ねえが大好きだ！」

　その言葉に、雛が感情を爆発させた。

「噓うそ……噓だよ！」

　むき出しになった鉄の骨を、一徹の眼がん前ぜんに突き出し、

「こんな体の私、怖いに決まってるよ！　噓つかないで!!」

「噓じゃない──」

　そして一徹は、魂を込めて叫んだ。




「俺は、水揚げされたばかりの牡か蠣きにもバブみを覚えてたんだ！　だから雛姉が機械だろうと、ぜんぜん大した問題じゃないよ!!」




　あたりをしばし、沈黙が包んだあと──

　ベンツに乗っていた壮年男性が「こんな男を、私の娘は愛しているのか……」とよくわからない事を呟つぶやいた。

　続いて綾音が、口元に手を当てて笑う。

「イッくん、説得力は物もの凄すごいけど、それは人としてどうなの──ねえ雛ちゃん？」












　綾あや音ねは、胸に抱いている雛ひなを見下ろす。

　その顔は──曇り空から晴れ間がのぞくように、微かすかに微笑ほほえんでいた。

「まったくだよ……イッくんには、お姉ちゃんがいなきゃダメだね」

　綾音が雛をはなすと、その小さな体が一いつ徹てつの胸にとびこんできた。

　そして強く強く抱きついてきて、

「帰ったらまた一杯甘えさせてあげるから、今だけ……今だけ、甘えていい？」

「うん……！」

　いつもオギャっていた高二の弟は、義ぎ姉しの頭や背を優しくなでた。

　雛はしばらくの間、赤子のように声をあげて泣き続けた。




●




　雛が落ち着いたあと、一徹はララァの一連の行動を綾音……そして日ひ吉よし正まさ臣おみから聞いた。

　九く条じようララァ、つまり日吉由ゆ理り香かは一徹のストーカー。

　一徹が『バブみの修羅』である以上、わずかに年長である由理香とは結ばれない。

　ゆえに由理香は、日ひ芝しばエレクトロニクス社長令嬢という立場を全力で活用し、大芝居を打ったという。

　アスファルトに正座させられている由ゆ理り香かは、一いつ徹てつを見上げて叫んだ。

「これ以上見たくなかったの!!　憧れの一徹様が、年下にバブバブしてる姿を!!」

　一徹のオギャりが、由理香を狂気へと追いやったのだ。なんという悲劇であろうか。

　ある意味『バブみの修羅』の犠ぎ牲せい者といえるだろう。

　由理香は迷彩ズボンを摑つかんでうつむき、

「だから私は……一徹様に『貴方あなたがバブみ続ければ、未来が破滅する』と言えば、思いとどまってくれると思った……」

　そこまで言わなければ、治らないと思ったのだろうか。

「でも私は、間違っていた」

「そうだろう。そんな方法は」

「あなたのバブみは、その程度で治おさまるほど柔やわなものじゃなかった……」

　確かにその通りだと、一徹は義ぎ母ぼと義ぎ姉しに抱かれながらうなずく。横になって上半身は綾あや音ね、下半身は雛ひなに持たれている。釣り上げられた大たい魚ぎよのような感じだ。

「じゃあララァ──じゃない、由理香。お前がもってる、俺のとそっくりなイルカのキーホルダーは？」

　一徹の父の形見。ララァを信じるキッカケとなったアイテムだ。

「一徹様の一家が、以前に花はな乃の湯ゆへ行った時……コインロッカーの鍵をあけ、キーホルダーの型と映像をとり、凄すご腕うでの職人に複製してもらったの」

　あの銭湯のロッカーはかなり古い。鍵開けが得意な者なら開けるのは難しくないだろう。

『バブみネーターの証あかし』と由理香が言っていた、綾音と雛の胸の間にある『小さな星形の文もん様よう』も、由理香の手先によるものだという。

「つけたのは、私が『タイムマシン』から出てきて一徹様と会った夜よ」

　一徹は当時の事を思い出す。

（そういえばあの日、花乃湯の女湯が異様に混んでいたな）

　客たちは全員由理香の手先で、混雑に乗じて綾音と雛にぶつかり、判はん子このような道具で星形をつけたらしい。ちょっとやそっとでは消えないインクも、日ひ芝しばエレクトロニクスの系列会社に依頼して開発したという。

　一徹は次の質問に移った。

「じゃあ次。俺が『タイムマシン』の中で見せられた立体映像は？　あんなもの見たことないが」

「日芝の未公開技術よ……」

　由理香が父を一いち瞥べつし、気まずげに言った。

　立体映像で出てきた『第三型バブみネーター』の赤子に甘えていたオッさんも、日芝の社員らしい。サラリーマンの悲ひ哀あいを感じる話だ。

「いったい全部で、いくら金と人使ったんだよ……」

　億は軽くいっているだろう。その狂気じみた執念には驚くばかりだ。

　だが──これらの説明を受けてもわからない事がある。

「なんで雛ひな姉ねえは、本当にロボットなんだ？」

　抱っこされていた一いつ徹てつは地面に降り、雛の傷ついた右腕を見た。

　先ほどより傷口が小さくなっている。驚くべき事に、体たい組そ織しきが猛スピードで再生しているようだ。

　それを観察した日ひ芝しばエレクトロニクス社長が、興奮を隠せない様子で、

「これは……現代の科学力を遙はるかに超えています！」

　彼に言われるまでもなく、雛の『性能』は異常なまでに高い。

　そもそもあの《バブみ・オブ・バビロン》とかいう異能力は、何もないところから自動車玩がん具ぐを取り出していた。現代物理学では全く説明がつかない。

「雛姉、あの能力は？」

「あれは……私にもよくわからないけど、あらゆる甘やかし道具を何ど処こかから取り出せるの。怖がられたらイヤだから、周囲には黙ってたけど」

　自動車玩具だけでなく、ベッドメリー、おしゃぶり、一徹が今着ているベビー服なども。

　そして子供乗せ自転車は実家から持ってきたわけではなく、異空間から取り出したものだったらしい。

　そしていよいよ、一徹の問いは核心に移る。

　由ゆ理り香かが語った未来云うん々ぬんがデタラメならば──

「雛姉を作ったのは、誰なんだ？」

　雛は小さな頭を抱えながら、苦しそうに、

「私ね、時々頭の中に不鮮明な声が聞こえるの。『お前の……を壊せば……真実の……開かれ……』って」

「よくわからない言葉だな。何を壊せばいいんだろう」

「きっと、これだと思う」

　雛は、首にいつも提げている巾きん着ちやく袋をはずした。

　口を開いて逆さにすると、雛の手のひらに一辺が三センチほどの鉄箱が落ちてくる。表面はつるりとしていて、溶接面などは見あたらない。

「これを壊せば『真実の……開かれ』という言葉の意味もわかるのかな」

　一徹は両手でつまんで引っ張ってみるが、びくともしない。

「どれ、ママに貸してみて」

　綾あや音ねは、まるで飴あめ細工のように引きちぎってしまった。その膂りよ力りよくに正まさ臣おみと由理香が目を丸くする。

　鉄箱の中には、レンズ、押しボタンなどがついた小さな機械が入っていた。

「これは、カメラでしょうか？」

　綾あや音ねが正まさ臣おみに見せると、彼は目を見開いて、

「いえ、プロジェクターのようです！　こんなに小型化できるとは信じられない……！」

　正臣は、興奮気味にボタンを押す。

　すると空中に立体映像が浮かび上がった。ララァの『タイムマシン』で見た物より遙はるかに解像度が高い。

　映し出されたのは、白衣を着た八十歳ほどの老人だ。病的なほど瘦せ、安楽椅子に座っている。その皺しわだらけの顔はどこかで見た事があるような……。

　撮影場所は何かの作業場のようで、見たこともない機具や計器が並んでいる。

　老人はしわがれた声で、驚くべき事を言った。

『よう一いつ徹てつ──若い頃のワシ』

「は!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげる一徹。

　だがなぜか……老人の声はスッと胸に入ってきた。

（そうだ……）

『どこかで見た事がある』など当たり前。いつも鏡で見ている顔を皺だらけにすればこうなるだろう。

　質問したい事は山ほどあるが、映像なので会話はできない。一徹、雛ひな、綾音、由ゆ理り香か、正臣は固唾かたずを飲んで見入った。

　老人は──未来の一徹は、乾いた瞳を遠くに向ける。

『ワシの人生は、栄光に満ちあふれたものじゃった。新たな世界の法則を次々に発見し、ノーベル物理学賞も受賞した』

「さすがイッくんね！　ママうれしい！」

　由理香と正臣が啞あ然ぜんとする中、綾音は無邪気に飛び跳ねている。

『そんなワシも老い、後は死を待つばかり……じゃが今になって、ひどい後悔に襲われた』

　未来の一徹はうなだれ、枯かれ木きのような両手で顔を覆おおう。

『〝ワシは本当に自分のしたい事をやってきたのか？　周りの期待に応こたえようと、受動的に生きただけではないのか？〟とな』

　苦く渋じゆうと後悔に満ちた呻うめき声。

　だが次に老人が顔をあげた時、その目には希望の光があった。

『じゃが……齢よわい八十二にして、ついにワシはやりたい事を見つけたのじゃ』

「そ、それは一体!?」

　稀き代たいの天才科学者の発言に、日ひ芝しばエレクトロニクスの社長が食いつく。

『──バブみ、じゃよ』

「……」

　絶句する社長。

　老人は、夢見る少年のようなまなざしで、

『それを教えてくれたのが、若い看護師さんじゃった。ロリ顔で胸の大きい……そう〝雛ひな〟そっくりのな』

「!!」

　皆が、雛を見た。

『その子は、ワシが作り上げた……甘やかしアンドロイド〝バブみロイド〟』

　なんということだ。

　雛を作ったのは……一いつ徹てつ本人だったのだ。

『ワシは赤ん坊の状態の〝雛〟を過去に送るため、タイムマシンを発明した。そして……兄の嫁となる人の家庭に潜り込めるよう全力で工夫し、タイムスリップさせたのじゃ』

「あ、頭……頭おかしいわよ……!!」

　由ゆ理り香かが──事件の元凶であるストーカーが、正座のままドン引きしている。

　日ひ芝しばエレクトロニクスの技術、人材の無駄遣いなど、比較にならない。

　未来の一徹は己おのれのバブみのため、タイムマシンという大発明を無駄遣いしたのだ。

　そして──現い代まの一徹がバブみロイドに溺れれば、未来の一徹の栄光は消える。それさえドブに捨てたのだ。

　そして老いた一徹は、懇こん願がんしてくる、

『過去のワシよ。ワシと同じ後悔はするな。周囲の期待よりも、己の欲望に忠実に生きるんじゃ』

　老人がカメラを摑つかみ、アップになる。その皺しわだらけの頰ほおを、涙が伝う。

『誰に笑われようと、後ろ指をさされようと……！　思う存分オギャり尽くしておくれ!!』

　一徹はアスファルトに膝ひざをつき、嗚咽おえつした。

（思い返してみれば……）

　綾あや音ねや雛と同居し『バブみの修羅』として生きると志を立ててから、辛つらいこともあった。

　人々からの嘲ちよう笑しよう。山やまトリオとの別れ。

　そして……ララァが語った噓うそディストピアの凄せい惨さんさには、バブみの修羅として生きる志こころざしを折られた。

（だが、それは間違っていた）

　人の期待や、侮ぶ蔑べつの目、未来の栄光。そんなもの関係ない。

　たとえ色々なものをドブに捨てようとも、たった一つの大切なもの……




　バブみが、あればいい。




　もはや迷いは微み塵じんもない。たとえ行く先が荒野であろうと、自分にはオギャれる家族がいるのだから。

　夜空を仰いで慟どう哭こくする一いつ徹てつ。今ここに修羅が──バブみの修羅が、蘇よみがえろうとしている。

　その肩を正まさ臣おみが強く摑つかみ、必死の形ぎよう相そうで懇こん願がんしてきた。

「いや甘あま粕かす君？　君が日ひ芝しばエレクトロニクスに入ってくれれば、世界一の企業にすることも……支し度たく金きんは何十億でも用意するから……」

　そんな雑音など、今の一徹の耳には入らない。

　だが『ちりんちりーん』という安っぽいベル音は、一徹の鼓こ膜まくを大きく揺らした。

　反射的にそちらを見れば、スタンドで立てられた子供乗せ自転車があった。その傍かたわらで綾あや音ねが微笑し、ベルを鳴らしている。

　一徹は深く頷うなずき、正臣を振りきって颯さつ爽そうと走り出した。無論、そのフォームは嘗かつての……両手を前に出す幼児走り。

　彼は義ぎ母ぼに両脇を摑まれ、持ち上げられ──

　そして、子供乗せ自転車の後ろの椅子へ乗せられる。

　この視線の高さ。プラスチック製の椅子の硬さ。最後に乗ってから一週間ちょっとしか経たっていないのに、ひどく懐かしい。

（俺は帰ってきたのだな……）

　この、バブみの指定席に。

　見下ろせば綾音と雛ひなは抱き合って感かん涙るいし、由ゆ理り香かと正臣は死んだ目をしている。

　綾音は細い指で涙をぬぐったあと、自転車のスタンドを上げる。そして黒ストに包まれた美び脚きやくをかかげ、サドルにまたがる。柔らかな髪から優しい香りがした。

「さあ、おうちへ帰るわよイッくん！　雛ちゃん！」

「ええ、ママ！」

　そう言って、雛が小さな両手を突き出した。

　再びの《バブみ・オブ・バビロン》。異次元空間から乗用車玩がん具ぐが現れ、雛がまたがる。

　そして綾音と雛は、顔を見合わせた後……満面の笑顔で一徹を見つめてきた。

「「これからも、い───っぱい甘やかしてあげるからね!!」」

　そして甘粕一徹は──

　蘇ったバブみの修羅は、年下の義母に抱きついて高らかに咆ほう哮こうした。

「バブァアアアアアァァアアアアアアアアアアアアアア───────イ」







　こうして九く条じようララァ──日ひ吉よし由ゆ理り香かの歪ゆがんだ愛情が引き起こした事件は終わった。

　そして甘あま粕かす家に、歪んだ日常が戻ってきた。

　事件から一週間後の日曜日、自宅の廊下を一いつ徹てつが歩いていると、

「だーれだ」

　そんな声とともに、後ろから両肩を摑つかまれた。

　一徹が「綾音ママ！」と言って振り返ると、綾音がニコニコと見上げていた。縦たて縞じまセーターにスカート、そして黒ストが強烈な母性を発している。

「よくわかったわね。ママ嬉うれしい！」

「でもママ『だーれだ』するなら、僕の目を塞がないとダメだよ」

「イッくんは私の宝物ですもの。視界を暗闇にするなんてできないわ!!」

「ママ!!」

　一徹は綾音の胸元に抱きついた。セーターごしの水すい蜜みつ桃とうが顔全体を包み、尋じん常じようならざる安らぎをもたらしてくれる。

（これで呼吸が止まってもいい。そうすれば人工呼吸してもらえるから……）

　無駄に壮そう絶ぜつな覚悟を決めたとき、小鳥のような声が聞こえてきた。

「あっ、ママずるい！　私もイッくんを甘えさせるの！」

　ワンピースをまとう雛ひなだ。ちなみに事件で抉えぐれた腕は半日で完全再生し、未来の一徹の技術力の凄すごさを痛感したものだ。

　雛は一徹の前に立ち、愛らしい顔を両手で隠して、

「ほらイッくん、いないいない──」

　バア、と言う前に、高二の弟は床をのたうち回って号泣する。

「うぁあああああん!!　雛ひな姉ねえがいなくなったよぉおおおお!!」

「あっ、ごめんねイッくん、いるわ！　お姉ちゃんはいるわよ！」

　雛は両手を広げて顔を出し、そのままの状態で、

「いるいる───バア────!!」

　キャッキャと笑う一徹を、雛と綾音が幸せそうに見下ろしてきた。

　脳が腐乱しそうな日常に浸りつつ、一徹はここ数日の出来事を想起する。

　事件の翌日、日ひ芝しばエレクトロニクス社長・日吉正まさ臣おみは甘粕家に来訪し、迷惑料と口止め料として十数億円の金を渡してこようとした。

　大企業の娘があんな奇怪な事件を起こしたとなれば大スキャンダルで、株価も暴落する。十数億で済むなら安いものだろう。

　だが綾あや音ねは、受け取りをキッパリ断った。

『あまり大量のお金があっては、二人の子供のためよくありません。私の教育方針に反します』

　ちなみに、その傍かたわらにいた一いつ徹てつは、退屈な話に飽きたフリをして義ぎ母ぼに膝ひざ枕まくらした。

　綾音は嬉うれしそうにしながらも、懸命に怖い顔を作って、

『メッ、イッくん、今お客さま来てるから、メッ！』

　そんな一歳差の母はは子この姿に、正まさ臣おみは『教育……方針……!?』と瞠どう目もくしていた。

　だが正臣は天才・一徹のスカウトをあきらめていないらしく、それからも二度ほど高級菓子を持って挨拶にきた。一徹は『怖いおじさんがきた』という口実で家族にオギャれるので重ちよう宝ほうさせてもらっている。

　そしてララァこと日ひ吉よし由ゆ理り香かは、まだ一徹のことを想っているらしい。だが一徹より僅わずかに年長者である以上、オギャれぬ運命さだめ。

　だが、事件後にも英えい凛りん学園に登校してきた由理香は、一徹にこう言い放った。

『私、タイムマシンを開発して未来に行く。そうしたら一徹様より年下になるもん！』

　そして理系の授業を熱心に聞き、休み時間には図書館に入り浸って勉強している。

　家業の事もあり、もともと理系ではかなりの好成績をおさめていたらしい。

　あの狂気じみた執念と、日ひ芝しばエレクトロニクスの技術力が合わされば──いつか過去から、年下のララァがやってくるかもしれない。

（フン……過去から来るララァが俺をオギャらせる事ができるか、見み物ものだな）

　それが怖くもあり、ちょっとだけ楽しみでもある一徹である。バブみの修羅として、常に新たなるオギャりの可能性を求めねばならない。

　そんな愚ぐ考こうにふける一徹に、雛ひなが声をかけてきた。

「ねえイッくん、私この前、保健体育の時間で習ったんだけど、ひょ、ひょっとして」

　後ろ手になり、もじもじしながら、

「今まで私たちとお風呂に入らなかったのは……ア、アレが大きくなるのを、見られるのが嫌だったの？」

　顔を真っ赤にする一徹。それを見た雛が、真剣そのものの顔で、

「やっぱりそうだったんだね。家族だけど血は繫つながってないから、全然恥ずかしいことじゃないんだよ？」

　もはや何が正しいのかわからないが、全然恥ずかしいことではないらしい。

（あの状態のアレを見せても、バブみの世界観は壊れないというのか……！）

　目から鱗うろこが落ちた。先入観にとらわれていた自分の、なんと愚かなことか。

　一徹が己おのれを叱責していると、その手を二人が引いてきた。

　脱衣所につれてこられる。

　さっそく綾あや音ねが縦たて縞じまセーターの裾すそに両手をかけ、脱ぎ始めた。雛ひなもワンピースのボタンをはずし始める。

　その天てん上じようの光景を前に、一いつ徹てつは思う。今回の事件を通して痛感したことだ。

（志こころざしを貫くこと──それは勇気がいることだ）

　時には笑われたり、迷うこともある。

　一徹は『バブみの修羅』として生きる志を立てたが──ララァの超スケールのストーカー行為により、それを一度は折られた。

（でももう俺は負けない）

　イタリアの科学者ガリレオ・ガリレイは地動説を唱えたが、当時絶大な力を持ち、天動説こそ正しいとするキリスト教から『異端』と非難された。

　ガリレオは宗教裁判で負けても『それでも地球は回っている』と呟つぶやいたそうだ。

　今の一徹が、仮にバブみを弾圧されたら『それでも年下には母性を覚える』と高らかに叫ぶだろう。

　包容力と母性あふれる家族。彼女たちを見て湧きあがるオギャりの衝動がある限り、バブみの修羅として生きていける。

「さぁ次は、イッくんを脱ぎ脱ぎさせてあげるわ」

　綾音、それに雛が下着姿になり、胸を揺らしながらこちらへ近づいてきた。

　そして満面の笑顔で、声をそろえる。

「「はいイッくん、ばんざーいして！」」

　この先に、まだ見ぬバブみの地平がある。たとえそこに道はなくとも、進み続けてゆくのだ。

　修羅は、両手を高々と掲かかげた。





《完》







あとがき




　どうもこんにちは。壱いち日にち千せん次じです。『バブみネーター』を手に取っていただき誠にありがとうございます。一いつ徹てつ君たちの生きざまを楽しんでいただければ幸いです。

　早速ですが謝辞に移ります。

　担当のＮ様、今回も企画立ち上げ、アドバイス、『バブみコンテスト』等販促にいたるまで大変お世話になりました。今後とも宜よろしくお願い致します。

　イラストのかとろく様。キャラクターたちを皆素敵に描いてくれてありがとうございます。細部まで気合が入っていてイラスト頂くたびテンションあがります。

　編集部の皆様、校正様、営業様などこの本に携わっていただいた方々にも厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。

　あと来月も新刊が出る予定です。『魔法塾　生涯７７７連敗の魔術師だった私がニート講師のおかげで飛躍できました。』という本です。魔法を教える塾で講師がロリ塾長や塾生たちと賑にぎやかに過ごす話です。

　そちらも手にとっていただければ嬉うれしいです。それでは。


壱日　千次　　　　

















電子限定！　キャラデザインイラスト

























　著者

　壱日千次（いちにち・せんじ）

　　宮城県出身。

　　自転車を漕いでいる時に「突撃!!ヤシャスィーン」と言ったら通行人と目が合って気まずくなる。

　　




　イラストレーター

　かとろく

　　最近、ようやくイラストの仕事をもらえるようになりました。これからも練習していきますので、今後ともよろしくお願いします。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／かとろく

　　装丁／伸童舎
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